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序

前橋市の旧荒砥地区では、昭和56年度から国道50号の北側地域を対象にした県営

荒砥北部圃場整備事業が始まり、平成3年度まで行われました。圃場の対象になっ

た地域は、県内でも有数の埋蔵文化財密集地で、多くの埋蔵文化財が記録保存の対

象となりました。

当事業団では昭和56年度から59年度にかけて、事業地域内の埋蔵文化財の発掘調

査を行いました。本来なら発掘調査後、直ちに報告書を刊行する予定でしたが、諸

般の事情により、平成 5年度から整理事業を開始し、これまでに 8遺跡、 12冊の調

査報告書を刊行いたしました。平成15• 16年度には、昭和58年度に発揺調査を実施

した荒砥宮田遺跡の整理事業を実施し、ここにその報告書の第II分冊を上梓するこ

ととなりました。

荒砥宮田・荒砥前田両遺跡は、縄文時代から中・近世にかけての複合集落遺跡で

す。多くの遺構・遺物を検出したことから、整理事業は 2年計画で行うこととしま

した。第2年次の今年は、古代および中近世の竪穴住居や掘立柱建物・溝・土坑と

その出土遺物を対象に整理作業をおこない、その成果を本報告書で報告しました。

赤城山南麓地域の当該期の集落研究に新たな資料を加えることとなりました。

発掘調査から報告書刊行まで、群馬県農政部土地改良課、前橋土地改良事務所、

群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者の皆様には、一方ならぬご指導・

ご協力を賜りました。厚く感謝の意を表します。

最後に、本報告書が、地域の歴史解明のため、多くの人々によって有効に活用さ

れることを願い序といたします。

平成16年9月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 小野宇三郎





例戸

1.本書は1983（昭和58)年度の県営圃場整備事業荒砥北部地区に伴う荒砥宮田遺跡の発掘調査報告書の第 2

分冊および1981（昭和56)年度の県営圃場整備事業荒砥南部地区に伴う荒砥前田遺跡の発掘調査報告書であ

る。両遺跡の調査年度は異なるが、前橋市市道10号線を挟んで、遺構面や遺構内容が連続した遺跡である

ことから、合冊の報告書とした。

2.荒砥宮田遺跡は、群馬県前橋市荒口町80番地等に所在した。遺跡名は、遺跡のある旧村名である「荒砥

（あらと）」に、字名の「宮田」を付して 「荒砥宮田（あらとみやた）」とした。

荒砥宮田遺跡の発掘調査は、群馬県農政部、前橋土地改良事務所、群馬県教育委員会の委託により、財団

法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。発掘調査時の組織体制は次の通りである。

期 間 1983（昭和58)年8月23日～1984（昭和59)年3月24日

管理・指導 小林起久治（常務理事）、白石保三郎（事務局長）、大澤秋良（管理部長）、

松本浩一（調査研究部長）、近藤平志（総務課長）、細野雅男（調査研究第3課長）

事務担当国定均、笠原秀樹、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏（職員）

野島のぶ江、吉田恵子、吉田笑子、並木綾子、今井もと子（補助員）

調査担当 細野雅男、下城正（主任調査研究員）、鹿田雄三（主任調査研究員、現県立伊勢崎東高等学校教

諭）、相京建史、藤巻幸男、小島敦子、徳江秀夫、斉藤利昭（調査研究員）

3.荒砥前田遺跡は、群馬県前橋市今井町北原225-16番地他に所在した。遺跡名は荒砥宮田遺跡同様、遺跡

のある旧村名である「荒砥（あらと）」に、字名の「前田」を付して「荒砥前田（あらとまえだ）」とした。

荒砥前田遺跡の発掘調査は、群馬県農政都、前橋土地改良事務所、群馬県教育委員会の委託により、財団法

人群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。発掘調査時の組織体制は次の通りである。

期 間 1981（昭和56)年10月1日～1982（昭和57)年3月31日

管理・指導 小林起久治（常務理事）、沢井良之助（事務局長）、井上唯雄（調査研究部長）、

近藤平志（総務課長）、細野雅男（調査研究第3課長）

事務担当国定均、笠原秀樹、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏（職員）

野島のぶ江、吉田恵子、吉田笑子、並木綾子、今井もと子（補助員）

調査担当石坂茂（調査研究員）

4.両遺跡の発掘資料の整理および報告書の作成は、群馬県教育委員会の委託により、財団法人群馬県埋蔵文

化財調査事業団が実施した。整理・報告書の作成期間・体制は次の通りである。

期 間 2003（平成15)年4月1日～2004（平成16)年9月30日

管理・指導 小野宇三郎（理事長）、住谷永ー（常務理事）、神保侑史（事業局長）、萩原利通 ・矢崎俊夫（管理

部長）、右島和夫（調査研究部長）、植原恒夫 ・丸岡道雄（総務課長）、相京建史（資料整理課長）

事務 担当 裔橋房雄（経理係長）、竹内 宏（総務係長）、須田朋子 ・吉田有光（主幹）、田中賢一（主事）、

阿久沢玄洋・栗原幸代 ・佐藤聖行（主任）、今井もと子、内山佳子、若田 誠、佐藤美佐子、

本間久美子、北原かおり、狩野真子、松下次男、吉田 茂（補助員）

編 集小島敦子（専門員）

本文執箪徳江秀夫 ：第1章ー 2、赤沼英男：第 6章ー 1、楢崎修一郎：第6章ー2、

新倉明彦：第7章ー 3、飯森康広 ：第7章ー 4、小島敦子 ：その他

遺構写真調査担当者



遺物 写真

遺物観察

保存処理

器械実測

遺物整理

および

図面作成

委託関係

楢崎修一郎：人骨 ・獣骨、佐藤元彦（係長代理）：その他

大西雅広（専門員） ：中近冊土器、新倉明彦（専門員） ：石塔類、小島敦子 ：その他

関 邦ー（係長代理）、土橋まり子（嘱託員）、小材浩一（補助員）

田中富子、富沢スミ江、伊東博子、 岸 弘子（補助員）

星野幸恵、佐々木茂美、真庭和子、新井重明、何 英姿、笛木広美、松浦久美子、菊池透、

大塚京子、織田友子、木暮芳枝、馬場信子、儘田澄子、新井雅子、丸橋富美子、田中のぶ子、

田中富美子（補助員）、

財団法人岩手県文化振興事業団 （株）測研

5.石材同定にあたっては飯島静雄氏（群馬県地質研究会会員）にご教示を得た。

6.発掘調査および本書の作成にあたり、下記の諸氏よりご助言を得た。記して感謝の意を表したい。（敬称略）

赤沼英男（岩手県立博物館）、藤澤良祐（瀬戸市埋蔵文化財センター）、井上唯雄、鹿田雄三、関口巧一、

前原 豊、群馬県農政部土地改良課 群馬県農政部前橋土地改良事務所 荒砥北部土地改良区 群馬

県教育委員会

7.出土遺物は一括して群馬県埋蔵文化財センターおよび（財団法人）群馬県埋蔵文化財調査事業団が保管して

いる。

凡例

1.荒砥宮田遺跡の調査に用いたグリッドは、調査区全体をカバーできるように、 100mの大グリッドを設定

し、その中を 5X5mの小グリッドとした。グリッドの呼称は100mの大グリッドを独立した単位とし、北

西コーナーの交点をA-0とし東から西方向に 1から20まで、北から南方向に aからtまでとし、 Aa-1の

ように呼称した。グリッドの南北ラインは、座標北から西へ26゚偏っている。

2.荒砥前田遺跡の調査に用いたグリッドは、調査区全体をカバーできるように、 5X5mのグリッドを設定

した。グリッドの呼称は南東コーナーの交点をA-0とし東から西方向に 1から11まで、南から北方向にA

からQまでとし、 A-1のように呼称した。グリッドの南北ラインは、座標北から西へ23゚ 偏っている。

3.本書で使用した国家座標は肌界測地第1X系の新座標によるものである。

本書では国家座標を図示する際には、既報告の周辺遺跡や 『荒砥宮田遺跡 I』との関連を考慮して、世界測

地系に基づく測地成果2000による新座標とそれ以前の旧座標を併記した。1日座標は破線で示した。

4.本書における遺構番号は、調壺時に付されたものをそのまま使用した。

5.遺構図の中で使用した北方位は、すべて座標北を使用している。

6.遺構図 ・遺物図の縮尺は、原則として以下の通りである。縮尺の異なるものが併載される場合は、それぞ

れにスケールを付した。

遺構図 住居 1: 80 掘立柱建物 1: 80 柱穴列 1: 80 火葬跡 1: 20 その他の土坑墓 1: 40 

土坑 1: 60 井戸 1: 60 溝断面 1: 60 畠1: 100 水田 1: 200 

遺物図 土器1: 4 土器拓影1: 3 砥石 1: 3 石製品 1: 4 石造物 1: 6 小型石器 1: 1 



7.遺物番号は種類ごとの連番で、下記のように種頬の記号を付した。記号番号は本文・挿図・表・写真図版

ともに一致する。

土器記号無し 石器 s 金属器 M 
8.図中で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

遺構図 浅間B軽石層「――ー］・ 浅間C軽石層冒言言言言 榛名ニツ岳火山灰

洪水砂礫層 炭化材□□□□］ 焼土［ロロニ|

遺物図 石器磨り面

9.遺物写真図版の倍率は、土器は原則として 1/4、土器破片は 1/3、石器は砥石 ・小型石製品 1/4、石鉢

•石臼 1 / 6 、 石造物 1 / 9に近づけるようにした。

10.遺物の重量の計測にあたっては6000gまでは 1g単位、 20kgまでは50g単位、 20kg以上は100g単位の秤

を使用して計測した。ただし、 6000g以下のものでも、秤台部より大きなものは 1g単位の秤で計測してい

るため、 1 g単位となっているものがある。

11.大塑石像物の実測にあたっては展開ではなく 四分法で行ったが、 右半は断面のみとした。

12.掘立柱建物の平面図の重複遺構は、煩雑を避けるために、柱穴に関係するものに限った。したがってエレ

ベーション図に表現された遺構が、平面図に描かれていない場合がある。詳細は全体図を参照願いたい。

13.各地図の使用は以下のとおりである。

第1図 国上地理院発行、 20万分の 1地勢図（長野・宇都宮）

第2図 前橋市士地改良事務所発行、県営圃場整備事業荒砥北部地区計画概要

第3図 『群馬県史』通史編 1付図を簡略化した『荒砥上ノ坊遺跡 I』第5図を修正して使用。

第 4 図・第 6 図•第 7 図 •第127図•第128図 前橋市発行、昭和49年測図現形図47

第5図 国土地理院発行、 2万5千分の 1地形図 （大胡）

第 8 図•第129図 前橋市発行、平成10年測図現形図47

14.各遺構の記述にあたっては以下のような点に留意して記述した。

住居 位置は、その遺構が含まれるグリッドをすべて記載した。重複は、重複する遺構とその新旧関係を

述べた。形状は方形・長方形・隅丸方形・隅丸長方形にほぽ分類して記載した。規模は遺構確認面での上場

で計測した。なお、寵付設住居では寵の部分を含んでいない。面積は住居の上場でプラニメーターの 3回平

均値を計測した。方位は北方向に最も近い壁の方向を計測した。床面は傾斜や凹凸の有無、硬化面の残存状

況を記述した。埋没土は埋没土の全体的傾向や特徴的な埋没土について記述した。炉．寵はそれぞれの位置

と規模を記載し、遺存状態を述べた。周溝．柱穴・貯蔵穴等の住居施設については、検出された位置・規模・

遺存状態を記述した。遺物は、住居全体の遺物の出土状態と、特徴的な遺物について記述した。所見では各

住居の調査から考えられることがらがあれば記述した。また出土遺物・重複関係等から、遺構の時期を記載

したが、表現は不統一である。縄文時代は土器型式名、古墳時代については世紀で表した。特に古墳時代前

期の歴年代については、確定していない状況もあるが、基本的な考え方は第6章で詳述した。

その他の遺構 土坑・溝．墓等については、住居に準じて記述した。

なお近年火山噴出物の名称は「1噴火輪廻の堆積物」を基本単位とするテフラ名で総称され、性状の異な

る堆積物の層相は記号化されているが、本報告書では直接遺構を覆っている堆積物を旧来の通称で記述した。

今後の課題としたい。

町田洋•新井房夫2003 『新編火山灰アトラス日本列島とその周辺』
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荒砥宮田遺跡

PLl-1 1区南東部浅間B軽石下面全景 （北から）

2 1区南東部浅間B軽石下面検出状況 （北西から）

3 1区南東部浅間B軽石下面検出状況 （北東から）

4 1区南東部浅間B軽石下面土層断面 （南西から）

5 1区東谷地浅間B軽石下面全景（東から）

6 1区東谷地浅間B軽石下面全景 （北西から）

7 1区東谷地北壁土層断面 （南西から）

8 1区東谷地北壁土層断面 （南から）

PL2-l 1区1号畠近景 （東から）

2 1区1号畠検出状況全景 （北東から）

3 1区2号畠全景 （北東から）

4 1区2号畠土層断面 （東から）

5 1区3号畠検出状況全景 （東から）

6 1区3号畠作業風景

7 1区3号畠全景 （東から）

8 1区3号畠土層断面 （東から）

PL3-l 1区3号畠畝断ち割り上層断面 （南東から）

2 1区3号畠畝断ち割り土層断面

3 1区4号畠全景 （南から）

4 1区5号畠全景 （南から）

5 1区洪水層下水田全景 （南から）

PL4-l 1区洪水層下水田全景 （南西から）

2 1区洪水層下水田耕土土層断面近接

3 1区洪水層下水田北半全景 （東から）

4 1区洪水層下水田南半全景 （北東から）

5 1区洪水層下溝全景 （北から）

6 1区洪水層下溝近景 （南から）

7 1区洪水層下溝南端 （南から）

8 1区洪水層下水田アゼ交差点

PL5-l 2区東谷地浅間B軽石下水田南壁西端土層断面

（北から）

2 2区東谷地浅間B軽石下水田南壁西端浅間B

軽石層 （北から）

3 2区東谷地浅間B軽石下水田全景 （北から）

4 2区東谷地浅間B軽石下水田南半部全景

（北東から）

5 2区4号住居全景（西から）

6 2区4号住居寵全景 （西から）

7 2区7号住居全景 （南から）

8 2区7号住居寵全景 （西から）

PL6-l 3北区浅間B軽石下全景 （北から）

2 3北区浅間B軽石下全景 （南から）

3 3北区浅間B軽石下全景 （北から）

4 3北区浅間B軽石下全景 （南西から）

5 3北区浅間B軽石下土層断面A-A'

6 3北区浅間B軽石下土層断面C-C'東半部

（北から）

7 3北区浅間B軽石下土層断面B-B'南端部

（北から）

8 3北区浅間B軽石下土層断面B-B'中央部

（西から）

PL7-l 3中区浅間B軽石下全景 （東から）
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3中区浅間B軽石下全景（西から）
3中区浅間B軽石下北壁土層断面D-D'

（南東から）

3中区浅間B軽石下B層
3南区浅間B軽石下全景（北から）

3南区浅間B軽石下全景（南から）

3南区浅間B軽石下土層断面E-E＇（北から）

3南区浅間B軽石下土層断面E-E'西端（北

東から）

4区浅間B軽石下西半部全景（東から）
4区浅間B軽石下西半部全景（南西から）
4区浅間B軽石下西半部全景（西から）
4区Le~m-0ライン土層断面

（南東から）

4区浅間B軽石下 1号溝全景（南から）

4区浅間B軽石下埋没谷土層断面（南から）
4区4号溝全景（北拡張区） （北から）

4区4号溝土層断面（南から）

1区23号掘立柱建物跡全景（東から）

1区27号掘立柱建物跡全景（東から）

1区29号掘立柱建物跡全景（東から）

1区30号掘立柱建物跡全景（北から）

1区26号掘立柱建物跡全景（北東から）

1区10号掘立柱建物跡全景（北から）

1区11号掘立柱建物跡全景（北から）

1区7号掘立柱建物跡全景（北から）

1区11• 19号溝全景（南から）
1区12• 17 • 14号溝全景 （南東から）
1区12• 17号溝全景 （南東から）
1区12• 17号溝全景（北西から）
1区13号溝全景（北東から）

1区14• 19号溝全景 （南東から）
1区14号溝全景（南東から）

1区15• 18号溝全景（北から）
1区16号溝 （13• 15号井戸）全景
（南西から）

l区18号溝全景（北西から）

1区18号溝全景 （南西から）

l区19号溝全景（南東から）

1区20号溝土層断面（北から）

l区20号溝全景（北から）

1区20号溝全景 （南から）

1区21号溝区画全景（北から）

1区21号溝北辺全景 （東から）

1区21号溝東辺全景 （北から）

1区21号溝区画内全景（北東から）

1区37号溝全景（西から）

l区40• 41号溝全景（東から）
1区40• 41号溝西半全景（西から）
1区59号溝全景（北から）

l区42• 43号溝全景（南から）
1区62号溝全景（北から）

1区68号溝土層断面（南から）

1区68号溝全景（東から）

1区68号溝南東隅全景（東から）
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1区68号溝底面掘削痕

1区68号溝橋脚ピット（西から）

1区68号溝橋脚ピット（東から）

1区68号溝橋脚ピッ ト （北から）

1区68号溝遺物出土状態

1区72号溝全景（西から）

1区72号溝全景（西から）

1区72• 73号溝と14号掘立柱建物跡（南から）
1区73号溝全景（西から）

1区75号溝西半全景（西から）

1区75• 76号溝全景（西から）
1区82号溝 （47号井戸）全景（北から）

1区83号溝全景（北東から）

1区83号溝底面工具痕

1区94号溝全景（南東から）

1区94号溝南東隅全景（北西から）

1区1号井戸全景

l区2 • 3号井戸全景（北西から）
1区2• 3 • 4号井戸低全景（南から）
1区4号井戸土層断面（南から）

1区4号井戸全景 （西から）

1区5号井戸全景（東から）

l区6• 7号井戸全景（北東から）
1区8号井戸全景（南西から）
1区9• 10号井戸全景（北東から）
1区11• 12号井戸全景（南東から）
1区37号井戸土層断面（南から）

1区47号井戸土層断面（南から）

1区1号土坑土層断面

1区1号土坑全景

1区2A号土坑土層断面

1区2A号土坑全景

1区lOB号土坑全景（北西から）

1区llA号土坑全景

1区12C号土坑全景 （東から）

1区16号土坑全景 （西から）

1区15• 17号土坑全景（北西から）
1区23号土坑全景 （北東から）

1区90号土坑土層断面 （南から）

1区92号土坑土層断面 （南から）

1区110号土坑土層断面 （東から）

1区112号土坑土層断面 （南から）

1区123号土坑土層断面（南東から）

1区土坑の土層観察

1区2号竪穴状遺構上層断面 （西から）

1区2号竪穴状遺構全景（北東から）

1区3号竪穴状遺構周辺全景（北西から）
1区4 • 6 • 8 • 9号竪穴状遺構全景
（北から）

1区7号竪穴状遺構 (16• 17号井戸）全景
（北から）

1区8~13号竪穴状遺構全景

1区14~21号竪穴状遺構全景

1区20号竪穴状遺構土層断面

1区21~23号竪穴状遺構全景

（西から）

（西から）

（南から）

（西から）
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1区24~26号竪穴状遺構全景 （西から）

l区27• 28号竪穴状遺構全景 （西から）
1区29• 30号竪穴状遺構全景 （西から）
1区Ca~h-9~14グリッド全景

（北から）

1区C• Da~i -11~ 2グリッド全景
（北東から）

1区Cd~i-11~18グリッド全景

（北西から）

1区C• Et~b-15~ 1グリッド全景

（東から）

1区Ck~q-11~15グリッド全景

（東から）

1区Cq~i-13~15グリッド全景

（北から）

1区Cb・c-13・14グリッド全景 （北から）

1区Cc~h-10~12グリッド全景

（北から）

1区Cf・g-15~18グリッド全景（西から）

1区Cd• e-18 • 19グリッド全景 （南から）

2区1号溝全景 （南から）

2区1号溝土層断面A-A' （南から）

2区1号井戸土層断面 （南東から）

2区1号井戸全景（北西から）

2区1号井戸全景

2区2号井戸全景

2区4号土坑全景 （北東から）

2区6号土坑全景（北東から）

2区7号土坑全景（南から）

2区8• 9号土坑全景 （北東から）

2区17号土坑全景

2区34号土坑全景 （西から）

2区36号土坑全景 （南から）

2区46号土坑全景（南から）

2区14号士坑全景（北東から）

2区16号土坑全景 （南西から）

2区20号土坑全景 （西から）

2区26号土坑全景（東から）

2区35号土坑全景 （南から）

2区52号土坑全景 （北から）

2区54号土坑全景 （北東から）

2区67号土坑全景 （北東から）

2区43号土坑全景 （南西から）

2区15号土坑全景 （南西から）

2区55号土坑全景 （北から）

2区19号土坑全景 （東から）

2区21号土坑全景 （北から）

2区28号土坑全景 （北西から）

2区47号士坑全景 （東から）

2区5号土坑全景 （北東から）

2区57号土坑全景 （西から）

2区64号土坑全景 （南西から）

2区68号土坑全景 （北東から）

2区69号土坑全景 （北東から）

2区71号土坑全景 （北から）
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2区72号土坑全景 （北西から）

2区73号土坑全景 （北東から）

2区50号土坑全景 （北西から）

2区2号士坑土層断面 （南から）

2区2号土坑近景（北西から）

2区2号土坑全景 （北西から）

2区3号土坑土層断面 （南から）

2区3号土坑全景 （東から）

2区3号土坑遺物出土状態 （東から）

2区3号土坑全景 （東から）

2区2 • 3 • 4号土坑全景 （南東から）
2区12号土坑土層断面 （東から）

2区18号土坑全景 （南東から）

2区12号土坑全景 （東から）

2区30号土坑全景（西から）

2区37号土坑全景 （北東から）

2区37号土坑遺物出土状態 （北東から）

2区37号土坑土層断面 （南から）

2区39号土坑土層断面 （西から）

2区39号土坑全景 （北から）

2区39号土坑全景 （北から）

2区39号土坑遺物出土状態 （北から）

2区1号土坑土層断面 （南から）

2区10号土坑土層断面 （北西から）

2区10号土坑全景 （南から）

2区10号土坑遺物出土状態 （南から）

2区23号土坑全景（南東から）

2区25号土坑全景 （東から）

2区27号土坑全景（東から）

2区27号土坑遺物出土状態

2区31号土坑全景 （北東から）

2区31号土坑遺物出土状態 （北西から）

2区38号土坑全景

2区40号土坑全景 （西から）

2区41号土坑全景 （北から）

2区40号土坑遺物出土状態 （北から）

2区44号土坑全景（北西から）

2区42号土坑土層断面 （南から）

2区42号土坑全景 （西から）

2区42号土坑全景 （南西から）

2区42号土坑遺物出土状態 （南から）

2区45号土坑土層断面 （南から）

2区45号土坑全景 （南西から）

2区45号土坑遺物出土状態 （南西から）

2区48号土坑全景（北西から）

2区48号土坑遺物出土状態

2区51号土坑全景（北から）

2区51号土坑遺物出土状態（西から）

2区53号土坑全景 （北東から）

2区61号土坑全景（北東から）

2区61号土坑遺物出土状態（南東から）

2区65• 66号土坑全景 （北東から）
2区62号土坑全景 （北から）

2区63号土坑全景 （北東から）

2区70号土坑全景（西から）



4 2区3号井戸骨・古銭出土状態

5 2区五輪塔出土状態

6 4区1号土坑土層断面（南から）
PL36 1区水田 2区4• 7号住居 1区1• 3 • 12号
溝出土遺物

PL37 1区12• 17 • 20 • 21号・ 40• 41号溝
出土遺物

PL38 1区40• 41号・ 42• 59 • 62号溝出土遺物
PL39 1区68号溝出土遺物

PL40 1区68号溝出土遺物
PL41 1区68号溝出土遺物

PL42 1区68• 72 • 73号溝出土遺物
PL43 1区73• 75 • 78 • 94号溝出土遺物
PL44 1区94号溝 1 • 2 • 4号井戸出土遺物
PL45 1区18• 36 • 48 • 53 • 54号井戸出土遺物
PL46 1区59• 61 • 67号井戸 8 • 40 • 42 • 56 • 100 

• 108 • 146号土坑出土遺物
PL47 1区184• 225 • 297号土坑 18号竪穴状遺構出土
遺物

PL48 1区18• 20 • 21 • 24 • 26 • 27号竪穴状遺構出土
遺物

PL49 1区27• 28 • 29 • 30号竪穴状遺構 99 • 153号
土坑出土遺物

PL50 1区遺構外出土遺物
PL51 1区遺構外出土遺物
PL52 1区遺構外 1北区 1• 3号溝 2号井戸 2区
2号井戸 2区1• 7・訂・①号土坑出土遺物

PL53 2区31• 40 • 41 • 44 • 45 • 50 • 53号土坑出土
遺物

PL54 2区51• 61 • 62 • 63号土坑出土遺物
PL55 2区65号土坑 2区遺構外出土遺物
PL56 2区遺構外出土遺物
PL57 2区遺構外出土遺物
PL58 2区遺構外出土遺物

PL59 2区遺構外出土遺物
PL60 4 区 1 号溝 • 4区遺構外出土遺物

荒砥前田遺跡

PL60 溝・土坑出土遺物

l 荒砥前田遺跡から荒砥宮田遺跡西方を望む

（南から）

PL61-1 荒砥前田遺跡から荒砥宮田遺跡東方を望む
（南西から）

2 掘立柱建物跡群（北から）
3 2号掘立柱建物跡全景（東から）
4 1 • 3号掘立柱建物跡全景（北から）
5 3号掘立柱建物跡全景（南から）

PL62-1 1号井戸全景（東から）

2 2号井戸全景（東から）
3 6・7A・7B号溝土層断面（北から）
4 6・7A・7B号溝全景（南から）
5 1号土坑全景（北から）
6 2号土坑全景（北から）

7 3号土坑全景（東から）
PL63-1 浅間B軽石下水田全景（東から）

2 浅間B軽石下水田 アゼ近景（東から）

3 浅間B軽石下水田 アゼ近景（南から）

4 浅間B軽石下水田 作業風景（手前は洪水層
下水田・南から）

5 浅間B軽石下水田 北壁土層断面（白色層
浅間B軽石 ・南から）
6 浅間B軽石下水田 東壁土層断面c-C'

（西から）

7 1~3号溝全景（東から）
8 浅間B軽石下水田 東壁土層断面D-D'

（西から）

PL64-1 洪水層上畠検出状態（東から）
2 洪水層上畠全景（北から）
3 洪水層上畠土層断面と畝間溝（南から）
4 洪水層上畠土層断面（南から）

5 洪水層下水田全景（西から）
PL65-1 洪水層下水田全景（東から）
2 洪水層下水田 5号溝全景（東から）
3 洪水層下水田 5号溝水路近景（北東から）

4 洪水層下水田 5号溝水路脇のアゼ

（北東から）

5 洪水層下水田 5号溝水路土層断面
6 洪水層下水田の帯状区画（西から）

PL66-1 洪水磨下水田 アゼ沿いの水路 1（北から）
2 洪水層下水田 アゼ沿いの水路1近景 （東から）

3 洪水層下水田 アゼ沿いの水路2全景（東から）

4 洪水層下水田 アゼ脇の精査作業（東から）

5 洪水層下水田 直線的にのびるアゼ（西から）
6 洪水層下水田の区画

PL67-1 洪水層下水田の区画
2 洪水層下水田の傾斜
3 洪水層下水田 調査状態
4 洪水層下水田耕作土下の榛名ニッ岳火山灰

（北から）

5 基本土層A地点（北から）

6 基本土層B地点（東から）
PL68-1 8号溝全景（南から）
2 8号溝土層断面B-B' （南から）

3 9 • 10号溝全景（北から）
4 10号溝土層断面（南から）

5 11号溝全景（南西から）

6 4号土坑全景（東から）



1.県営圃場整備事業と発掘調査

第1章調査に至る経過

1.県営圃場整備事業と発掘調査

荒砥宮田・荒砥前田両遺跡は、群馬県前橋市の東

南部、JR両毛線の駒形駅から北北東に約3.7kmの

距離に位置する （第 1図）。この地域は赤城山南麓の

裾野にあたり、市街地の東に広がる農村地帯である。

遺跡は、そのうち旧荒砥村地域で実施された大規模

な県営圃場整備事業に伴って発据調査された。荒砥

地区の圃場整備事業は1974（昭和49)年度から1981

（昭和56)年度にかけて実施された荒砥南部地区と、

1981（昭和56)年から1991（平成 3)年にかけて実施

された荒砥北部地区に分かれ、通算17年間にわたっ

た。

圃場整備事業の対象地内には多数の古墳群や女堀

遺跡をはじめとした周知の遺跡が多数存在し、古く

から考古学的に著名であり、注目されてきた地域で

ある。圃場整備事業地の実施にあたっては群馬県農

政部と群馬県教育委員会との間で、文化財の保護を

前提とした協議がなされた。その結果、埋蔵文化財

の包蔵地を圃場整備事業の対象区域から除外するこ

とが不可能であり、かつ事業の実施により埋蔵文化

財が破壊される区域においては、事前に発堀調査を

実施することとなった。これらの地域における発掘

調査は、原則として、新たに計画される道水路や切

り上部分を対象とすることで合意された。

発掘調査は1974（昭和49)年度から1984（昭和59)

年度まで群馬県埋蔵文化財調査事業団が対応してき

たが、調査量の増加に伴い、 1982（昭和57)年度以降

の発掘調査は事業団と群馬県教育委員会が分担し、

1984（昭和59)年度以降の調査は、群馬県教育委員会

と荒砥北部遺跡群調査会に引き継がれ、 1991（平成

3)年度で全て終了した。

20km 

第1図 荒砥宮田遺跡の位置
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第1章調査に至る経過

整理事業は、 1981（昭和56)年度から1984（昭和59)

年度まで調査をした8遺跡について、財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団（以下事業団）が群馬県教育

委員会の委託を受け、 1993（平成 5)年度から整理事

業を実施し、 2003（平成15)年度までに 7遺跡14冊の

発掘調査報告書を刊行している。本年度はその第13

年次にあたる。

2.荒砥前田遺跡の調査

荒砥前田遺跡を調査した昭和56年度は、荒砥南部

圃場整備事業の最終年度にあたり、その範囲は荒口

町、今井町、二之宮町にわたる約90haにおよんだ。

工事に先立って、全対象区域の遺物分布調査を実施

し、包蔵地の有無とその範囲を把握した。工事計画

（（ 
鑓 這；・［ ＼ぐ'~-~｀・ ・＼ 菜ここ、_¥ ＇ゞヽ ．r,叫 ;~l '・ ;←I 
第2図 県営圃場整備事業荒砥北部地区と昭和58年度工事区

I : 50000 2km 
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により遺跡の破壊される恐れのある区域については、

この調査結果を基にして発掘調査を行う地点を定め、

さらに包蔵地としての認定漏れの防止や遺跡範囲を

確定するために、工事の対象区域に適宜トレンチを

配置して確認調査を行った。

その結果、発掘調査を必要とする遺跡として、荒

口町の女堀と前田遺跡、今井町の北原遺跡と北三木

堂遺跡および今井神社古墳群、二之宮町の青柳遺跡

の6遺跡がリストアップされた。これら 6遺跡のの

ベ面積は15haを越える広大なものであり、それを単

年度内に調査を終了させることは困難であることか

ら、幾つかの工事設計変更がなされたが、それでも

最終的にlOhaを越える調査面積となった。

荒砥前田遺跡は市道10号線の南側の微尚地にある

水田で、圃場整備にともなって切り土となる5000m'

が調査対象範囲となった。調査は工事期間との関係

から前述した荒砥北原遺跡や荒砥北三木堂遺跡と同

時進行させなければならなかったために、困難を極

めた。また、浅間B軽石や洪水層が残存しており 、

遺構確認面は4~ 5面と複雑な調査となった。

3.荒砥宮田遺跡の調査

荒砥宮田遺跡を調査した昭和58年度は、荒砥北部

地区圃場整備事業の3年次にあたり、第4エ区、荒

口町・荒子町地内が事業対象地域であった（第2図）。

2.荒砥前田遺跡の調査

第4エ区はA~H工事に分かれていたが、後述する

ように委託者との調整の結果、 A・B工事の区域に

ついて財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が発掘

調査を担当した。他の工事区域では、第 1表に記し

たとおり、荒砥諏訪西遺跡、荒砥諏訪遺跡、諏訪遺

跡、諏訪西遺跡、柳久保遺跡、川籠皆戸遺跡、堤東

遺跡が発掘調資された。

調査を開始するに先立ち、工事行程との調整を測

り、発掘調査を円滑に実施するため分布調査を実施

した。分布調査は 5月に調査担当 3名が第4エ区全

域を踏査し、遺物分布の地点、密集度、種類、時期

などを記録した。

さらに 7月に発掘調査区とその対象面積を確定す

ることを目的に、分布調査の成果をもとにした試掘

調査を実施した。先の分布調査で荒砥川に面した

A・B・C工事対象地では広範囲にわたり古墳時代

の土器片の散布が見られ、集落の存在が充分想定さ

れた。このため、切り土工事対象地は20mに1カ所

の割合で、道水路新設地域は対象地の幅に最低1カ

所のトレンチを配置し、大型掘削重機による試掘調

査を実施した。試掘調査の記録にあたっては遺構お

よび遺物包含層の有無、遺構確認面の深さ、軽石を

主とした土層の堆積状況を明らかにするようにした。

その結果、表土下に竪穴住居あるいは溝、土坑な

どの諸遺構あるいは浅間B軽石の堆積が広範囲で確

認された。これらの事前作業を基礎資料として前橋

第 1表 県営圃場整備荒砥北部地区における昭和58年度埋蔵文化財発掘調査一覧表

工事 遺跡名 調査主体 調査担当者 面積 期間

7 -1区 荒砥荒子遺跡 群馬県埋蔵文化財 鹿田雄三 ・相京建史・中沢 悟 9,800m' 1983（昭和58)年4月1日

調査事業団 小島敦子・菊池 実・斉藤利昭 前年度含 ~1983（昭和58)年5月10日

4 区 荒砥宮田遺跡 群馬県埋蔵文化財 鹿田雄三・藤巻幸男 ・小島敦子 20,265m' 1983（昭和58)年8月23日

調査事業団 徳江秀夫・斉藤利昭・細野雅男 ~1984（昭和59)年3月24日

下城正・相京建史

4 区 荒砥諏訪西遺跡 群馬県埋蔵文化財 鹿田雄三 • 藤巻幸男・小島敦子 36,620m' 1983（昭和58)年8月23日

調査事業団 徳江秀夫 ・斉藤利昭 ~1984（昭和59)年3月24日

4 区 荒砥諏訪西遺跡 群馬県埋蔵文化財 鹿田雄三•藤巻幸男・小島敦子 1,930m' 1983（昭和58)年8月23日

調査事業団 徳江秀夫・斉藤利昭 ~1984（昭和59)年3月24日

4 区 諏訪西遺跡 群馬県教育委員会 井上唯夫・徳江 紀・神保侑史 9,300m' 1983（昭和58)年12月1日

諏訪遺跡 文化財保護課 西田健彦 ・松田 猛・調査補助 ~1984（昭和59)年2月28日

員松村和男

4 区 柳久保遺跡 群馬県教育委員会 徳江 紀・神保侑史 ・西田健彦 1,200m' 1983（昭和58)年12月1日

文化財保護課 松田猛 ~1984（昭和59)年2月28日

4 区 川籠皆戸遺跡 群馬県教育委員会 徳江 紀・神保侑史・西田健彦 10,500m' 1983（昭和58)年12月1日

堤東遺跡 文化財保護課 松田 猛・調査補助員松村和男 ~1984（昭和59)年2月28日
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第1章調査に至る経過

土地改良事務所と協議し、遺構が検出された地域は

発掘調査を実施することとし、遺構が確認されなか

った部分については調査対象地から除外する ことと

した。また工事による掘削高が遺構確認面までおよ

ばないと確認された場合も調査対象区から除外した。

しかし、遺構検出量が多く、広範囲に及んだため、

当初予定していたA・B・C工事区内の全ての調査

対象地域について事業団の体制だけでは終了できな

い状況が生まれた。そこで、 C工事区については群

馬県教育委員会文化財保護課が担当し、 A・B工事

については事業団が対応した。1983（昭和58)年度の

調査担当は第 1表の通りである。

事業団が担当したA・B工事は、集落遺跡のある

台地部分がほとんど切り土部分となったため、試掘

調査の対象地は広範囲にわたった。これらの試掘調

査結果および確定した調査区は『荒砥宮田遺跡 I.I

（財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団2003)に詳述

した。最終的な調査区域は、切り土部分 ・新設の道

水路部分を対象とした 6カ所で、その面積は試掘調

査分の5,700可を含め36,620m'である。

第3図 試掘トレンチと調査区
I: 5000 250m 
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1.遺跡の位置と地形

第2章遺跡の立地と環境

1.遺跡の位置と地形

赤城山南麓の地形 荒砥宮田遺跡および荒砥前田遺

跡は、県北の山地と南東平野部が接する群馬県中央

部に位置する。県央地域には西に榛名山、東に赤城

山があり、その裾野には丘陵性の台地が広がってい

る。遺跡はこのうち東側に位置する赤城山の南麓に

形成された火山山麓扇状地端部にある。

赤城山は40~50万年前から活動を始めた複合成層火

山で、 3.1~3.2万年前に大規模な軽石噴火をおこ

して中央火口丘群を形成した後は、現在まで目立っ

た火山活動はなく、火山山麓扇状地の形成期となっ

ている。山麓の扇状地にはさらに新期の扇状地が一

部にのるが、荒砥宮田遺跡はその西端にある。遺跡

の西側を流下する荒砥川以西は同じ赤城山の山体で

も、基底に大胡火砕流が堆積する古い地形面である

（第4図）。

山麓には荒砥川、 宮川、神沢川、江龍川などの中

小河川が流下している。これらの河川や台地端部か

らの湧水により火山山麓扇状地に樹枝状の開析が進

み、台地と沖積地が複雑に入り込む地形が形成され

ている。特に荒砥北部地区では帯状の沖積地が発達

し、起伏に富んだ地形が広がっている。

遺跡周辺の地形はローム台地の原形面、砂壌土か

らなる微高地、沖積地に分類される。ローム台地は

いわゆる暗色帯の堆積が認められ、その下に厚さ

40cmのハードローム層があり、さらに下に直径20

~30cmの礫を含む青白灰色砂礫層が堆積している。

ローム台地に付随するように存在する微高地は、縄

文時代早期から前期にかけて、赤城山の山体が降雨

子持山

榛名山

10km 

「群馬県史」通史編付図を簡略化した「荒砥上ノ坊遺跡 I」を再福巣

第4図 群馬県中央部の地形と荒砥宮田遺跡
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災害等によって崩壊し、河川の運搬作用の結果、流

速が衰える山麓端部に再堆積することにより形成さ

れたと考えられている。隣接する荒砥諏訪西遺跡は

主にこの地形に立地する。

荒砥宮田遺跡の立地 荒砥宮田遺跡は中央のローム

台地と、東西の沖積地に展開する。発掘した 1区お

よび2区は一連のローム台地で、古墳時代および平

安時代の集落と、中近世の遺構群が重複して確認さ

れた。このローム台地には、姶良丹沢パミスの層準

である暗色帯とブロック状の浅間板鼻褐色軽石群が

鍵層として堆積するローム層である。赤城山南麓地

域の更新世ローム台地の一般的土層堆積である。

しかしその下層に一般的に堆積が確詔できる八崎軽

石層ではなく、砂礫層が確認できた。荒砥川沿いに

特有の層位と考えられるが、詳細は確認できなかっ

た。旧石器は一部で暗色帯を中心に確詔調査をおこ

なったが、旧石器は確認できなかった。

このローム台地の東側には台地を開析した帯状低

地がある。試掘調査で設定したトレンチのすべてで

浅間B軽石の堆積が認められた。 2区の東谷地では、

浅間B軽石が厚さ10~15cmで堆積していた。この谷

の北側半分は幅8mの凹地状の堆積であるが、南側

は浅間B軽石堆積範囲の幅が広くなり、西端には幅

2mの畔に区切られた水路も検出されている。低地

を横断するアゼは検出されなかったが、平坦面を造

成しており、水田面であると考えた。またここには

浅間C軽石が浅間B軽石層下40cmのところに厚さ10

~20cmで堆積していた。浅間C軽石下面での土地利

用については調査で判明しなかったが、古墳時代初

頭には低地が存在していたことは明らかである。

この沖積地は現状では、 2区の北側の低地とつな

がっている。しかし東側のローム台地には開析され

た帯状の低地が伸びており、東谷地の谷頭となる可

能性が高い。この地点を調査した4区では、東半は

ローム台地になっており、浅間B軽石が埋没土の中

位にある溝が確認された。本来は台地であったとこ

ろに、浅間B軽石降下以前に東と北の双方の低地を

つなぐために掘られた可能性もある。地形改変を受

1.遺跡の位置と地形

ける前の地形環境の復元や、溝の性格については本

書で検討したい。

1区・ 2区のあるローム台地の西側は、荒砥川ま

で平坦な低地で、川沿いに一部自然堤防状の微高地

が形成されている。低地内の試掘調査のトレンチで

は砂礫層が厚く堆積する地点と、それを切るように

堆積する浅間B軽石層が検出される地点に大きく分

かれた。このうち浅間B軽石層が確認できる地点は、

第5図のように台地に沿った帯状の低地になってい

ると推定される。この低地は、現在の北原沼や諏訪

沼を谷頭とする荒砥諏訪西遺跡東側の低地から、 2

区の北側・西側に廻り込んで、荒砥諏訪西遺跡 1区

の南側で、荒砥諏訪西遺跡西側の低地と合流し、 1

区の西側から南側に廻り込んでいる。1区南西部に

はこの帯状低地がかかるものと見られるが、南東隅

の一部での純層を確認できた。1区南西部では浅間

B軽石下位に洪水砂層が堆積している。それを鋤込

んだ畠や洪水砂層下の水田が広範囲に検出された。

この洪水層の時期は調査では判明しなかったが、そ

の後、南側に接する荒砥前田遺跡の発掘調査で、弘

仁九(818)年の洪水堆積物と確認された。荒砥宮田遺

跡の堆積物も同じ堆積物である可能性が高い。また

3区および4区ではこの低地内で浅間B軽石直下面

を調査した（第 5図）。低地部で検出されたこれらの

遺構は本書で報告した。さらに 3区周辺の西側の沖

積地内にも浅間B軽石層より古い砂礫層が堆積する

が、成因等を明確にすることはできなかった。

荒砥前田遺跡の立地 荒砥前田遺跡は、荒砥宮田遺

跡 1 区の南20m に位置する 。 荒砥宮田遺跡 1 区~が立

地するローム台地の南側に接する砂壌土性の微高地

に立地する。

この微高地の原形面は、赤城山南麓地域に分布す

る砂壌土性の地形で、いくつかの発掘調査で、縄文

時代前期から中期に形成されたことがわかっている。

前橋市飯土井中央遺跡では砂壌土層の下から、表裏

縄文をもつ縄文時代早期上器が出土した。粕川村安

通洞遺跡では砂礫層の下位から縄文時代中期土器が、

上位から後晩期の土器が出土している。安通洞遺跡
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は粕川扇状地の形成による砂礫層の堆積と考えられ

ている。これらの調査所見から明らかなように、赤

城山南麓では縄文時代前期から中期にかけての時期

に広範囲な河川作用があり、洪水堆積物がローム台

地に貼り付くように残されているものと考えられて

いる。

荒砥前田遺跡や荒砥宮田遺跡 1区の南半部は、こ

の洪水堆積物を原形面として、その上に黒色土が堆

積した微高地部分である。それぞれの発掘区内で、

ローム層が堆積した台地部分と接しており、時期ご

とに遺構分布が異なる複雑な遺構分布を示している。

荒砥前田遺跡の発掘区東端は大きなローム台地に

接しており、台地裾部には古代以来用排水路として

機能していると考えられる溝が現代まで残っている。

発掘区西端は微高地内でとどまっており、荒砥宮田

遺跡 l区同様、荒砥川氾濫源との関係はつかめなか

った。

荒砥前田遺跡では、浅間B軽石下、弘仁九(818)年

の洪水堆積物下で水田が検出されており 、荒砥宮田

遺跡 l区と連続する遺構面と判断した。またこれら

の水田面より新しい掘立柱建物群を検出した。これ

らも荒砥宮田遺跡 1区のローム台地上および南西低

地部で検出した掘立柱建物群と同様の時期であり、

両遺跡一体として遺跡をみていく必要があろう 。

弘仁九(818)年の洪水堆積物は、赤城山南麓の広い

範囲で検出されている泥流や岩屑なだれ、逆転層な

どの調査と遺構の検出状況の総合的な研究から同定

された洪水層で、赤城山麓の古代田畠遺構調査の鍵

層として有効な土層である。この堆積物は荒砥宮田

遺跡 l区南西低地には堆積しているが、 1区東低地

内には堆積が確認できなかった。したがって、荒砥

前田遺跡へは西側低地を流下したものと考えられる。

2.周辺の遺跡

ここでは荒砥宮田遺跡 ・荒砥前田遺跡で検出され

た遺構・遺物を理解するために周辺の歴史的環境に

ついてふれておきたい。概観する範囲は、荒砥地域

とこれに隣接する大胡町南部、荒砥川右岸の桂萱地

域の一部を含めるが、荒砥川以西については現時点

では地域内の遺跡分布の在り方をを正しく反映させ

るほどの調査事例が知られていない（第6図）。

弥生時代中期後半の住居は、荒砥前原遺跡、荒砥

島原遺跡、頭無遺跡、荒砥北三木堂遺跡、荒口前原

遺跡で検出されている。後期になると、荒砥前原遺跡、

鶴谷遺跡群B区、梅木遺跡、北山遺跡で住居の検出

が報告されている。これら弥生時代の遺跡は、沖積地

を臨む台地縁辺や微高地上に立地している。この時

期には居住域に接した沖積地の一部を生産域とする

小規模な集落が形成されていたと考えられる。

古墳時代初頭から前期の集落は、弥生時代後期の

遺跡分布からは一転、きわめて濃密な分布状況を呈

し、荒砥地域のほぼ全域におよんでいる。その分布

は大胡町域にもみられ、茂木山神II遺跡、上ノ山遺

跡、中宮関遺跡などが調査されている。遺跡の立地

は、小河川の流域ごとにほぽ一定の間隔をおいて集

落が形成されている。そしてこれらは、小河川に沿

って、あるいは、小河川の合流点を臨む台地縁辺や

沖積地の谷頭周辺に立地していることが確認されて

いる。当該期の集落は、小河川の流水や谷頭からの

湧水に依拠して生産域を維持していたと思われる。

荒砥宮田遺跡の周辺には近接して、荒砥諏訪西遺

跡（集落） 、諏訪遺跡（方形周溝墓群）が位置する。

上流域には北原遺跡、丸山遺跡が、下流域には荒砥

前田 II遺跡、荒砥北原遺跡が、対岸には宮下遺跡が

あり、多数の住居が検出されている。

生産域の調査事例としては、二之宮千足遺跡や二

之宮宮下東遺跡で浅間C軽石に埋没した水田が検出

された。また、荒砥天之宮遺跡G区や荒砥宮川遺跡

の微高地上では浅間C軽石を鋤込んだ畠が確認され

ている。荒砥上ノ坊遺跡では浅間C軽石に埋没した
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第 2表周辺遺跡の概要

弥生

NQ 遺跡名 中後

l 荒砥宮田遺跡

2 荒砥諏訪西遺跡

3 諏訪西遺跡

4 諏訪遺跡

5 荒砥諏訪遺跡

6 諏訪遺跡

7 荒砥前田遺跡

8 荒砥前田 II遺跡

9 荒口前原遺跡

゜10 荒砥北原遺跡

11 荒砥北三木堂遺跡

12 荒砥北三木堂1I遺跡

13 今井神社古墳群

14 今井白山遺跡

15 究井八日市遺跡

16 富田細田遺跡

17 宮下遺跡

18 束原遺跡

19 おとうか山古墳

20 北原遺跡

21 丸山遺跡

22 稲荷前遺跡

23 山神遺跡

24 小林遺跡

25 茂木山神II遺跡

26 諏訪東遺跡

27 西小路遺跡

28 上ノ 山遺跡

29 下宮関遺跡

30 天神風呂遺跡群

31 中宮関遺跡

32 富田西原遺跡

33 富田高石遺跡

34 富田漆田遺跡

35 富田下大日遺跡

36 稲荷窪A地点遺跡

37 稲荷窪B地点遺跡

38 大日遺跡

39 茂木大道下遺跡

40 荒砥天之宮遺跡

41 荒砥宮川遺跡

゜42 二之宮千足遺跡

43 二之宮洗橋遺跡

44 二之宮谷地遺跡

45 今井道上道下遺跡

46 荒砥洗橋遺跡

47 荒砥宮西遺跡

48 荒砥大日塚遺跡

゜49 鶴ケ谷遺跡群

゜50 下鶴谷遺跡

51 柳久保遺跡群

52 頭無遺跡

゜53 中鶴谷遺跡

54 荒子小学校校庭遺跡
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住 住生 世 世

゜
0ロ

゜゚
縄文前期住居

ロ

゜゚
溝、土坑 本報告書の遺跡

時期不明古墳2 荒砥諏訪西遺跡に北接

As-B以前の溝 県教委調査方形周溝墓13基

As-B以前の溝 荒砥諏訪西遺跡東側台地上

As-B以前の溝 前橋市教委調査

匠l

゜゚
本報告書の遺跡

゜゚゜゜ 縄文前・中期住居、 方形周溝墓2

As-B上畠

゜゚
中世墓坑

゜゚゜口
゜

今井神社古墳他、古墳3調査

゜゚
縄文中期住居

口 古墳時代中期の方形区画溝

匠l

゜口
゜゚゜

中世墓坑、寺院 富田宮下遺跡とほぼ同一遺跡
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中世墳墓群、寺院 古墳11
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゜゜゚
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゜゚ ゜゚
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゜
縄文中期住居

゜
縄文中期住居

゜゚
古墳7

゜゚
縄文前期住居

団

゜゚゜
旧石器

゜゚゜
0ロ

゜
平安須恵工房跡、窯跡

゜
古墳住居3 古墳 1

゜
縄文中期住居

゜゜
縄文中 ・後期住居

゜゚゚ ゜゚゜
0ロ 溜井

゜
0ロ

゜
0ロ

゜
古代小鍛冶、中世墓坑 As-C下水田以降7期の水田

゜゚゚0ロ 奈良溜井、特殊井戸

゜゚ ゜゚
平安小鍛冶、中・近世 古代方形区画溝

道路状遺跡

゜
0ロ

゜゜゚゚0ロ
゜゚

中世墳墓

゜゚
縄文前期住居、古代炭窯

゜゚
旧石器、縄文早期

゜
旧石器

゜゚゚゚ 古代須恵器窯跡



2.周辺の遺跡

弥生 古 墳 奈 平 中 近

NQ 遺跡名 中後 月~．lj 中 後 その他の遺構 遺跡の概要

住墓生 住墓生 住墓生 住 住生 世 世

55 大久保遺跡

゜゜゚56 新山遺跡 口

゜゜
方形周溝墓2、古墳3

57 向原遺跡

゜゚゜58 東原西遺跡

゜59 東前田北遺跡

゜゜
中・近世塚

60 寺前遺跡

゜61 寺東遺跡

゜62 谷津遺跡

゜
00 

゜゚
縄文中期住居 方形周溝墓2、泉沢谷津遺跡

と同一逍跡

63 二之宮宮下西遺跡

゜゜゚゜゚
中・近世墓坑

64 二之宮宮下東遺跡 回

゜゜
00 

゜65 二之宮宮東遣跡 0ロ

゜゚
古代小鍛冶 Hr-FA下水田以降7期の水

゜
田

66 荒砥上ノ坊遺跡 ◎□回

゜゜゜゚
縄文前期住居、 As-B 方形周溝墓4

上畠

67 元屋敷遺跡

゜
古墳住居16

68 女堀 古代未完成用水路

69 蔑沼遺跡

゜70 上蛭沼遺跡 弥生住居 1、古墳住居

15、古墳 l

71 天神山古墳群

゜
古墳39を調査

72 西大室丸山遺跡

゜
古墳時代巨石祭祀

73 荒砥荒子遺跡

゜゜゜
0ロ 古墳時代中期居宅

74 荒砥中屋敷 I• II遺跡

゜ ゜
0ロ 平安小鍛冶、 As-B以

前の溝

75 荒砥下押切 1• II遺跡 00 

゜゚76 舞台西遺跡

゜
古墳4、埴輪円筒棺 l、甕棺

1 

77 舞台遺跡

゜゜
舞台 1号墳を含む古墳3

78 稲荷山 II遺跡

゜゜79 地田栗皿遺跡

゜゜゜80 富士山 I• II遺跡

゜゜゜
近世塚 直径38mの円墳

81 下境 I• II遺跡

゜゜゜ ゜
中世寺院、中世墓

82 阿久山古墳群

゜
古墳22調査

83 堤東遺跡 口

゜
平安小鍛冶 方形周溝墓2（前方後方形 1)

84 川籠皆戸遺跡 囲

゜85 上西原遺跡

゜゚
基壇建物、掘立柱建物 勢多郡術と付属寺院と推定さ

れる遺跡

86 北田下遺跡

゜ ゜87 明神山遺跡 ◎屈l

゜ ゜88 伊勢山古墳群

゜
伊勢山古墳を含む古墳16

89 水口山遺跡 口

゜
方形周溝墓2、古墳11

90 中畑遺跡

゜91 村主遺跡 ◎ 

゜゜゚ ゜92 中山A・B遺跡 ◎□ 

゜ ゜
方形周溝墓2（前方後方形 1)

93 阿弥陀井戸道上遺跡

゜94 大稲荷遺跡

゜
古墳住居10

95 小稲荷遺跡 口 00 
96 山王遺跡

゜゜゜ ゜97 東原A・B遺跡 ◎□ 

゜
方形周溝墓17（前方後方形4)

98 上諏訪山A・B遺跡

゜゚゜99 大道遺跡 ◎ 

゜ ゜
縄文後期住居 ・配石遺構

100 上横俵遺跡 口

゜゜
平安炭窯 方形周溝墓6、古墳27

101 熊の穴・熊の穴1l遺跡 ◎ 00 

゜
旧石器、縄文前期住居 古墳17

102 上大屋下組遺跡

゜
縄文前期土坑

103 上大屋天王山遺跡

゜ ゜住は住居、墓は墓域、生は生産域を表す。古墳の項、墓の口は方形周溝墓、囲は円形周溝墓、 0は古墳を、生の回はAs-C下の畠を表す。

平安の項、生の口はAs-B下水田、団は818年洪水層下の水田、 0は畠を表す。
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第2章 遺跡の立地と環境

ロ奈良時代住居

0平安時代住居

• 中世

■近世

冒 浅間B下水田

1 : 40000 2km 

第7図 古代～中近世の遺跡分布

畠が検出されている。

この時期の集落には近接して周溝墓が築造される

事例が多い。これらの遺跡では居住域とはその占地

を区別し、群在する状況が普遍的に見られる。その

中、上縄引遺跡 1基、阿久山遺跡 1基、堤東遺跡 1

基、中山A遺跡 l基、東原B遺跡4基の合計8基、

前方後方形周溝墓が検出されている。この他、荒砥

川以西の富田高石遺跡でも 1基検出されている。

12 

上記のように、荒砥地域における前期の集落や周

溝墓の検出例は、他地域に対して遜色のないもので

はないが現在のところ前期古墳の存在は知られてい

ない。前橋天神山古墳や華蔵寺裏山古墳が本地域を

笠括しえる地点にある大型古墳といえようか。本地

域における前方後円墳の出現は、 5世紀後半の今井

神社古墳の築造を待たなければならない。

前期集落のうちの多くは中 ・後期に継続し、「伝統



集落」となる。中・後期になると前期からの集落は

占地の範囲を多少変えながら継続する。荒砥宮田遺

跡も 1区で6世紀代の住居が検出されており 、居住

の継続性が認められている。それとともに新たな地

点に「第一次新開集落」の形成がなされる。荒砥天

之宮遺跡や荒砥北三木堂遺跡などに代表される集落

である。こういった集落変遷の背景には従来からの

河川灌漑の整備とともに荒砥天之宮遺跡で検出され

た溜井の掘削に見られる湧水を人為的、かつ積極的

に利用するといった灌漑土木技術の導入とそれに支

えられた生産域の拡大があったと考えられる。

中期の集落としては宮川上流域に丸山遺跡、北原

遺跡、柳久保遺跡群や、荒砥川流域に荒砥宮田遺跡、

荒砥前田II遺跡のように前期から継続する遺跡と宮

川下流域の荒砥北三木堂遺跡や荒砥天之宮遺跡のよ

うに 5世紀後半になってから集落の形成が開始され

た遺跡がある。

また、荒砥荒子遺跡や梅木遺跡、丸山遺跡では、

5世紀代、首長層の居宅と考えられる方形区画遺構

が検出されている。このような遺構の存在は古墳に

見られる被葬者の多様性が居住施設にも現れたもの

と思われる。

荒砥宮田遺跡では 6世紀の集落を検出しているが

本遺跡の周辺で同時期の集落が形成された遺跡とし

ては荒砥諏訪西遺跡、荒砥北原遺跡、柳久保遺跡群、

大久保遺跡、北原遺跡、丸山遺跡、新山遺跡などを

あげることができる。古墳時代前期の集落は各河川

の上流域に多く展開していたものが、中期になると

上流域では減少、下流域の増加がみられ、居住域の

範囲も拡大しているとの指摘がある。その傾向は 6

• 7世紀になるとさらに強くなるという 。宮川下流

では荒砥洗橋遺跡、荒砥宮西遺跡、 二之宮谷地遺跡

などで6世紀になり集落の形成が開始される。

古墳の動向をみると、 6世紀になって、大室古墳

群に前二子、中二子、後二子の 3差の前方後円墳が

築造される。小円墳は、 5世紀後半に富田町東原古

墳群や大胡町上ノ 山古墳群をはじめ群集墳の形成が

はじまり、 6憔紀、 7世紀と小地域ごとに立地、形

2.周辺の遺跡

成内容を変化させながらその形成が進行している。

荒砥宮田遺跡2区東谷地、荒砥前田遺跡で浅間B

軽石下水田面を検出した。荒砥地域では浅間B軽石

に埋没した水田は、多数の遺跡で調査事例が報告さ

れており、浅間B軽石が降下したll08（天仁元）年の

時点では、沖積地の大半が水田化されていたと考え

られる （第7図）。

女堀は、荒砥地域を東西方向に横切る用水遺構で、

調査結果から掘削工事が途中で中断されたことが確

認された。堀の排土下からは畠が検出された。女堀

は、この畠の直下に堆積する浅間B軽石の降下によ

って被害を受けた欠水地帯の農耕地、灌漑設備を復

興することを 目的に計画されたものと考えられる。

中・近世の遺跡、遺構の中で城郭としては、大室

城、大室元城、赤石城、新土塚城、荒子の砦などの

存在が知られる。本遺跡の南側1.6kmには今井城が

ある。荒砥川の右岸に築かれており、南北70m、東

西60mの本丸と外郭、腰郭、寄居山と呼ばれる櫓台、

堀、戸口の存在が確認できるとされる。その本城で

ある大胡城は、本遺跡北方4.0kmの荒砥川右岸丘陵

上に築城された並郭式の平丘城で、廃城前、近世初

期には一辺約80mの正方形に区画された本丸を中心

に7つの曲輪からなっていたとされる。

また、本遺跡から南東2.5kmの上武道路関連の調

査においては、二之宮町地内で複数の館の存在が確

認され、 二之宮環濠遺跡群として認識されている。

二之宮赤城神社は、良好な堀と土塁の存在から一辺

70mの内郭と東西最大150m、南北125mの外郭から

なる館の後身と考えられている。その西南350mに

は二之宮宮下西遺跡が位置し、二重堀の一部と戸口

が検出され、 一辺75~100m四方の主郭部と南側に

副郭を有する構造の館が存在したと考えられている。

二之宮宮東遺跡からも中・近世の堀・建物遺構が複

数検出されたがこの中には12~14世紀に至る間に造

られた礎石立の建物跡と池を有する庭園が含まれて

いる。二之宮宮下東遺跡でも中世後半の館の一部が

検出されている。また、今井道上道下遺跡では「あ

づま道」をはじめとした中・近世の道跡を検出した。

13 



第3章 発掘調査の方法と概要

大胡町域の上ノ山遺跡では溝に取り囲まれた竪穴住

居、掘立柱建物、土坑が検出されており、近世の所

産と考えられている。

中世の墳墓を検出した遺跡としては、宮下遺跡、

鶴ヶ谷遺跡群、下境 I遺跡、荒砥北三木堂遺跡が知

られる。宮下遺跡は、本遺跡の西方、荒砥川右岸の

台地東縁に位置する遺跡であるが、 3群からなる59

基の中世墓群が検出されている。これらは五輪塔や

板碑、骨蔵器を伴い、骨片の出土がみられる。51号

墓では貞和四(1349)年の紀年銘がある板碑が出土し

ており、墳墓群全体が14世紀代の所産とされる。

鶴ヶ谷遺跡群では、 20基の墓が検出された。うち

2基が骨蔵器を伴い、その他は素掘りの墓坑であっ

た。板碑を伴う 4号墓からは北宋銭が出土、 14世紀

代の所産と考えられている。

下境 I遺跡では古墳の前庭を再利用して墓域が形

第3章 発掘調査の方法と概要

1.荒砥宮田遺跡の調査方法と概要

グリ ッドの設定 調査の実施にあたっては第8図に

図示したように荒砥宮田遺跡および荒砥諏訪西遺跡

を含めた調査全体を一辺100mの方眼でカバーし、

南側から北側に向かってA区、 B区と順次R' 区ま

で合計19区画の大グリッドを設定した。今回報告の

荒砥宮田遺跡にかかわる区画はAからL区に相当す

る。

大グリッド設定の基点には荒砥宮田遺跡 1区内に

あった圃場整備の工事用杭を利用した。南北基本線

には新設道路支道34号の西縁を、これに直交する東

西基本線には耕道25-1の北縁を充てている。南北

基線と国家座標（旧座標）の南北ラインとの偏角は東

に約26度である。

大グリッドの中には一辺5mの方眼を設定、これ

14 

成され、骨蔵器、五輪塔、板碑が出土している。板

碑に文和三(1354)年、あるいは康安元(1361)年の紀

年銘がみられる資料があることから、墳墓群の造営

は、 14世紀中頃から後半と考えられている。

荒砥北三木堂遺跡では、 12基の火葬墓あるいは火

葬跡を検出、焼骨片とともに北宋銭が出土している。

東前田遺跡では塚の調査が実施されている。

小島田八日市遺跡では出土品の中に石臼（粉挽き

臼 ・ 茶臼） •石鉢・五輪塔の未製品、 磨き石と報告さ

れた砥石が存在する。これは荒砥諏訪西遺跡の出土

品と共通しており、注目される。小島田八日市遺跡

内で石製品が製作されていたことが考えられている。

大胡町の茂木山ノ前遺跡では樽に埋納されて備蓄

銭約 3万枚が、上大屋中組遺跡でも土坑（竪穴と報

告）から43種942枚の古銭が出土している。

を小グリッドとした。グリッドの呼称は、大グリッ

ドを独立した単位とし、北西隅に基点を設定し、そ

の点を a-0とし、小グリッドは東西軸にアラビア

数字を付し、西側から 0から19まで、南北軸にアル

ファベッドを付し、北側から aからtまでとし、第

8図の凡例のように大グリッド（アルファベッド）小

グリッド（アルファベッドー数字）でBa-0のよう

に呼称した。

基本土層と遺構確認 1区南西低地はA地点（第 9

図以下同じ）の土層を示す。表土下は砂粒を多く含ん

だ灰褐色土が堆積し、その下層には南東隅の一部で

浅間B軽石が堆積する。その直下で水田面と考えら

れる平坦な部分が確認できた。6層は洪水層でそれ

を鋤込んだ畠の痕跡が5層上面で確認できた。 6層

直下では傾斜地を開田した東西に長細い水田面を広

範囲に検出した。



1.荒砥宮田遺跡の調査方法と概要

第 3表各調査区の遺構

区 住居 掘立柱建物 井戸 土坑 竪穴状遺構 溝 畠 水田 墓 周溝墓 古墳 その他

荒砥宮田遺跡 1区 46 29 67 284 28 88 1面 2面

1北区 5 2 8 4 

2区 7 3 52 1 1 1面 28 1 1 

3区 浅間B下面

4区 1 6 浅間B下面・浅間C下面

合計 58 29 72 345 29 99 

゜゜
28 1 1 

荒砥前田遺跡

゜
5 2 5 13 1面 2面

□¥ 
諏訪西＇ ＂し一 A南壁東寄り付近

B西壁中央付近

l 
皿

IV 

97m 
I~•-—- \• -- l 

［ 
XIlI 

] XN 

XVI 

96m 

口
XIX 

95.5m 
1

＼
ー
ノ

荒砥前田基本土層

I.灰色土層 現水田耕作土で、シルト質のしまりのある土。

II.灰褐色土層 現水田面の更に下面の水田耕作土。ややシルト質であるが、

／， 小砂礫を少量含む。下面は鉄分の沈着あり 。

皿 灰褐色土層 ほぼII層に類するが、ややしまりが少ない。水田耕作土。

w．褐色土層 鉄分の沈着層。旧層に類する。
．黒褐色土層 かなり多くの浅間B軽石を含み、やや粘性をもつ。あま

りしまりはない。水田耕作土と考えられる。

VI.黒褐色土層 ほぼv層に類するが、あまり粘性がない。

Vil. 褐色土層 浅間B軽石を多量に含んだ層であり、鉄分の沈着がみられる。

珊浅間B軽石層 上面は追分火山灰が部分的に残っている。

IX.黒色土層 砂礫を少量含むが、やや粘性ある土。

X.黒色土層 多醤の小砂礫を含むしまりのない土。XI層が黒色化した

感じの層。

XI.砂礫層 直径 1cm前後の礫を含み、ラミナを呈す。5cmほどの大胡

火砕流を含むこともある。

XII.砂層 ラミナを呈する。

．黒灰色土層 かなり多くの浅間C軽石を含み、しまりのある土。また

少量の榛名ニソ岳軽石を含む。（洪水層下水田耕作土）北

＼ →ロロロ：口：：旦言］：言□□末る占‘0性をし：

Ca-0と

0/ 612  
a 

g 

m 

りのある土。

XVII.黒灰色粘質土層 XVI層、 XVII層の漸移層と言える層。粘性に富む。

潤．灰白色粘質土層 しまりのある土で、粘性に富む。遺跡南側では部分的

に鉄分の沈着も見られる。

XIX. 暗灰色土層 シルトに近い砂質土であり、あまりしまりはない。

xx.暗灰色シルト質土 かなりしまりのある土。

第8図 荒砥宮田 ・前田遺跡の発掘区と前田遺跡の基本土層
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第3章 発掘調査の方法と概要

D 
1.現耕作土 2.灰褐色土 白色軽石 (2~5mm)を含むしま
りある層。 3.褐色土 鉄分沈着が見られる。細砂混じり 。し
まり強い。 4.灰茶色土 灰、白色粘土塊混じり 。やや粘質。
5.灰色火山灰層 6.赤紫火山灰層 7.浅間B軽石純層
8.暗褐色土 小礫を含むサラサラした土。 9.灰白色砂礫層
主に砂多い。 10.灰白色砂礫層 礫主体。
E 
1.現耕作土 2.浅間B軽石純層 3.黒色粘質土 白色の
軽石粒を少最含む。 4.暗黒灰褐色粘質土 白色の軽石粒を1
層より多く含む。 5.暗黒灰褐色粘質土 白色の軽石粒を多屈

F 

1.白色の大粒の軽石を混じるハー 103m 
I 

1 1 ドローム。 2.浅間板鼻褐色軽

石層塊を混じるハードローム。

に含む。 6.暗黒褐色砂質土 白色の軽石粒を少益に含み、砂粒
3. 2より黒っぽいローム。浅間板

砕褐色軽石は含まない。 4.白

色軽石を含む褐色のローム。（暗色帯）

5. 4層をさらに斑状に黒褐色のロ

(5mm大）を含む。 7.暗クリーム色軽石層 白色の軽石粒を
多量に含む。榛名のニッ岳火山灰か。 8.黒色粘質土 暗クリー

102m 
ム色の軽石 (C.P) を多く含む。 9．浅間C軽石を多最に含む
黒色土。軽石のためガリガリ 。 10.黒色強粘質土 粘土に近く、
0.5mm大の白色軽石粒を含む。 11.黒灰色強粘質土 粘土に近
く、黒色の強粘質土が帯状に混じる。

E 4区低地

101m 
＇ 

10 

芦 ［ ロD 3区低地

戸
B 1区台地

「--- 9 

A 1区南西低地

＇ 
98m 

』

11 

A 

1.灰白色士表土。 2.灰褐色土軽石を混じる。全体に斑

鉄あり 。2~5 mmの石を含む。 3.灰褐色土 2 ~5 mm大の石

を多最に含む。 4.黒褐色土 浅間B軽石を含む。斑鉄が著し

い。ガチガチ。 5.黒褐色土 浅間B軽石を含む。斑鉄なし。

ソフト。 6.黄灰色砂状土 軽石を少量含む。（氾濫層）

7.灰黒色土 浅間C軽石を多絨に含む。しまっている。

8.黒褐色土 浅間C軽石を多饉に含む。粘性があり軽石は 7層よ

りも多醤。 9.黄褐色シルト質土 軟質。 10.幼黒色粘質

土。 11.黄褐色粘質土

B 

1. 灰色土 水田耕作土。砂礫や角閃石安山岩を含みサラサラする。

2.灰色土 砂礫や鉄分凝集を多最に含むサラサラした土層。

3.黒褐色土 榛名ニッ岳軽石を多屈に含み、鉄分凝集も含む。
4. ローム層

102m 
ームを混じる。 （暗色帯） 6.灰 ＇ 

黄色のハードローム。（暗色帯）

7.黄褐色のハードローム。8層の

粒を多く含む。 8.砂、小石、

青白灰色。直径20~30cmの礫も含む。

101m 

F 2区ローム台地 G 2区東谷地

100m 

C 1区東谷地

ピ _1 -99m 

三

97m 

C 

1.現耕作土 2.褐色土 浅間板鼻褐色軽石を含む。

3.浅間B火山灰純層 4.浅間B軽石純層 5.黒色粘質土

僅かに白色軽石を含む。斑鉄が見られる。 6.灰褐色粘質土

浅間C軽石、榛名ニ・ノ岳軽石を含む。ヨシ、アシ茎の鉄沈あり。
7.灰褐色土 灰色粘土と浅間C軽石と思われる灰白色軽石が互層

に入る。 8.灰黒色粘質土 榛名＝ッ岳軽石がわずかに入る。

9.黒色粘土

G 

1.灰色粘質土 現在の水田耕土 2.灰褐色土 現在の水田

スキ床。軽石、砂粒を含む。赤色化した植物痕が多鐙に含まれる。

3.褐色土 軽石、砂粒を多屈に含む。 4.浅間B軽石純層
上面に5cm程の灰紫色火山灰をのせる。また、上部に2cm程の灰色

火山灰が部分的にある。 5.黒色粘質土 浅間C軽石を多量に、

榛名ニッ岳軽石をわずかに含む。遺物を包含する。

6.黒褐色粘質土 榛名ニッ岳軽石、浅間C軽石を含む。

7.浅間C軽石純層 8.灰黒色粘質陪 黄色土粒を含む。

第9図 荒砥宮田遺跡の基本士層
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1区台地部はB地点の上層を示す。現耕作土の灰

色砂質土と榛名ニツ岳軽石を含む黒掲色土を除去し

たローム層 (4層）上面で古墳時代の住居や、中近世

の遺構を確認した。1区東低地部はC地点の土層を

示す。地表面下0.9mで浅間B軽石と火山灰の純堆

積層が確認でき、その直下で水田面と推定される平

坦面が検出された。ここでは下層に堆積すると予想

された榛名ニツ岳軽石と浅間C軽石の純堆積層は確

認できなかった。

2区台地部はF地点の土層を示す。厚さ15cmの表

土の下に白色の大粒の軽石を含むハードローム層

(1層）が堆積していた。この 1層上面で縄文時代上

坑、古墳時代前期および平安時代の住居等を検出し

た。東谷地へは緩やかに傾斜していくが、その緩斜

面で古墳時代前期の土坑群を確認した。2区東低地

部はG地点の土層を示す。現水田耕土の下層には 1

m近くの褐色土が堆積し、この下位に浅間B軽石と

火山灰の純層 (4層）が厚さ10cmほど堆積していた。

この直下で谷沿いの水路や水田面と推定される平坦

面を検出した。 5 層• 6層は榛名ニツ岳軽石や浅間

C軽石を含む黒色 ・黒掲色の粘質土が堆積し、水田

耕土となっていた。その下層に厚さ 5cmほどの浅間

C軽石純層 (7層）の堆積が確認できた。7層の堆積

は2区東谷地調査区の南半部の谷中央に限られてお

り、直下面の精査をおこなったが遺構は検出できな

かった。

3区は低地部のみの調査区である。北方のD地点

の土層を示す。厚さ50cmの現耕作土の下位に、下層

の浅間B軽石を鋤き込んだ褐色土が堆積し、その下

層に厚さ15cmの浅間B軽石純層 (5~7層）が堆積し

ていた。その直下で平坦面を検出した。明確なアゼ

は検出されなかった。水田面かどうかは断定できな

い。その下層は砂礫層がlm以上堆積し、浅間C軽

石層の純層は 3区では確認できなかった。また砂礫

層の下層がどうなっているかは調査では確認できな

かった。

東西に長い4区は、西側の 6割が低地部、東側の

4割が台地部であった。低地部はE地点の土層を示

1.荒砥宮田遺跡の調査方法と概要

す。厚さ30cmほどの現耕作土(1層）の下に厚さ 5cm 

の浅間B軽石純層 (2層）が確認された。その直下で

緩斜面と平坦面を検出したが、アゼ等は検出されな

かった。水田面であるかどうかは不明である。その

下層に厚さ数cmの榛名ニツ岳火山灰(7層）が確認で

きたが、直下での精査は火山灰層が不明瞭で実施で

きなかった。さらに黒色粘質土を挟んで浅間C軽石

層(9層）が堆積していたが、その直下は東西方向の

溝状凹地であり、人為的な遺構かどうかは断定でき

なかった。4区台地はロームが堆積していたが、そ

の上面で4条の溝を検出した。最も東にある 5号溝

には浅間B軽石が最下層に堆積していた。現況から

みると、この 5号溝は、北側の谷から 2区東谷地に

抜ける自然の谷地形である可能性もあるが、調査所

見のみでは不明な点が多い。

遺構・ 遺物の記録 調査にあたっては、図面・写真

および調査メモを記録した。図面は各遺構の断面図

と平面図を作成した。各遺構の埋没状況については

士層確語を行い、適時土層断面因を作成した。土層

断面図はすべての遺構について記録できなかったが、

調査メモで補足するようにした。古墳石室は10分の

1、竪穴住居・溝 ・土坑等の遺構は20分の1、溝 ．

古墳・水田・畠等については40分の 1の個別の平面

図を平板測量によって作成した。なお 1区について

は個別の平面図ではなく、グリッド杭を利用して調

査区を割り付け、 20分の 1の割り付け平面図を作成

した。

遺構写真は35mmモノクロフィルムとカラ ースライ

ドフィルムおよび、ブローニーモノクロフィルムを

用いて地上撮影した。

調査の経過 1983（昭和58)年度の荒砥北部圃場整備

事業に係わる埋蔵文化財調査は、荒口町、荒子町に

わたる第4エ区が対象となった。

前年度の実態を踏まえ、本格的な調査実施前に、

分布調査、試掘調査を計画 ・実施した。工事行程と

埋蔵文化財調査の進捗が整合性を有し、双方が円滑

に進行するよう協議が重ねられたが、圃場整備対象

面積が95.5haと膨大であったことなどの諸要因が
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第3章 発掘調査の方法と概要

重なり、充分な環境の中での調査実施には至らなか

った。調査はA工事の荒砥宮田遺跡と B工事の荒砥

諏訪西遺跡が併行して実施された。荒砥宮田遺跡の

調査経過の概略は次の通りである。

5月11~17日 前橋土地改良事務所から提示された

施工計画に基づき、第4エ区の圃場整備対象地内全

域の遺跡分布調査を実施した。

5月下旬～ 7月上旬 分布調査の成果を整理、報告

した。前橋土地改良事務所、荒砥北部士地改良区、

群馬県教育委員会文化財保護課、事業団で調整を重

ねた。本調査に先行して試掘調査を実施することを

確認した。

7月8日 調査事務所設営。調査器材の搬入。当初

は調査担当 3名で対応。

7月13日 調査区確定のため、第4エ区A工事対象

地の試掘調査を開始した。

7月18日 第4エ区B工事対象地の試掘調査を開始

した。

7月22日 第4エ区C工事対象地の試掘調査を開始

した。

8月1~15日 試掘調査の記録を整理した。その結

果、 A・B・C工事対象地における要調査対象面積

は、約13万7千対が見込まれた。

8月19日 調査方針の打ち合わせを実施。

8月23日 1区表土掘削・除去作業開始。合わせて、

1区の遺構確認調査を開始した。

9月19日 2区でも表土掘削除去作業開始。

9月29日 3区も併行して表土除去作業開始。

今年度、事業団はA・B工事対象地の調査に対応す

ることが決定された。要調査対象面積は約 7万吋。

10月1日 B工事対象地（荒砥諏訪西遺跡）表士掘

削・除去作業開始。

10月6日 1区水田部分調査開始。2区の遺構確認

作業および遺構調査開始。調査担当 5名の体制にな

る。

10月8日 3区の浅間B軽石面精査開始。

10月11日 1区洪水砂下水田全景写真撮影。

10月12日 1区洪水砂下水田測量開始。 2区東谷地

18 

調査開始。

10月17日 2区東谷地浅間B軽石除去作業開始。

3区浅間B軽石下面全景写真撮影。

10月18日 1区洪水砂下水田調査終了。1区の調査

は一時中断する。

10月21日 荒砥諏訪西遺跡、調資開始。以後、 11月

24日まで宮田遺跡と諏訪西遺跡を併行調査。

10月24日 2区1号墳全景写真撮影。2区東谷地浅

間B下水田全景写真撮影。

10月28日 荒砥諏訪遺跡、試掘調査開始。以後、

3遺跡を併行して調査する。

10月29日 2区東谷地両側溝群全景写真撮影。3区

浅間軽石下面調査終了。

11月1日 4区表土掘削除去作業開始。

11月2日 4区浅間B軽石面精査開始。

11月9日 l北区調査開始。

11月11日 2区台地・東谷地調査終了。

11月18日 1北区調査終了。

11月21日 4区浅間C軽石下面調査。

11月22日 4区調査終了。この後荒砥諏訪西遺跡の

調査に担当 5名が集中。

12月23日 土地改良工事の行程に間に合わせるため、

調査体制を増強。宮田遺跡1区を別班で調査再開。

1月以降は、担当者8名の体制になる。荒砥諏訪西

遺跡も調査続行。

1月28日 荒砥宮田遺跡 l区東谷地部、調査再開。

2月3日 荒砥諏訪西区の調査、全て終了。以後、

調査体制の全てを荒砥宮田遺跡 1区の調査に投入。

2月7日 1区68号溝全景写真撮影。

2月13日 荒砥宮田遺跡 l区、調査終了。本年度の

調査を全て終了した。

2月21日 調査器材の搬出、調査事務所の撤収。

2月14日～ 3月24日 記録図面・写真整理、土器洗

浄・注記等の整理作業を実施。

3月24日 基礎整理作業を終了し、記録類・出土遺

物を事業団へ搬出。



発掘区の概要 今回の荒砥宮田遺跡の発掘調査によ

って、 1区 ・1北区 ・2区 ・3区・ 4区の 5カ所の

調査区で検出した遺構は第3表に示すとおりである。

このうち、縄文時代から古墳時代の遺構・遺物は既

干lj『荒砥宮田遺跡 I』で報告した。本書『荒砥宮田

遺跡II』では古代から中近世の遺構 ・遺物について

報告する。

1区は中央のローム台地で、東側には浅間B軽石

が堆積する帯状低地が、南西部には西側の浅間B軽

石が堆積する沖積地が廻りこむ。台地上からは43軒

の住居、掘立柱建物29棟、井戸67基、土坑338基、

竪穴状遺構28恙、溝99条、畠 1面5カ所、水田 2面

が検出された。このうち掘立柱建物、井戸、竪穴状

遺構、溝と士坑の多くは、中近世のものと思われ、

縄文時代から古墳時代の遺構と著しく重複して検出

された。

縄文時代の遺構は、前期の住居 1軒と土坑 1基で

ある。南西低地と台地縁辺には弥生時代終末期～古

墳時代初頭と思われる長方形土坑が1基ずつ検出さ

れた。古墳時代前期の住居は16軒で、台地中央部に

散在していた。古墳時代中・後期の住居は26軒、土

坑8基である。また台地の東谷地では、古墳時代前

期の遺物を出土した溝2条が検出された。住居の分

布は、古墳時代前期の住居と重なる。これに対して、

奈良•平安時代の遺構と確定できたものはない。

これらの遺構に重複して、 1区の台地上では掘立

柱建物29棟、井戸67基、上坑282基、竪穴状遺構28

基、溝99条が密集して検出された。溝はいくつかの

空間を区切るようにあり 、その内部に掘立柱建物等

の遺構が分布するが、遺物等から同時期であるかど

うか確定することはできなかった。なかには井戸や

竪穴状遺構が溝と重複するところがあり、中世から

近世にかけて、継続して居住域として利用されたこ

とがわかる。

溝は、方形区画の大規模な溝と、圃場整備直前の

道路や地割りとト レースする小規模な溝がある。前

者は、 94号溝や72号 ・73号溝、 68号溝、 21号溝で、

72号 ・73号溝と68号溝からは橋脚孔と推定される配

1.荒砥宮田遺跡の調査方法と概要

置の柱穴が検出された。後者は40• 41号溝や42号溝、

24号 ・30号溝、 12• 16 • 17号溝で、近年まで土地区

画として意識されてきたことになる。特に42号溝は

中世遺物を含み、さかのぼる可能性がある。

掘立柱建物は、台地上に23棟、後述する微高地部

に6棟が検出された。これらの掘立柱建物には主軸

方位に共通性が見られる建物群があり、特に 1区の

北部は溝との関係などから溝をともなった屋敷遺構

と考えられる。1区中央には掘立柱建物は散在する

にとどまり、低地部にかかる 1区南部には別の掘立

柱建物の集中部がある。

井戸・土坑は多くの遺構を検出したが、時期を特

定して、他の遺構と確実に伴うと判断できた遺構は

きわめて少ない。また竪穴状遺構は、一部が散在す

るが、その多くは42号・ 44号溝に挟まれた地点に集

中する。この遺構の機能 ・用途は明確でない。竪穴

状遺構の偏在は建物群の性格を示すことが予想され

るが、結論を出すにはいたらなかった。

1区南西低地では、南東部の一部で浅間B軽石が

残り、直下に水田面と思われる平坦面が検出された。

浅間B軽石の下層には洪水砂があり、それを鋤き込

んだ畠の畝溝跡5カ所と、洪水砂直下の水田を広範

囲に検出した。水田は、巾の狭い長方形の水田面が

並んだ傾斜地水田である。

1区東谷地内は、巾10mのトレンチ状の調査にと

どまったが、浅間B軽石直下の平坦面を検出した。

明確な畦 ・水路は検出されなかったので水田面とは

断定できなかった。なお上壌のプラントオパール分

析は実施していない。

1北区は古墳時代の住居5軒、時期不明の井戸2

基、土坑8基、溝4条が検出された。住居以外の遺

構の時期は確定できないが、 1区の中近世遺構の分

布の広がりと考えられる。

2区は 1区と同様の台地で、古墳時代の住居5軒、

方形周溝墓 l基、古墳 l基、古代の住居2軒、中近

世のものと考えられる井戸3基、土坑80基、竪穴状

遺構 1基、時期不明の溝 1条が検出された。

土坑は80基のうち、12基は縄文時代および古墳
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時代の遺構で、第 I分冊で報告した。7基は火葬跡

であり、炭化材や焼人骨が出土した。また20基は土

坑墓であり 、古銭や五輪塔が出土した。一部には人

骨がわずかに残るものもあった。残る38基は士坑で

方形 ・隅丸方形・円形等に分けられる。出上遺物が

ないので断定できないが、形態等からみると土坑墓

と酷似するものがある。2区は 1区と対照的に墓域

として土地利用されていたことになる。

2区東谷地では浅間B軽石と浅間C軽石の直下面

が検出された。浅間B軽石下面の谷巾が広くなる南

半分では水路やアゼがあり、水田面と考えた。下位

の浅間C軽石下面は直下面の精査を行ったが、帯状

の凹地を検出したにとどまった。

3区は、 1 • 2区のある台地西側の低地内の発掘

区である。工事内容との調整の中で、 3区画が調査

された。いずれの発掘区でも浅間B軽石直下面を精

査したが、水田面との確証は得られなかった。

4区は、道路新設の細長い発掘区である。中央か

ら西側は低地であり、浅間B軽石直下で平坦面が、

また下層の一部で浅間C軽石が検出されたが、その

直下面を水田面と確定することはできなかった。

調査で出土した資料は60X37X15cmの遺物収納箱

に68箱、 68X48X34cmの収納箱に 8箱、 57X35X30

cmの収納箱に 2箱である。

本報告の中で資料化し、本文中に掲載した資料は

619点である。資料の内訳は土器457点、鉄器12点、

石器150点（うち68点は使用痕のない礫で写真・計測

のみ）である。

2.荒砥前田遺跡の調査方法と概要

グリ ッドの設定 調査の実施にあたっては第8図

に図示したように調査区全体を一辺5mの方眼でカ

バーするグリッドを設定した。グリッド設定の基点

は圃場整備工事用杭である。その南北基線と国家座

標の南北ラインとの偏角は、西に約23度である。

グリッドは、南北軸に南側から 0から11までのア

ラビア数字を付し、東西軸に東側からAから Sまで
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のアルファベッドを付した。グリッドの呼称は、南

東隅に基点を設定し、その点をあてた。

基本土層と遺構確認 基本土層は、南壁中央付近の

A地点と、西壁中央付近のB地点を示す。

荒砥前田遺跡では、天仁元(1108)年に降下した浅

間B軽石層と弘仁九(818)年の地震に伴う洪水層が

堆積しており、調査の鍵層となった。基本的な土層

は、浅間B軽石より上層に、軽石を多く含む灰褐色

土が堆積し、現水田耕作土まで連続する。浅間B軽

石の下には小礫を含む黒色土があり、その下層に弘

仁九(818)年の地震に伴う洪水層が挟在する。その

下層には榛名ニッ岳軽石(6世紀中葉降下）や浅間C

軽石(4世紀初頭降下）を含む黒色土、軽石を含まな

い黒色土が堆積し、その下層には灰白色粘質土があ

る。

これらの土層はすべてが発掘区全域に堆積してい

るわけではない。A地点では、弘仁九(818)年の地

震に伴う洪水層の下に堆積する黒色土のうち、浅間

C軽石を含む黒色土層下半と浅間C軽石を含まない

黒色土がみられなかった。またB地点では浅間B軽

石とその上下層の堆積が見られなかった。

これは、浅間B軽石が残っているのは発掘区東部

分のみで、西部分では削平されたものと考えられる。

一方、浅間C軽石を含まない黒色土は、発掘区の西

半分、荒砥川に近い方に堆積しており、東から西に

向かって傾斜のある地形を反映しているものと考え

られる。

調査では下記の 4面で遺構を確認した。

1面は浅間B軽石層 (VIII層）下で、水田面を調査し

た。前述したように浅間B軽石の堆積は発掘区東半

に限られていたため、水田面が確認できたのは東部

にとどまった。

2面は弘仁九(818)年の地震に伴う洪水層 (XI・XII

層）の下面で、畠の畝間と考えられる溝列、水田面、

掘立柱建物、溝、土坑、井戸を確認した。これらの

遺構は、同じ面で確認したが、土層断面の精査から

下記のように概ね3時期に分けられる。

第 1 は溝の一部と掘立柱建物 • 井戸 ・ 土坑は、弘



2.荒砥前田遺跡の調査方法と概要

0 1 : 2500 100m 

第10図 荒砥宮田遺跡調査区の位置（調査時）
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仁九(818)年の地康に伴う洪水層 (XI• XII層）の上か

ら掘り込んでいること、浅間B軽石層より上位の地

層で覆われていることが判明した。掘立柱建物の柱

穴の掘り込み面は未確定であるが、南壁土層断面か

ら6号溝はV層下面、 7号溝はIII層下面であること

がわかる。浅間B軽石とこれらの遺構の直接的な関

係は不明であるが、遺構の形態から、浅間B軽石よ

り上層から掘り込まれた遺構と判断した。

第2は、畠の畝間と考えられる溝列である。これ

は上記の遺構と同様に弘仁九(818)年の地震に伴う

洪水層 (XI• XII層）の上から掘り込まれているが、浅

間B軽石層の下位にある黒色土(X層）で覆われてお

り、その時期ぱ洪水直後に近い時期と考えられる。

第3は、弘仁九（818)年の地震に伴う洪水層 (XI.

XII層）に直接覆われて検出された水田面である。

3面目は黒灰色粘士層(XVII層）あるいは灰白色粘質

土層(XVIII層）上面で、土坑と溝を調査した。

以上のように、荒砥前田遺跡では遺構を確認した

が、 2面の 3時期の遺構群は洪水層上での遺構確認

が困難であったため、下位の洪水層下で確認した。

これらの時期を重視して、次章では全体で 5面の遺

構面ごとに各遺構を報告することにする。

遺構・遺物の記録 調査にあたっては、図面 ・写真

および調査メモを記録した。図面は各遺構の断面図

と平面図を作成した。

各遺構の埋没状況については土層確認を行い、適

時20分の 1の土層断面図を作成した。土層断面図は

発掘区壁を利用して、上下の土層との関連がわかる

ように記録した。

平面図は浅間 B軽石層下水田40分の1、弘仁九

(818)年の地震に伴う洪水層下水田50分の 1、畠．

掘立柱建物・溝 ・土坑等の遺構については40分の 1

の個別図を平板測量によって作成した。

遺構写真は35mmモノクロフィルムとカラースライ

ドフィルムおよび、ブローニーモノクロフィルムを

用いて地上撮影した。

調査の経過 1981（昭和56)年度の荒砥南部圃場整備

事業に係わる埋蔵文化財調査は、全体でlOhaを越え
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る広範囲が対象となったことから、他の遺跡の調査

と併行して実施された。充分な環境の中での調査実

施には至らなかった。荒砥前田遺跡の調査経過の概

略は次の通りである。

1月6日 調査開始。調査事務所設営。調査器材の

搬入。調査担当 l名で対応。

1月7日 表土掘削 ・除去作業開始。合わせて遺構

確認調査を開始した。

1月8日 浅間B軽石残存部は軽石直下調査。軽石

がない部分は下層の洪水層を掘り下げて洪水層下水

田の調査を開始した。

1月20日 水田調査終了。全景写真撮影。

2月2日 浅間B軽石層下水田測量。

2月9日 浅間B軽石層下水田の下層掘り下げ開始。

2月12日 洪水層下水田調査全域終了。

2月13日 洪水層下水田全景写真撮影。測量。

2月15日 南壁土層断面図測量。掘立柱建物柱穴掘

り下げ調査開始。

3月16日 北壁 ・東壁土層断面測量。

3月18H 西壁土層断面測量。掘立柱建物写真撮影。

溝・土坑•井戸調資。

3月19日 掘立柱建物平面図測量。

3月22日溝調査。

3月23日 畝間遺構調査。

3月24日 平面図測量。

3月25日 調査終了。

発掘区の概要 荒砥前田遺跡の発掘調査によって検

出した遺構は、第3表に示すとおりである。前述し

たように 3面の遺構確認面のうち、 一つが3つの時

期に細分できることから、合計5時期の遺構群に分

けて考えることが可能である。

1期は浅間B軽石堆積以降の遺構で、掘立柱建物

5棟、溝3条、井戸2基、土坑3基が検出された。

これらの遺構は中近世のものと考えられるが、出土

遺物がほとんどなく、時期が明確でない。このうち

掘立柱建物は中世のものと近世のものが混在してい

ると考えられる。また掘立柱建物は荒砥宮田遺跡 l

区にも29棟が検出されており、関連が注目される。



井戸は埋没上の共通性から掘立柱建物に伴うと判断

した。

2期は浅間B軽石直下で水田と溝を検出した。浅

間B軽石が残っていたのは、発掘区の東部 1/3程度

の範囲である。アゼの残存も不良で、中央部の一部

で確認できたにとどま った。

3期は浅間B軽石より古く、弘仁九(818)年の地震

に伴う洪水層(XI• XII層）より新しい畠の畝間の溝群

を検出した。これらは浅間B軽石層の下位にある黒

色土(X層）で埋まっている。下位水田が洪水層で埋

まった後、その復旧としてつくられた畠の痕跡と考

えられる。

4期は洪水層(XI• XII層）直下で水田面を検出した。

発掘区ほぽ全域に傾斜に沿った棚田が検出されてい

る。なお、東端の 2号 ・4号溝は水田を埋めた洪水

層で埋まっていない。土層断面からは浅間B軽石よ

2.荒砥前田遺跡の調査方法と概要

り古く、洪水層 (XI• XII層）より新しい溝である。こ

の溝は厳密には水田に伴わないが、水田面東端、溝

と接するところにもアゼがつくられていることから、

同様な位置に水田面に伴う溝があったことは確実で

ある。このような状況から、これらの溝は今回の調

査では4期にいれて作図した。

5期は溝 6条と、 土坑 2基を検出した。洪水層

(XI • XII層）下水田耕土の下位の遺構で、古墳時代前

期および中期の土器が出土した。これらの溝群は、

荒砥宮田遺跡 1区の古墳時代前期集落との関連も視

野に入れると、本遺跡における水田耕作の開始時期

を決定する上で重要である。

荒砥前田遺跡で出土した資料は60X37Xl5cmの

遺物収納箱に 2箱である。また本報告の中で資料化

し、本文中に掲載した荒砥前田遺跡の資料は29点で

ある。資料の内訳は上器28点、石器 1点である。

I: 5000 250m 

第11図 荒砥宮田遺跡調査区の位置 （現状）
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

1.古代 また 1区南東部では浅間B軽石層が検出されたの

(1)概要

荒砥宮田遺跡の古代の遺構は、 2区台地上で平安

時代後期の竪穴住居2軒が、 1 • 2 • 3 • 4区の傾

斜地および低地部で浅間B軽石および洪水層直下面

の一部で水田や畠が検出された。

検出された水田 ・畠は、 1区で浅間B軽石直下水

田、 1区のみで弘仁九(818)年の地震に伴うと考えら

れる洪水層下の水田と、洪水層上の畠の畝間跡であ

る。浅間B軽石は天仁元(ll08)年降下と考えられて

いる浅間山起源の降下軽石で、浅間山山麓はもとよ

り、群馬県の平野部に大きな被害をもたらした。荒

砥地域でも低地部を発掘調査すると、ほとんどの遺

跡で浅間B軽石下の水田を検出することができる。

埋没時期は中世初期に入るが、古代の遺跡分布との

関連から古代には開田されていたと考えられるので、

本書では古代の項で報告する。

また 2区では古代の住居が2軒検出された。古代

の遺構が検出されたのは 2区のみで、 1区北半部の

台地上には明瞭な古代の遺構は検出されなかった。

1区には中近世の遺構群が多量に重複しており、確

認ができなかったことも考えられるが、古代の出上

遺物はほとんどなく、奈良時代以降中世以前の台地

上の上地利用は不明である。

(2) 1区の遺構と遺物

浅間B軽石直下面 （第12図 PL 1) 

1区の東谷地南東隅と、東谷地で浅間B軽石直下

面が確認された。東谷地の直下面は西斜面を除き、

平担であった。アゼや水路は検出されなかったが、

同じ谷の上流側2区で水田と思われる遺構が検出さ

れていることから、 1区東谷地の浅間B軽石直下面

は水田であった可能性が高い。なお土壌のプラント

オパール分析は実施できなかった。
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で、軽石層を残して表土を除去した。その後人力で

浅間B軽石層を除去していったところ、 1区南東部

の一角で、ほぽ水平な面を検出した。浅間B軽石層

が明確に確認できたのは、第12図の南東部に図示し

た範囲である。一部にアゼ状の段や、格子状の溝が

検出された。本面は水田耕作に関わると推定される

が、積極的に水田とする根拠は乏しいことから、直

下面として記録した。ここでも土壌のプラントオパ

ール分析は実施できなかった。

また Ad • e- 17 ·18グリッドで検出された10号溝

は底面に浅間B軽石が堆積しており、上記直下面と

関連する遺構である。しかし両者間には連続する浅

間B軽石層を確認することができなかったので、詳

細は不明である。

洪水層上畠 （第13• 14図 PL 2 • 3) 

1区の西壁沿いを中心に畠の畝間溝の痕跡あるい

は「耕作痕Jと推定される小溝群が5単位検出され

た。これらの溝群は弘仁九(818)年の地震に伴うと

考えられる洪水層を列状に掘り残していた。したが

ってこの畠の耕作期間は、弘仁九(818)年の地震に

伴うと考えられる洪水以降、浅間B軽石降下(ll08)

以前と考えることができる。

第14図1号畠土層断面では、 A-A' の6層、 B

-B' の 5層が弘仁九(818)年の地震に伴うと考

えられる洪水層である。この上位に堆積したそれぞ

れ 5 層 •3 層は灰黒色土で白色軽石を多く含む土層

で、畠の耕作面を被覆・保存するものではない。こ

の層位中に畠の耕作面は存在したと考えられるが、

弘仁九(818)年の地震に伴うと考えられる洪水被災

以後、浅間B軽石降下(ll08)までの間に、耕作等の

土壌攪乱によって視認できなくなっていると推定さ

れる。

したがって平面図は、いずれも弘仁九(818)年の
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1区東谷地 A-A' 

1. 現耕作土
2.褐色土 浅間B軽石を含む。
3.浅間Bテフラピンク色火山灰
4.浅間Bテフラ軽石
5.黒色粘質土 わずかに白色軽石を含む。斑鉄がみられる。

6.灰褐色粘質土 浅間C軽石、榛名ニッ岳軽石を含む。ヨシ、アシ茎の鉄沈あり 。

7.灰黒色粘質土
8.灰褐色土
9.灰褐色粘質土
10.黒色粘質土
11. 浅間C軽石
12.黒色粘土

榛名ニノ岳軽石らしきものがわずかに入る。

灰色粘土と浅間C軽石と思われる灰白色軽石互層に入る。

浅間C軽石、榛名ニッ岳軽石混じり 。茎類の鉄沈あり 。

浅間C軽石混じり 。茎類の鉄沈あり 。

第12図 1区東谷地浅間B軽石直下面と土層断面 ゜
1: 100 5m 





8
 

(=  - --~、
3号畠 0== 

o¥ 

ーた＝っ
室ミニ》
こ圭至二ぅ
＝ょ
こ
／ 

ょ―----9  
c乙

二、

；口／I上。
n""ドー1
_

|ー
い
い
〉

G-0
 

16 18 

3 I 2 3 3 ., 

上 I| | I I 仝
ーて

ヽ
＝ッツ・

c
 

B ! 2 B' 

•———— 9 _ 

L~98.00m 

L=98.00m 

¥1'> 

゜

゜

C' 

1区浅間B軽石直下面
A-A' B-B' 

1. 茶色土 浅間B軽石を多巖に含む。
かたくしまる。

2.黒褐色土 白色軽石を含む。粘質。
3.赤褐色土 浅問B軽石を含む。しま

りあり 。
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1.古代

1号畠

こ三ーロ上
且三上

L=98.90m 

0 l: 100 2m 

I I I 

1区1号畠

1.灰色土

2.砂

2'.砂

3.灰黒色土

4.灰褐色土

5.灰黒色土

6.砂礫

1区1号畠

1. 灰色土

2.砂

3.灰黒色土

4.灰黒色土

5.砂礫

A-A' 

榛名＝‘ノ岳軽石を含む、水田の耕作土。

鉄分を多最に含み、褐色を呈する。

2層との類似層。2層よ り鉄分凝集が

やや少ない。

砂礫（直径 1cm)を多量に含む。

砂礫 （直径 1cm) を多盆に含む。黄褐

色土粒も含む。

榛名ニノ岳軽石を多量に含むサラサラ

した土層。

直径 1cm程の砂礫の層。

B -B' 

榛名ニノ岳軽石を含む、水田の耕作土。

鉄分を多量に含み、褐色を呈する。

榛名ニッ岳軽石を多量に含む、サラサラした土層。

榛名＝）岳軽石を多晟に含む、しまった土層。

直径 1cmの砂礫の層。

3号畠
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3 3 l l l 2. ~ 

ー1区3号畠 A ~A' 

1. 灰黄色砂礫 氾濫層。

2.黒色砂礫 畠耕作土。

3.茶褐色土 斑鉄、白色軽石を含む。

4.暗褐色土 白色軽石、斑鉄を含む。粘性ややあり 。黄茶色微細砂塊あり 。

5.暗褐色土 白色軽石を 4層よりやや少なく含む。粘性ややあり 。

L:98.80m 

l: 50 2m 

第14図 1区洪水層上畠土層断面図

地震に伴うと考えられる洪水層上面で記録した。溝

群を構成する小溝の心芯間の距離は 1号畠0.8~1.0m、

2号畠北側で0.35~0.7m、南側で1.0~1.3m、3号

畠0.9~1.2m、4号畠O.lm、5号畠2.0~2.2mである。

1号・ 3号・ 4号畠と、

格があることがわかる。溝の幅や深さは、被覆層で

保存された耕作面でないことから原形をとどめてい

ないので、計測値にはほとんど意味がないと考えら

れる。

埋没土は溝の内部と上層とに明確な差異が認めら

れなかった。

であるか、

なかった。

1号畠、

したがって、

5号畠の 3種の規

5単位の小溝群が同時期

この地点にどのくらいの規模で畠作耕地

が展開していたかを調査で明らかにすることはでき

しかしこの地点の土地利用が後述する洪

水層下水田→洪水層上畠→軽石下水田と変化するこ

とは重要である。

出土遺物は無い。

洪水層下水田 （第15• 16図 PL 3 • 4 • 36) 

1区の畠耕土にあった洪水層を除去したところ、

1区南西部の洪水層直下で水田面を検出した。洪水

層は約4000団の範囲で確認でき、 アゼや水路等の施

設は約3000可の範囲で検出された。堆積していた洪

水層は厚さ20cm、直径 1cmほどの砂礫層で、水路底

部まで入り込んでいた。

この水田面を覆う洪水層は第16図の土層断面A

-A' の10層である。この砂礫層は前述した畠跡の

耕作土になっていた砂礫層で、 畠は水路まで埋まる

洪水被災に遭遇した水田の復旧として、つくられた

と考えられる。この洪水層は、第5章で報岩する荒

砥前田遺跡で検出されだ洪水層と 同じものと見られ

る。

荒砥前田遺跡でも、上位から浅間B軽石下水田一

洪水層上畠一洪水層下水田が検出されており、災害

と復旧作業は広い範囲に及ぶことを予想させる。

29 



第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

水田面は北から南にやや傾斜する地形に、棚田状

の区画を造成している。水田面の最高点の標高は

98.7m、最低点は97.55mで、標高差1.25mの間に

8~10段の水田面が検出された。上位の水田面との

比高は10~20cmである。

アゼは等高線にそって弧状をなし、ほぽ東西方向

に長い帯状の水田面になっている。しかし発掘区が

限られていたために、水田面の全形を把握できたも

のはなかった。水田面の大きさは短辺3.3~7.0m、

長辺は最大30mである。

この水田域のほぽ中央を溝が北から南へ流下する。

この溝が給排水のための溝と考えられる。溝の西側

には幅0.5m、深さ0.4mで、上幅0.3m、下幅0.6m

のアゼを伴っている。Ag-13グリッドで急に方向を

西に向けるが、それ以西の走向は明確でない。屈曲

部ではアゼを切っていることから、洪水被災時にこ

の形状になったとも考えられる。

水口は、溝の西側の区画と東側の区画で異なって

いる。屈曲部より上位は、西側区画東西アゼの最東

部の溝に隣接する位置に、下位は東側区画の東西ア

ゼの最西部に付けられていた。また溝の屈曲部の西

側にはアゼが大きく弧状になる部分があり、弧の頂

点の位置にも水口が確言忍された。北から南への給水

系統と、東から西への給水系統があったとみられる。

出土遺物は破片資料が多く、図化できたものは少

ないが、須恵器坪（433)と釘(Mll)が耕作土中から出

土している。溝や水田面に伴うと判断できる遺物は

出土しなかった。

言 ’『’ 
433 

O M11 

゜
I 3 10cm 

゜
1: 4 10cm 

第15図水田耕作土出土遺物

30 

(3) 2区の遺構と遺物

東谷地浅間B軽石下水田 （第17• 18図 PL 5) 

2区の東谷地で浅間B軽石下の精査を行ったとこ

ろ、谷巾が広くなる発掘区南半分では、水路やアゼ

と平坦面を検出し、水田面として記録した。水田面

を覆っていた浅間B軽石は、天仁元(ll08)年に降下

した浅間山起源の軽石層で、 2区東谷地では厚さ20

~30cmが堆積していた。

東谷地はIkラインまでは幅7m程の帯状である。

谷内部の東寄りは幅 1~1.5m、深さ20~25cmで溝

状になっており 、浅間B軽石が埋まっていた。溝の

西側は帯状の傾斜した平坦面であったが、水田面を

区切るためのアゼは検出されなかった。

一方、 Ikラインより南側は幅14~16mに広がり、

中央部は北から南へ傾斜するものの、平坦面が広が

っていた。発掘区内では平坦面にアゼは検出されな

かったが、谷頭の水田区画と推定される。

Ikラインより北側で、谷の東縁にあった溝は交叉

して、西縁に移動している。また溝の東側にはアゼ

状の盛り上がりがあり、水路として整備されたこと

も推定される。

出土遺物はなかった。また土壌のプラン トオパー

ル分析は実施できなかった。なお付図中の谷両側の

溝群は浅間B軽石降下よりは新しく、出土する土器

破片から近世以降の遺構と考えられる。

2区4号住居 （第19図 PL5・36 遺物観察表P.273) 

位置 Lq • r-10 • llG 

形状 隅丸正方形と推定されるが、北西隅および南

東隅が攪乱によって壊されており、全形はつかめな

かった。

規模 長軸4.15m 短軸3.45m 壁高O.lm

面積 12.85対 長軸方位 N-10°-W 

竃 住居東壁中央よりやや南寄りに寵が構築されて

いた。確認長1.08m、燃焼部幅0.6m以上。袖の残存

左右ともほとんど認められなかった。燃焼部からは

土師器・須恵器破片が数片出土した。

柱穴検出されなかった。
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1.灰色土 榛名ニソ岳軽石を含む、水田の耕作土。
2.砂 鉄分を多量に含み、褐色を呈する。
3.砂 2層との頷似陪。2層より鉄分凝集がやや少ない。
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2区東谷地浅間B軽石直下水田 北壁 A-A' 

1. 灰色粘土 耕作土。

2.鉄分凝集層

3.褐色土 細かい白色軽石、ローム粒を多量に含む砂質の褐色土。

4.黒色土 細かい白色軽石、ロ ーム粒を多最に含む砂質の黒色土。

5.黒褐色粘質土 細かい白色軽石、ローム粒を多紐に含む。

6.黒色土 細かい白色軽石、ロ ーム粒、及び褐色粘質土小塊を含む。

7. 5層と砂の混土。

8.黒褐色土 白色軽石、ローム粒を含む。

9.黒色砂質土 浅間C軽石を含む。

10.黒色土 軽石を含まない。

11. 黒褐色粘質土軽石を含まない。

12.黒色士 浅間C軽石を含む。

13. 12層と14層の混土。

14.褐色粘質土 白色軽石を若干含む。

15.黒色土 浅間C軽石を含む。

16.灰褐色粘質土

17.砂

18.褐色土

19.灰褐色土

白色軽石を含む。

細かい浅間C軽石を多椛に含む。しまりあり 。

20.黒色粘質土 21層より黒い。

21.黒色粘質土 白色軽石を多く含む。

22.砂と褐色土の混土。

23.拇：乱された浅間B軽石。

24.浅間B軽石

G' 

14.黒色粘質土

21.ラミナ砂陪

22.灰色粘質土

23.浅間C軽石

H
 

L=101.00m L=100.80m 

南壁 B-B' 

1.灰色粘質土 現在の水田耕土。

2.灰褐色土 現在の水田スキ床。軽石、砂粒を含む。赤色化した植物毛根痕が多益に含まれる。

3.褐色土 軽石、砂粒を多横に含む。

4. 5層、 9培の混土。最下部にラミナ砂培数枚あり 。

5. 6層を主体とした各種混土。右岸のように明確な分離はできない。

6.灰白色ラミナ堆秘砂層

7.灰色ラミナ堆積砂陪。下面に粗いラミナ砂層が入る。

8.灰色ラミナ堆積砂層。ローム塊を含む。

9.灰色ラミナ堆積シルト層。6層を塊状に含む。

10.黒褐色土 11層の混土。根に よる攪乱か？

11.灰黄色粘質土 砂粒を多屈に含むため、シャキシャキ。

12.黒褐色士 軽石、砂粒を多紐に含む。

13.浅間B軽石純層 上面に 5cm程の灰紫色の火山灰をのせる。またその上部に 2cm程の灰色火山灰が部分的に懃め

られる。

浅間C軽石を多最に、榛名ニノ岳軽石を僅かに含む。追物（古式土師が主か？）を包含する。

軽石は谷地右岸の立ち上がり付近では多盤に含むが、下部、特に浅間B軽石下では佃かである。

また、右岸立ち上がり付近では、直径 1~2 cm程の根（茎？）痕が多批に認められることから、

浅間B軽石降下時のこの付近は、植物でおおわれていたものと思われる。浅間B軽石降下本層

は、厚さ］0cm程であり、その下は白色化している。

15.黒色粘質土 軽石を全く含まない。遺物もなし。

16.黒褐色粘質土 ］7層を塊状に含む。

17.黄褐色粘質土

18. 20陪を含むラミナ砂層

19. 20層を含むラミナ砂陪

20.灰黒色シルト質土

砂粒を多益に含む。

15 H' 

中央 C -C' 

l.現耕作土

2.草茶褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.灰褐色細砂

7.灰色土

黄色軽石。

白色軽石。粘性、しまりあり 。

白色軽石。粘性、しまり 3層よりやや弱い。

細砂を含む。

黒色粘質土。細砂ラミナ堆積。

8.粕川テフラ 青色火山灰。

9.軽石と火山灰の混じった附。

10.浅間Bテフラピンク色火山灰

11.浅間Bテフラ軽石

12.灰褐色粘土 鉄分沈沿あり 。しまり、粘性強い。

西岸溝群 D-D' 

1.砂と小石。

2.黒褐色土 砂、小石を混じる。

3.黒褐色土 白色軽石を少罹含む。

4.褐色粘質土

5.黒褐色土 白色軽石、ローム粒を含む。

6.黒色土 浅間C軽石を含む。

7.黒色土 軽石を余り含まない。

8.灰色砂

9.黒色土 浅間C軽石を多屈に含む。

10.砂のラミナ

11.砂と小石のラミナ

12.砂と褐色土

E-E' 

1.砂

2.黒色土浅間C軽石混じり 。

G-G' 

l.砂

2.黒色土 浅間C軽石を多鼠に含む。

3. 2培の塊とローム塊の混土。

4.灰褐色土と軽石を含まない黒色土の混土。

5.灰色シルト

6.黒色土 軽石をほとんど含まない。

7.砂と灰褐色土の混土。

8. シルトと小石のラミナ。

9. 6層と同じ。

10.灰白色シルト

11. 6培と同じ。

12. 6層と灰白色シルトのラミナ。

13.灰色シルトと砂と黒灰色のラミナ。

14.灰色シルト 小石や砂を含む。

15.黒色土 浅間C軽石を含む。

16. 15培と灰色シルトの混土。

17.黒色土 白色軽石を少蜀含む。

18.砂と灰白色シルトと17陪のラミナ。

19.ローム塊、 17層の塊、小石、砂の混土。

20.灰褐色シルト

21. 20層と砂のラミナ。

22.ローム粒、 17層の小塊と砂の混土。

23.灰白色シルト ローム粒を含む。

24.灰白色シルト

25. ローム塊、砂のラミナ。

26.黒褐色粘質土 ローム塊を含む。

27.黒褐色粘質土 砂、シルトの混土。

28.耕作土

第18図 2区東谷地浅間B軽石直下水田土層断面

゜
1 : 100 5m 

東岸溝群 F-F' 

l.褐色土塊とローム塊のマーブル状の堆積。

2.黒色土 褐色粘質土塊を混じる。

3.灰色シルトのラミナ

4.小石と褐色土の混土

5.黒色土 ローム粒を含む、浅間C軽石混じり 。

6.黒褐色粘質土

7.シルトと砂

8.黒色土 浅間C軽石混じり 。

9.灰褐色粘質土 しまりあり。

10.砂

11.灰褐色粘質土 軽石を含まない。

12.灰色粘質土 鉄分凝梨が見られる。

13.灰色粘質土 ローム粒を含む。斑鉄あり 。

I -I' 

1.黒褐色土 細砂を含む。

2.細砂と 1層のラミ ナ堆栢。

3.褐色土 白色軽石を含むしまりのある砂質土。

4.灰褐色土 ローム塊を含むしまりのある砂質土。

5.黒褐色土 ローム塊と細かい白色軽石を含む。

6. 5陪と砂の混土。

7. 4層と似るが、ロ ームの塊が大きい。

8.灰色シルトと 5層の混土。

9.灰色シルトと砂の滉土。

10.灰色シルト 5層を少し含む。

11.灰色シルト

12.黒色土 砂質。

13.小石を含むラミナ堆積。

14.砂と褐色土のラミナ。

15.灰褐色土 ローム塊を含む。

16.小石を含む砂。

17.黒褐色土 砂を含む。

H-H' 

1.砂

2.粘質黒色土 浅間C軽石を含む。

3.灰色シルト ローム粒、灰褐色土塊を含む。

4.黒色土 白色軽石を含む。砂質。

5.砂と 7暫のラミナ。

6.シルトの塊を含む4層。

7.灰色シルト

8.白色軽石を含む黒色土と、砂と灰色シルトの斑状の堆栢。

9.砂と小石のラミナ。

10.灰色土 褐色粘質土塊を含む。

11. 10陪と砂のラミナ。

12.黒色粘質上 シルト粒やロ ーム粒を含む。

13.小石を含む砂。

14.砂と小石と灰色シルトのラミナ。

15.砂のラミナ

16.灰白色シルト

17.黒色砂質上 シルトの塊を含み、白色軽石を混じる。

18.砂のラミナ

19.灰褐色土 砂とローム粒を含む。

20.ローム塊、小石、砂の混土。

J -J, 

1.黒灰色土 やや砂質。

2.ローム粒と砂の混土。

3.黒色土 白色軽石を含む。

4. 白色軽石及びロ ーム粒を含む、黒色土と灰褐色シルト阿の混土。

5.ローム塊。

6.黒褐色土 白色軽石と少掻の口 ＿ム粒を含む。

7.ローム粒を多屈に含む。4陪。

8.灰褐色シルト

9.砂のラミナ堆栢。

10.黒褐色土 白色軽石を多最に含む。

11. 褐色土 ローム大粒と砂を含む。

12.砂のラミナ堆積。

13.砂のラミナ堆積。砂粒は12陪よ り大きい。

14.砂のラミナ堆積。砂粒は13層より大きい。

15.砂のラミナ堆積。砂粒は14陪より大きい。

16.灰褐色シルト

17.砂のラミナ堆積。
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周溝 検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

床面 多くの攪乱が床面を壊しているが、残存範囲

では床面は平坦である。

遺物と出土状況 遺物の出土は少ない。寵燃焼部に

若干集中する。須恵器椀（324)は寵使用面上2.5cmで

出土した。須恵器羽釜（325)は北壁を壊す攪乱内から

出土したが、時期的に住居に伴うと考えた。須恵器

高台付椀（326)は住居埋没土中から出士した。

図化できた遺物のほかに土師器破片17点、須恵器

破片4点が出土した。

所見 出土遺物から10世紀中葉の住居と考えられる。

2区7号住居 （第20図 PL 5 • 36 遺物観察表P.273) 

位置 Lo• p - 4· 5G 

形状 方形と推定されるが、北壁が調査区域外で検

出できなかった。

規模 東西軸3.7m 南北軸3.0m以上壁高0.29m

面積 測定不可 長軸方位 N-89° -E 

寵 住居東壁中央よりやや南寄りに寵が構築されて

いた。燃焼部東端は攪乱によって壊されており、寵

の全形は確認できなかった。確認長0.8m、燃焼部幅

0.8m。袖の残存長は向かって左側が0.34m、右側の

残存は認められなかった。残存する燃焼部は0.62m

壁外に出ている。燃焼部には礫が数点と、土師器・

須恵器破片が集中して出土した。

柱穴 検出されなかった。

周溝 南壁沿いのみ周溝が堀られていた。概ね幅は

20cm、深さは4cmである。

貯蔵穴 南東隅に長径0.52m、短径0.48m、深さ0.17

mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

床面 床面はほぽ平坦である。

遺物と出土状況 寵に遺物が集中して出土した。燃

焼面から礫が出土しているが、支脚等の寵の施設と

して据えられたとの確認はとれなかった。土師器羽

釜（332)と須恵器羽釜(333)は寵燃焼部使用面直上で

出土した。須恵器椀（334）、土師器鉢(335)は寵使

用面下から出土した。土師器杯(336)は貯蔵穴埋没

37 
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土中から出土した。これらの図化できた遺物のほか

に土師器破片28点、須恵器破片 1点が出土した。ま

た、貯蔵穴から鉄滓(Ml6、分析NQ3)が、埋没土中

から鉄塊(Ml7、分析Na2)、鉄滓(Ml8、分析Na4)、

羽口破片(Ml9、分析Na5)が出土しているが、鉄生

産関連遺構は検出されなかった。

所見 出土遺物から10世紀中葉の住居と考えられる。

寵使用面下から出土した須恵器椀(334)、土師器鉢

(335)はそれぞれ9世紀後半、7~8世紀の土器であ

るが、使用面直上に残された10世紀中葉の新しい土

器を、本住居の時期とした。

また土師器羽釜（332)には補修孔が開けられてい

る。

38 

(4) 3区の遺構と遺物

浅間B軽石下面 （第21• 22図 PL 6 • 7) 

3区は、 1 • 2区のある台地西側の低地内の発掘

区で、 3区画が調査された。北から北区ー中区ー南

区と呼ぶ。いずれの発掘区でも厚さ 5~15cm堆積し

た浅間B軽石層の直下面を精査したが、水田面と の

確証は得られなかった。また出土遺物は無い。

3北区は北から南に傾斜する緩斜面で、 一部に氾

濫礫層が露出していた。東部には溝状の凹みが確認

できたが、水田区画等のものとは判断できなかった。

3中区は東側に台地縁辺の段が確認でき、浅間B軽

石は台地上には堆積していなかった。東部と南部に

溝状の凹みが確認できたが、水田区画等のものとは
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3区浅間B軽石下面 北部北壁 A-A' 

1. 現耕作土

2.灰褐色土 白色軽石 (2~5mm)を含むかたくしまった土層。

3.褐色土 鉄分沈着が見られる。細砂混じ り。 しまり強い。

4.灰茶色土 白色粘土塊混じり。やや粘質。

5.浅間Bテフラピンク色火山灰

6.浅間Bテフラ軽石

7.茶褐色土 鉄分沈着が見られる。小石混しり。しまり弱い。

8.暗褐色土 小礫を含むさらさらした土。

9.灰白色砂礫主に砂多い。

10.灰白色砂礫砂主体。

北部東壁 c-C' 

1. 表土

2.茶褐色土鉄分凝集。

3.暗褐色土 鉄分をわずかに含む。白色軽石、砂を含む。粘性、しまりあり。

4.茶褐色土 鉄分凝集。白色軽石を含む。

5.暗褐色土 白色軽石、黄土粒 (2~5mm) を含む。わずかに小石滉しり。しまりあり。

6.褐色土 鉄分凝集。白色軽石を少量含む。

7.茶褐色土鉄分凝集。

8.褐色土 鉄分沈着見られる。白色軽石を含む。粘性、しまりあり。

9. 8層に粕川テフラの青色火山灰塊を含む。

10. 浅間Bテフラビンク色火山灰

北部南壁 B-B' 

1.表土

2.茶褐色土鉄分凝集が著しい。

3. 暗褐色土 鉄分をわずかに含む。白色軽石、砂を含む。粘性、しまりあ り。

4.暗褐色土 白色軽石、黄土粒 (2~5mm)を含む。わずかに小石混しり 。しまりあり 。

5.褐色土 鉄分沈着見られる。白色軽石を含む。粘性、しまりあり 。

11. 浅間Bテフラ軽石

12.黒色土 小礫滉じり 。黄土色塊をわずかに含む。粘性あり 。

13.褐色土

中央北壁 D-D' 

l. 表土

2.灰褐色土 鉄分凝集が上部に多く見られる。

3.黄茶色土 黄土粒 (2~5mm)、白色軽石を含む。鉄分凝集。

黄土粒 (2~5mm)、白色軽石を含む。 （やや茶色がかる）4.褐色土

5.黄褐色土

6.黄茶色土

7.褐色土

8.灰色細砂

9.褐色土

10.灰白色細砂

黄土粒 (2~5mm)、白色軽石を含む。細砂塊を含む。

黄土粒 (1~3mm) 、白色軽石を含む。細砂塊を含む。斑鉄を含む。

褐色土塊状に入る。 白色軽石含む。

灰色細砂、塊、白色軽石、小石を含む。

11. 褐色土 浅間Bテフラ塊を含む。

12.浅間Bテフラピンク色火山灰

13.浅間Bテフラ軽石

14.黒色粘質土 厚さ1cmほどの灰褐色粘質土が間層が入る。

南部南壁 E-E' 

1. 表土

2.褐色土

3.暗褐色土

3＇．黒褐色土

4.褐色土

5.褐色土

6.暗灰褐色粘質土

7.黄褐色土

白色軽石、黄色土粒、細砂を滉じる。

白色軽石、黄土粒含む。粘性、しまりあり。

3層より鉄分沈焙がやや多く見られる。

（ややピンクがかる）灰塊を含み、粒が緻密。

細砂を含む。粘性あり 。

暗灰色粘質土塊を多輩に含む。

浅間B軽石を混じる。

8.浅間Bテフラピンク火山灰

9.浅間Bテフラ軽石

10.黒色粘質土 灰白色粘質土、間層に 1cm程の厚さで入る。

10'.黒色粘質土

11. 灰色粘質土

12.灰白色粘質土

13.暗灰色粘質土 灰白色粘質土が帯状に所々はいる。

やや粘性あり 。 （粒径 1~3 mm) 

灰白色粘質土、黒色粘土が塊状に入る。

14.黒色砂質土

15.灰色砂質土

16.白色粘土

6.浅間Bテフラピンク色火山灰

7.浅間Bテフラ軽石

8.黒色土 小礫混じり 。黄土色塊をわずかに含む。粘性あ り。

9.灰色砂礫層 第22図 3区浅間B軽石下面土層断面

17.灰褐色粘土 礫 (5~10cm)細砂ラ ミナ状にはいる。

18.黒褐色粘土

19.灰褐色粘質土

20.灰茶褐色砂 黒色粘土、灰白色粘土、細砂、小礫がラミナ状にはいる。

21. 黒褐色粘土

22.灰褐色粘土

23.灰色微細砂









判断できなかった。3南区は幅17m程の帯状の凹地

に浅間B軽石が堆積していた。ここでも東側の台地

上には浅間B軽石は堆積していなかった。谷の西側

はさらに溝状に落ちこむ凹地になっていた。中央の

平坦面を区切るアゼ等の施設は検出されなかった。

(5) 4区の遺構と遺物

西谷地浅間B軽石下面 （第23• 24図 PL 8) 

4区は、道路新設の細長い発掘区である。中央か

ら東半分、 L区の 8ラインから東はローム台地で、

中近世以降と考えられる 1~3号溝が検出された。

また浅間B軽石で埋まった 4号溝が発掘区東端で検

出された。これについては後述する。

一方、 8ラインから西側は低地になっており、地

表下85cmで厚さ15cmの浅間B軽石、その下位に60cm

の間層を挟んで厚さ10cmの浅間C軽石が堆積してい

た。調査では、天仁元(1108)年に降下した浅間B軽

石層の直下を精査したところ、北から南、東から西

に傾斜する緩斜面を検出した。この低地にアゼや水

路等の施設は検出されなかった。低地の南端には 5

号・ 6号溝が検出されたが、浅間B軽石で埋まった

溝ではない。時期は不明である。

4区4号溝 （第23• 24図 PL 8) 

4区の東端で、浅間B軽石に埋まった4号溝を検

出した。幅 2~2.3m、深さ0.5mで、走向はほぼ南

北方向である。北側にこの溝の延長を調べるために

拡張して調査したところ、 L区gラインまでその延

長を確認することができた。遺物はほとんど出土し

なかった。

荒砥宮田遺跡の周辺では、浅間B軽石で埋まった

溝は 4遺跡で検出されている。これらの溝は台地上

を広域に掘られており、何らかの地域開発が古代に

行われたことが推定される。これらの空間的な分析

は後述する。

2. 中近世

(1) 概要

1区

2.中近世

1区では、発掘区の全域に中近世の遺構が、古墳

時代遺構と重複して検出された。 1区（付図 1PL22 

• 23)で検出された遺構は、掘立柱建物29棟、溝88

条、井戸67某、土坑338基、竪穴状遺構30基、土坑

墓2基である。各遺構の時期は出土遺物から推定す

ることが可能なものもあるが、ほとんどは中世から

近世の遺物が混在して出土しており、遺構の時期を

特定することは困難である。したがって本書では中

近世の遺構として報告した。

1区は北側ほぽ2/3が台地部、南側1/3が低地

部である。台地部はそのほぽ中央にある40• 41号溝

を境にして、さらに北側と南側に分割される。遺構

の分布は 1区全体におよぶが、台地部の北半部に遺

構が密集している。台地部は方形に区切るように溝

が掘られ、多くの掘立柱建物・井戸・土坑が溝内部

あるいは溝と重複して掘られている。溝内部の施設

として、個々の区画単位ごとの遺構群を把握するこ

とは、困難であった。低地部にかかる南部には目立

った溝はないが、台地部との境に15号溝と18号溝が

掘られている。

掘立柱建物は、調査時には 9棟しか検出できなか

ったが、整理作業時に1/50の柱穴平面図を詳細に

検討した結果、 20棟の建物跡を追加確認することが

できた。最も北側の地域に溝内部の施設として19棟

が密集し、中央の部分には散在している。また低地

部の 1区南西部に 6棟の密集部がある。本書ではこ

れらの分布状況から、掘立柱建物を溝内部・散在部

・南集中部の 3地区に分けて記述する。 これらの掘

立柱建物は主軸方位によって 4群の建物群にまとめ

ることができるが、その状況は隣接する荒砥前田遺

跡・荒砥諏訪西遺跡の建物群との関連も含めて、第

7章で詳述した。

井戸は台地部全域に分布する。 67基のうち、 49基

は台地北半に集中しており、溝で区切られた掘立柱
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建物群（屋敷）の付属施設として井戸が掘られたも

のと推定できる。しかしどの建物群と同時に使用さ

れていたかまでを特定することまではできなかった。

井戸はすべて円形で、素掘りである。周囲に上屋等

を想定させる構造を検出した井戸はない。

土坑は調査時には338基の土坑を調査 ・記録した

が、埋没士層の確認や遺構図面の整理作業を経た段

階で40基の土坑を、遺構から除外した。本書では

282基の土坑を一覧表で示し、そのうち272基の遺構

図面を掲載した。土坑は平面形によって円形・楕円

形・隅丸方形 ・隅丸長方形・方形・長方形 ・細長方

形に分けられる。遺構図はこの形態ごとにまとめた。

出土遺物はあまり多くない。

また調査時に土坑とした 1区99号・ 153号土坑は、

それぞれ6点、 2点の古銭を出土しており、人骨そ

の他の出土は見られないが、土坑墓として報告した。

竪穴状遺構は30基が検出されたが、大型円形のも

の(3号 ・7号）は土坑として報告した。また、 1号

• 2号は大型方形、その他は隅丸方形で突出部をも

つものである。そのうち24基が43号溝の東側に並ぶ

ように集中し、 2基が1区北西部の62号溝東側にあ

る。竪穴状遺構と42号溝との新旧関係は20号竪穴状

遺構のみ記録できたが、溝の方が新しい。この竪穴

状遺構群は入口と考えられる突出部を東側にしてお

り、発掘区域外である東側の空間から使用されてい

たものであろう 。方形に区画された屋敷の存在が想

定できよう 。

竪穴状遺構の機能は未解明である。18号や21号、

24号竪穴状遺構のように日常什器が出土するものも

あれば、 28号竪穴状遺構のように古銭が出土して墓

としての機能を推定させるものもある。形態や大き

さも一様でなく機能を明確にすることは困難である。

土坑墓は、前述のように土坑として記録した2基

の土坑を、出土遺物から土坑墓と判断した。1区で

は墓と確定できるのは、この 2基のみであり、 2区

のように墓域を形成しているというような状況では

ない。これら 2基の土坑墓は 1区北半遺構密集部の

南西隅の近接した位置にある。出土遺物はいずれも
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古銭で、永楽通賓を含むことから、 15世紀以降の墓

と考えられる。

1区には、中近世の遺構が多く重複し、出土遺物

も混在しており、遺構の年代を確定するのが困難で

あった。特に北半の密集部は屋敷遺構が想定される

ものの、掘立柱建物とその他の付属遺構の変遷を詳

細に辿ることができるような成果は得られなかった。

1北区

1北区は 1区の北側に連続する小発掘区で、土坑

8基、溝4条を出した。土坑はいずれも方形で、 1

区で検出した形態と同様なものである。

2区

2区は 1区と小支谷を隔てて北側にある台地上の

発掘区である。中近世と考えられる遺構は、溝 l条、

士坑69基を検出した。このうち、炭化材や焼人骨が

検出された 7基は火葬跡と特定できるものである。

また21基の土坑は骨 ・歯・古銭・五輪塔のいずれか

が出土したことから土坑墓とした。残りの38基は墓

としての根拠が希薄であると考え土坑として報告し

た。しかし出土遺物がないだけで、墓坑としたもの

と形態が酷似しているものがあることも事実であり、

検討を要する。また 1区で検出された突出部のある

竪穴状遺構も 1基検出されている。

2区には古墳時代前期および古代(10世紀代）の住

居群が検出されているが、それ以降中世まで明確な

土地利用は不明である。中世以降、 1区と同様な屋

敷としての土地利用でなく 、墓域となったものと考

えられる。

4区

4区では浅間B軽石を埋没土の中位に挟む 1号溝

の北側延長を調査するため、拡張区を設定して調査

した。ここでは 1基の土坑を検出したが、時期は不

明である。4区では台地上で6条の溝を検出したが、

浅間B軽石より新しいこと以外、時期や性格につい

ての所見は得られなかった。
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(2) 1区の遺構と遺物

A.掘立柱建物跡

前述のように、 1区では29棟の掘立柱建物を抽出

した。ここではこれらの分布状況から溝内部 ・散在

部・南集中部の 3地区、 主軸方向からA群． B群・

c 群 •C' 群に分けて記述する 。

1区1号掘立柱建物跡 南北棟

建物全体規模 2X4間 面積 23.64ボ

主軸方向 N -19° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

（東辺） p 1 44 40 56.5 楕円形 1.7 

p 2 39 29 36 5 楕円形 1 95 

p 3 35 26 40 5 楕円形 1 62 

南辺 3.35 p 4 34 25 14 隅丸方形 1 98 

p 5 24 20 19.5 円形 1.4 

西辺 70 p 6 33 22 26.5 半円形 3 45 

p 7 37 27 54 隅丸方形 2 

p 8 32 27 25 隅丸方形 1.56 

（北辺） p 9 43 32 26 5 隅丸方形 1 8 

p 10 28 20 57 楕円形
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第26図 1号掘立柱建物跡

溝内部A群

1区 1号掘立柱建物跡 （第26図 付図 3)

位置 Et・Ca-18・19G 溝内部の北東隅部

主軸方位 N-19° -W  溝内部A群

重複 南西隅のp6が265号土坑と重複しているが

直接的な新旧関係は不明である。また 4号・ 7号掘

立柱建物跡と重複しているが新旧関係は不明である。

形態 2 X 4間(3.35X7.0m• 11尺X24尺）、面積

23.64対の南北棟。柱間は桁側1.56~2.0m、梁側

1.4~1.98m。東辺はほぽ等間隔に柱穴が柱軸にのる

がP3がやや外側に外れている。北角の柱穴は65号

溝と重複しているため、失している。南辺のp5は

柱軸にのるが、中央より西に偏る。西辺はp7が柱

軸より外側に外れ、 P8・P9の柱間がやや短い。

P6・P7間の柱穴は266号土坑との重複で検出で

きなかった。北辺はp10が柱軸から内側に外れてい

る。柱穴は隅丸方形および楕円形で、長径24~44cm、

短径20~40cm、深さ14~56.5cmと幅がある。

内部施設 無し 出土遺物 無し
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1区2号掘立柱建物跡 （第27図 付図 3)

位置 Cc~e-18・19G 溝内部の東中央部

主軸方位 N-36° -W  溝内部A群

重複 75号溝と重複しているが直接的な新旧関係は

不明である。また11号掘立柱建物跡・ 12号掘立柱建

物跡と重複しているが直接的な新旧関係は不明であ

る。

形態 身舎部分は 2X 4間(3.81X 8.22m • 13尺x

28.5尺）、面積51.13対の南北棟。東側に2.2m、南

側にl.Omの間隔をと って庇が付き、 全体として

6.01 X9.22mの規模となる。柱間は桁側1.65~2.30

m、梁側1.79~2.06m。東辺はP3・P4が北側に

偏る以外はほぼ等間隔に柱穴があり、p2が内側に

外れる以外は柱穴軸にのる。北角の柱穴は75号溝と

重複しているため、 失している。南辺のp5は柱軸

にのるが、両端のP4・P6はやや北に外れる。西

辺はp7がやや内側に外れる以外は、ほぽ柱軸にの
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

っている。各柱穴はほぼ等間隔であるが、p6. p 

7間がやや短い。北辺はほぼ柱軸にのっている。東

側の庇の柱穴は身舎の東辺と対応する位置にない。

柱痕跡は確認できなかった。身舎部分の柱穴は隅丸

方形と楕円形のものが混在し、長径27~49cm、短径

19~38cm、深さ15~64cmである。庇部分の柱穴は長

径19~55cm、短径17~44cm、深さ 3~57cmで数値に

ばらつきがある。

A群中最大の建物であり、規模から屋敷遺構の主

要建物に相当する。A群が溝による区画を有しない

屋敷遺構である可能性を示す。

内部施設無し 出土遺物無し

1区2号掘立柱建物跡 南北棟
建物全体規模 (2+1)X(4+1)間 面積 51.13吋
主軸方向 N-36'-W 庇 東・南

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との
規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

（東辺） p 1 27 19 17.5 楕円形 2.3 

p 2 37 29 28 5 隅丸方形 1 65 

p 3 45 20 17.5 不整円形 1 95 

南辺 3.81 p 4 49 38 34.5 楕円形 2.06 

p 5 29 25 15 円形 1.79 

西辺 8.22 p 6 27 22 64 楕円形 1.85 

p 7 35 27 20 5 楕円形 2 05 

p 8 26 23 17 5 円形 2.15 

p 9 35 29 46 5 楕円形 217 

（北辺） P 10 28 22 13 隅丸方形 2.18 
P 11 38 32 41 5 楕円形

東庇 8.60 P 12 28 26 22 円形 2.4 

P 13 28 22 28 楕円形 1.25 

P14 26 24 15.5 円形 1.32 

P15 19 17 45 円形 1.6 

Pl6 39 27 42 楕円形 2.1 

P17 42 33 51 楕円形 p 4へ1.6
南庇 3.70 P18 30 27 26 不整円形 3.72 

P19 55 44 33.5 楕円形 p 6へ1.0

1区3号掘立柱建物跡 南北棟
建物全体規模 2X3間 面積 30.75 ni 
主軸方向 N-40° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模(cm) 形状 次柱穴との
規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

東辺 6.38 p 1 45 37 28 楕円形 2.25 

p 2 52 45 14 隅丸方形 2.2 

p 3 58 36 40 楕円形 2 

南辺 5.05 p 4 31 25 37 隅丸方形 2 65 

p 5 48 35 62 楕円形 2.4 

西辺 6.46 p 6 44 32 50 楕円形 2.4 

p 7 28 25 29 円形 2.17 

p 8 63 28 46 円形 1.9 

北辺 4.67 p 9 44 35 27 円形 2 

PlO 44 40 71 円形 2.7 
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1区3号掘立柱建物跡 （第27図付図3)

位置 Cc•d-13·14G 溝内部中央から西寄 り

主軸方位 N-40° -W 溝内部A群

重複 8号掘立柱建物・ 75号溝と重複しているが、

直接的な新旧関係は不明である。

升多慰~ 2 X 3間 (4.67~5.05m X6.38~6.46m  • 16 

尺 X21尺）、面積30.75m2の南北棟。柱間は桁側1.9

~2.4m、梁側2~2.65m。東辺は外側に外れる P3

を除き、ほぽ等間隔に柱穴が柱軸にのる。南辺はP

5のみ柱軸にのり、 P4・P6は内側・外側に外れ

る。p5の位置は北辺のp10と対応して、やや西に

偏っている。西辺は外側に外れるp6を除き、ほぼ

等間隔に柱穴が柱軸にのる。北辺はp9が内側に、

p 1が外側に柱軸から外れるが、p10は南辺のp5 

に対応する位置で柱軸にのっている。柱穴は隅丸方

形および楕円形・円形で、 長径28~63cm、短径25~

45cm、深さ14~71cmと、特に深さに幅がある。

内部施設無し 出土遺物無し

1区4号掘立柱建物跡 （第28図付図3)

位置 E t • C a -17 • 18 G 溝内部の北東隅

主軸方位 N-86° -W 溝内部B群

重複 1号 ・7号掘立柱建物と重複しているが、直

接的な新旧関係は不明である。

形態 1 X 2間 （2.90~2.96mX3.65~3.70m • 10 

尺Xl3尺）、面積11.42対の東西棟。柱間は桁側1.62

~2.09m、梁側2.9~2.96m。四角の柱穴は柱軸に

のる。南辺のp5および北辺のp2は共に西にやや

偏って対応する位置にあるが、いずれも柱軸からや

や南側に外れる。柱穴は隅丸方形および円形で、長

径33~66cm、短径29~46cm、深さ15.5~61cmである。

ややP3が浅い。

内部施設無し 出土遺物無し

1区5号掘立柱建物跡 （第28図付図3)

位置 Cb  -11 • 12G 溝内部の北西隅

主軸方位 N-72° -W 溝内部B群

重複 6号掘立柱建物と重複しているが、直接的な
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1区4号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 1X2間 面積 11.42ボ

主軸方向 N -86° -W  庇 無し

桁・ 梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

北辺 3.70 p 1 48 41 61 楕円形 1.62 

p 2 34 31 46 円形 2.09 

東辺 2.90 p 3 43 32 15.5 隅丸方形 2.9 

南辺 3.65 p 4 66 46 40 隅丸方形 1 91 

p 5 40 33 45 楕円形 1.78 

西辺 2.96 p 6 33 29 46 隅丸方形 2.96 

1区5号掘立柱建物跡 東西棟

L=99.50m 

5号掘立柱建物跡

Cbー11

干 2m

|口 |0

0 

P1 

建物全体規模 (2+1)X4間 面積 34.60ボ

主軸方向 N -72° -W  庇 北

桁・ 梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

北辺 6.95 p 1 37 33 27 円形 1.87 

p 2 35 24 11 楕円形 1.67 

p 3 44 28 31.5 楕円形 1.26 

p 4 37 28 17.5 隅丸方形 2.19 

東辺 4.42 p 5 25 20 27 円形 1.94 

p 6 46 41 65 円形 2.49 

南辺 7.18 p 7 56 49 55 円形 2.07 

p 8 35 28 44 5 不整円形 1 

p 9 56 36 45 5 楕円形 2.2 

P10 60 36 18 楕円形 1 92 

西辺 4.55 P 11 37 32 37.5 楕円形 1.65 

P12 40 29 48.5 楕円形 2.9 

北庇 4.60 P13 32 28 53 円形 2 76 

P14 32 27 28.5 円形 1.84 

P15 40 33 29 楕円形 p 5へ089 

」bー13北へ1m
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

1区8号掘立柱建物跡 南北棟

建物全体規模 1X4間 面積 37.87 rri 
主軸方向 N-27° -E  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

東辺 8.82 p 1 45 35 65 隅丸方形 4.35 

p 2 29 25 8 隅丸方形 0 75 

p 3 23 20 40 楕円形 0 55 

p 4 35 28 23 隅丸方形 1 

p 5 74 32 54 隅丸方形 0.55 

p 6 39 38 60 隅丸方形 1 6 

南辺 4.06 p 7 32 22 57 楕円形 4 06 

西辺 8.48 p 8 55 40 50 楕円形 3.5 

p 9 35 31 14 5 隅丸方形 1 3 

P10 50 43 58 楕円形 3 67 

北辺 4.1 P 11 60 40 66.5 楕円形 p 1へ4.1
張出 1.3 P12 40 36 87 隅丸方形 1 9 

P13 59 41 46 5 楕円形 P7へ1.54
P14 33 27 54 楕円形

新旧関係は不明である。

形態身舎部分は 2X 4間(4.42~4.55mX6.95~ 

7.18m • 15尺X23尺） 、面積34.60対の東西棟。 北

側に0.89mの間隔をとって庇が付 き、全体 として

5.01~5.44X6.95~7.18mの規模となる。 柱間は桁

側l~2.2m、梁側1.65~2.9m。北辺のP3 • P 5 

は柱軸から内側に外れている。東辺は南角 p7が東

側に外れる以外は柱軸にのる。南辺ではP9・Pl0

• Pllは柱軸にのるが、p8は外側に外れる。各柱

穴間はほぼ等間隔であるが、PS・P9間は極端に

短い。 西辺はいずれの柱穴も柱軸にのっている。 P

12は西辺中央でなく南に偏る。 庇の柱穴は身舎の北
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辺とほぼ対応する位置にある。いずれの柱穴も柱痕

跡は確詔できなかった。身舎部分の柱穴は隅丸方形

と楕円形のものが混在し、長径25~60cm、短径20~

49cm、深さ11~48.5cmで、数値にばらつきがある。

庇部分の柱穴は長径32~40cm、短径27~33cm、深さ

28.5~53cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区8号掘立柱建物跡 （第29図付図3)

位置 Cc•d-13·14G 溝内部の中央部

主軸方位 N-27° -E 溝内部C群

重複 3号掘立柱建物と重複しているが、直接的な

新旧関係は不明である。

形態 身舎部分は 1X 4間(4.06~4.10mX8.48~ 

8.82m ・約13.5尺X29尺）、面積37.87対の南北棟。

南東角に東側に1.6X 1.3mの張り出しが付く 。柱間

は桁側0.55~4.35m、梁側4.06m。東辺はいずれの

柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴の数は不規

則で東辺の南側は数が多く柱間が狭い。柱穴を抽出

しすぎていることも否めないが、柱穴の方向軸の一

致から認定をおこなった。身舎部分の柱穴は隅丸方

形と楕円形のものが混在し、長径23~74cm、短径20

~43cm、深さ 8~66.5cmで、数値にばらつきがある。

庇部分の柱穴は長径40~59cm、短径36~41cm、深さ

46.5~87cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区9号掘立柱建物跡 （第30図付図 3)

位置 C e • f -12 • 13 G 溝内部の西中央部

主軸方位 N-64° -W 溝内部C群

重複 73号溝・ 13号掘立柱建物と重複しているが、

直接的な新旧関係は不明である。

形態 2 X 3間（3.18X 5.98m • 10.5尺X20尺）、面

積19.27吋の東西棟。柱間は桁側1.75~2.38m、梁

側1.46~1.72m。四角の柱穴のうち、北角は73号

溝により失している。他の三角は柱軸にのる。北辺

の柱間は中央のP1 • P 2間が狭く、対応する南辺

は中央のP6 • P 7が広くなっている。東辺は角の

2.中近世

P3 ・P5は柱軸にのるが、 P4は外側に外れる。

南辺はP5・P7・P8は柱軸にのるが、 P6は外

側に外れる。西辺のP8は柱軸にのるが、北側 2本

の柱穴は73号溝により失している。北辺のp1~P 

3は柱軸にのる。柱穴は方形および円形で、長径22

~53cm、短径17~42cm、深さ15.5~55.5cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区10号掘立柱建物跡 （第30図付図 3 PL 9) 

位置 Ce -14 • 15G 溝内部の西中央部

主軸方位 N-63° -W 溝内部C群

重複 73局溝と重複しているが、直接的な新旧関係

は不明である。

形態 1 X 3間(3.20~3.28mX 5.56~5.58m • 11 

尺Xl9尺）、面積18.70対の東西棟。柱間は桁側1.83

~1.87m、梁側3.2m。ほぽすべての柱穴は柱軸に

のる。東辺および南辺の柱穴は等間隔に掘られてい

る。柱穴は楕円形および円形で、長径40~60cm、短

径36~46cm、深さ46.5~93cmである。p8はやや

小さいが、他は大きさが均ーで揃っている。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区11号掘立柱建物跡 （第31図付図3 PL 9) 

位置 Cc~e -18 • 19G 溝内部の東中央部

主軸方位 N-62.5° -W  溝内部C群

重複 75号溝と重複しているが直接的な新旧関係は

不明である。また 2号掘立柱建物跡・ 1号柱列と重

複しているが直接的な新旧関係は不明である。

形態 身舎部分は 2X 3間(4.80X5.46m• 16尺x

18尺）、面積40.65対の東西棟。北側に0.97m、東

側に0.97m、南側に0.85mの間隔をとって庇が付き、

全体として6.62X6.43mの規模となる。東側の12

号掘立柱建物と庇を介して連結するものと見られる

が2棟として扱う 。柱間は桁側1.75~1.94m、梁側

1. 7~2.73m。北辺は北東角の柱穴は77号溝と重複

しており、見落とした可能性が高い。p1~P3は

ほぼ等間隔にあり、柱軸にのる。東辺のP4は30cm

ほど南に偏り、やや外側に外れる以外、角のp3. 
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

9号掘立柱建物跡
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1区9号掘立柱建物跡 東西棟 1区10号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 2 X3間 面積 19.27吋 建物全体規模 1 X 3間 面積 18.70ボ

主軸方向 N-64° -W  庇 無し 主軸方向 N-63° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模(cm) 形状 次柱穴との 桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m) 規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

（北辺） p 1 22 17 25 楕円形 1 85 北辺 5.56 p 1 53 44 46 5 円形 1.85 

p 2 25 23 34 円形 2.25 p 2 58 45 59 5 楕円形 1.83 

東辺 3.18 p 3 27 24 38 楕円形 1 72 p 3 53 44 93 楕円形 1 88 

p 4 27 25 55 5 円形 1 46 東辺 3.20 p 4 51 42 155 楕円形 3.2 

南辺 5.98 p 5 50 42 54 楕円形 1 75 南辺 5.58 p 5 53 40 65 5 不整円形 1.85 

p 6 31 23 20 隅丸方形 2 38 p 6 60 36 72 5 不整円形 1.85 

p 7 53 34 48 楕円形 1 87 p 7 51 46 54 5 楕円形 1 87 

（西辺） p 8 35 31 15.5 円形 西辺 3.28 p 8 40 36 56 楕円形 p 1へ328 
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2. 中近世

p 5は柱軸にのる。南辺はp5~P 8ともに柱軸に

のり、等間隔に掘られている。西辺のP8は柱軸に

のるが、p9は内側に外れる。各柱穴はほぼ等間隔

であるが、 P4・P5間がやや短い。

東側の庇の柱穴は身舎の東辺と対応する位置にな

く、身舎部分が2間であるのに対して 3間となって

いる。これはむしろ東側の12号掘立柱建物の西辺に

対応する可能性が高い。またP15 • P 16は柱軸から

大きく外側に外れる。南北の庇の柱穴は身舎の側柱

と対応する位置にある。

柱痕跡は確認できなかった。身舎部分の柱穴は隅

丸方形と円形・楕円形のものが混在し、長径24~75

cm、短径21~49cm、深さ10~58cmである。p9が他

に比べて小さく浅い。庇部分の柱穴は長径26~64cm、

短径22~50cm、深さ15~54.5cmでばらつきがある。

1区11号掘立柱建物跡 東西棟

内部施設無し 出土遺物無し

建物全体規模 (2+2)X(3+1)間 面積 40.65 m 
主軸方向 N-62.5° -W 庇 北・東・南

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との
規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

（北辺） p 1 75 49 48 楕円形 1.94 

p 2 49 35 57 隅丸方形 1 75 

東辺 4.80 p 3 47 33 49 5 隅丸方形 2.73 

p 4 56 49 13 隅丸方形 2 06 

南辺 5.46 p 5 36 32 58 隅丸方形 1 82 

p 6 37 36 50 5 円形 1 87 

p 7 48 44 39 5 円形 1 75 

（西辺） p 8 40 35 55 隅丸方形 1 7 

p 9 24 21 10 円形 4.13 

北庇 5.45 P10 34 28 54 5 楕円形 3 68 

P 11 34 31 38 5 円形 1.89 

P12 34 27 42.5 円形 P3へ097 
東庇 5.60 P13 27 22 22.5 隅丸方形 1 75 

P14 42 37 15 隅丸方形 1 68 

P15 30 27 13 5 隅丸方形 1 3 

P16 41 30 47 楕円形 0 85 

南庇 6.35 P17 64 50 48 5 不整円形 0.95 

P18 26 25 15 5 円形 1.72 

P19 28 24 42.5 楕円形 1 88 

P 20 42 34 45 楕円形 1.8 

P 21 45 37 30 5 隅丸方形 P8へ085 
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

1区12号掘立柱建物跡 （第32固付図3)

位置 D c • d -19 • 0 G 溝内部の東中央部

11号掘立柱建物の東側に並立する。

主軸方位 N -26.5° -E 溝内部C群

重複 43号溝と重複しているが直接的な新旧関係は

不明である。また 2号堀立柱建物跡と重複している

が新旧関係は不明である。

形態 身舎部分は 1X 3間(3.18~3.34mX6.88~ 

7.42m • 10.5尺X24尺）、面積24.99m'の南北棟。

北側に0.75mの間隔をとって庇が付き 、全体として

3.44X7.63mの規模となる。西側の11号掘立柱建物

と庇を介して連結すると見られるが、西庇は11局掘

立柱建物に付属させた。柱間は桁側1.64~3.65m、

梁側3.18~3.34m。東辺のp1~p 4はほぽ柱軸に

のるが、 P4は南にずれる。 P1 • P 2間と P3 • 

P4間は等間隔であるが、 P2・P3間はそれらの

2倍になっている。南辺のP4は外側に外れ、p5 

はやや北側に偏る。西辺は4本とも柱軸にのるが、

南端のp5は北側に偏る。P6・P7の位置は東辺

のP3 • P 2に対応している。北辺のP8 • P 1は

柱軸にのる。北側の庇の柱穴p9は、身舎の東辺P

8と対応する位置にあるが、 P10は身舎のp1と対

応する位置になく、東に大きく外れている。

柱痕跡は確認できなかった。身舎部分の柱穴は隅

丸方形と楕円形のものが混在し、長径27~54cm、短

径23~44cm、深さ22~67cmである。庇部分の柱穴は

長径26~30cm、短径20~23cm、深さ24~25.5cmで数

値にばらつきがある。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区13号掘立柱建物跡 （第32図付図3)

位置 Cc • d-16 • 17G 溝内部の中央部

主軸方位 N-61.5° -W 溝内部C群

重複 75号溝と重複しているが、直接的な新旧関係

は不明である。

形態 2 X 2間以上(4.74X3.84m以上）、梁間16

尺の東西棟。柱間は桁側1.59~2.lm、梁側2.02~

2.71m。西辺の柱穴は51号・ 78号溝により失して

56 

いると考えられる。北辺は柱軸にのるが、p1. p 

2間はP2・P3間より狭い。東辺も柱軸にのるが、

P3・P4間がP4・P5間より狭い。南辺はp5 

• p 6は柱軸にのり、北辺のP2・P3とも対応す

る位置にある。しかし、p7は対応する北辺p1よ

り東にあり、柱軸の外側にやや外れる。柱痕跡は確

認できなかった。柱穴は方形および円形で、長径46

~95cm、短径31~67cm、深さ22.5~60.5cmである。

ばらつきがあるが、中でも P4が大きく、 P5・P

7が小さい。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区14号掘立柱建物跡 （第33図付図3 PL 15) 

位置 C b • c -16 • 17 G 溝内部中央やや南寄り

主軸方位 N-28° -E 溝内部C群

重複 72号 ・73号溝と重複しているが、直接的な新

旧関係は不明である。

形態 2 X 3間(3.85~3.94mX 5.88~6.0m • 13尺

X20尺）、面積23.88可の南北棟。柱間は桁側1.98

~2m、梁側3.85m。東辺は72号溝で失したと考

えられる柱穴を除き、ほぼ等間隔でp1~P3が柱

軸にのる。南辺は両端のP3・P4が柱軸にのり検

出できたが、中央の柱穴は見落とした可能性が高い。

西辺は42号井戸で失したと考えられる柱穴を除き 、

ほぼ等間隔でP4~p6が柱軸にのる。北辺はp6 

• P 7 • P 1は等間隔で柱軸にのる。柱痕跡は確認

できなかった。柱穴は円形および楕円形で、長径34

~65cm、短径27~58cm、深さ36~64.5cmである。P

1 • P 4は特に小さい。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区15号掘立柱建物跡 （第33図付図3)

位置 C f • g -16 • 17 G 溝内部中央南東寄り

主軸方位 N-29° -E 溝内部C群

重複 なし

形態 1 X 2間(2.5~2.52mX3.45~3.62m • 8尺

X 12尺）、面積8.76対の南北棟。柱間は桁側1.45

~2m、梁側2.5~2.52m。東辺はp1がやや南側・
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

14号掘立柱建物跡

土＂
A
 

72溝

叫
A' 

P4 

I I 叫 co I 
A
 

A' 

゜
1: 80 4m 

L=99.30m 

1区14号掘立柱建物跡 南北棟

15号掘立柱建物跡

|口

t品よ

上

1 (JJ、 1(JJ、

＼
 P3 

□---]「

Cg-17 

→主2m

A' 
'(:;> J . — 

A A 

建物全体規模 2X3間 面積 23.88 rri 

主軸方向 N-28° -E  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

東辺 5.88 p 1 36 27 44 楕円形 39 

p 2 45 35 48 楕円形 1.98 

南辺 3.85 p 3 58 38 36 楕円形 3 85 

西辺 6.0 p 4 34 32 44 円形 4 

p 5 43 35 41 楕円形 2 

北辺 3.94 p 6 63 58 61.5 円形 1.92 

p 7 65 55 64.5 楕円形 Plへ2.02

1区15号掘立柱建物跡

建物全体規模 1 X 2問 面積 8.76ボ

主軸方向 N-29° -E  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m）

東辺 3.45 p 1 24 19 10 5 楕円形 1.45 

p 2 27 25 14 円形 2 

南辺 2.52 p 3 36 24 44 楕円形 2 52 

西辺 3.62 p 4 26 23 59 円形 1 86 

p 5 46 31 13 楕円形 1 78 

北辺 2.5 p 6 50 34 35 楕円形 P1へ2.5

南北棟

L=99.30m 

第33図 14号 ・15号掘立柱建物跡

58 



外側に外れている他はP2・P3ともに柱軸にのる。

南辺も両端のP3・P4が柱軸にのる。西辺もほぼ

等間隔でP4~P6が柱軸にのる。北辺のP6は角

で柱軸にのるが、p1は前述のように外れている。

柱痕跡は確認できなかった。柱穴は円形および楕円

形で、長径24~50cm、短径19~34cm、深さ10.5~59

cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区17号掘立柱建物跡 （第34図付図3)

位置 C g • h -18 • 19 G 溝内郎中央南東寄り

主軸方位 N-30° -E 溝内部C群

重複 16号掘立柱建物と重複するが、直接的な新旧

関係は不明である。

形態 2X4間(3.83~4.56mX6.9~7.4m • 13~15 

尺X24.5尺）、面積31.39対の南北棟。柱間は桁側

1.14~2.46m、梁側1.48~2.46m。東辺は43号溝

と平行になるように軸方向を変えている。柱穴の間

隔は不統一であるが、西辺の柱穴と概ね対応してい

る。Pl・P2・P5は柱軸にのるが、 P3・P4 

は外側に外れる。南辺はp5~p 7ともに柱軸にの

るが、東辺が斜行した関係でP5・P6間は短くな

っている。西辺はP7・P8・Plは柱軸にのるが、

P9・Pl0は外側に外れている。間隔は東辺と対応

する。北辺は南に偏る Pll以外はP12 • P 1ともに

柱軸にのる。柱間は等間隔である。

柱痕跡は確認できなかった。柱穴は円形および楕

円形で、長径25~46cm、短径20~38cm、深さ10~

36.5cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区6号掘立柱建物跡 （第35図付図3)

位置 Ca• b - 11 ~ 14G 溝内部の北西部

主軸方位 N-65° -W 溝内部C'群

重複 5号掘立柱建物と重複するが、直接的な新旧

関係は不明である。北西隅を囲うように3号柱穴列

があり、位置関係から伴うものと考えられる。

形態 3 X 5間(11.16~11.66mX6.22~6.4m • 37 

2. 中近世

尺X20.5尺）、面積74.76吋の東西棟。柱間は桁側

0.5~4.32m、梁側0.73~2.4m。

北辺の東半分が0.5m北側に突きだし段差を造る。

南辺の西側2間には南側に約 lmの張り出しが設け

られる。柱筋のとおりは概して良いが、南東角P10 

は大きく東に外れる。また西辺の南角もやや乱れて

おり、 P17 • P 22が東に外れている。 南辺から約

1.2m (4尺）内側に並ぶ柱穴列 (p9~P 31)が側柱

で梁間3間となり南辺が庇と思わせるが、進んだ建

物平面形から内側の柱穴列が入側柱である可能性も

ある。東辺から 2間目の梁柱筋は、南北に通って建

物を 2分している。P40の北側に想定される柱は省

略されていて、土間かもしれない。建物西側は間仕

切りが多く、居室空間と考えられる。

柱痕跡は確認できなかった。柱穴は円形および楕

円形で、長径28~79cm、短径18~47cm、深さ10~

49.5cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区7号掘立柱建物跡 （第36図付図3 PL 9) 

位置 E t • C a -17 • 18 G 溝内部の北東部

主軸方位 N-66.5° -W  溝内部C'群

重複 l号・ 4号掘立柱建物と重複するが、直接的

新旧関係は不明である。

形態 2 X 3間(3.44~3.69mX5.95~5.97m • 12 

尺X20.5尺）の総柱の東西棟。柱間は桁側1.55~

2.35m、梁側1.63~1.9m。北辺はやや東にずれる

p 3以外はPl・P2・P4ともに柱軸にのる。柱

の間隔はいずれも異なり、西にいくにしたがって広

くなる。東辺の柱間はほぼ等間隔で、 P4・P5・

p 6ともに柱軸にのる。南辺は西角のp9が南に外

れる他はp6~p 8ともに柱軸にのる。P7・P8

の位置は北辺のP3 • P 2に対応している。西辺は

南に外れているp9の他は、 PlO・Plは柱軸にの

る。内側のPllは柱軸から西に外れるが、 P12はか

ろうじて柱軸にのる。

柱痕跡は確認できなかった。柱穴は円形および楕

円形・隅丸方形で、長径22~50cm、短径20~35cm、

59 



第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

土ー19

90  

) P 1 2 

30住

c PlO 
1区17号掘立柱建物跡 南北棟

建物全体規模 2X4間 面積 31.39ボ

主軸方向 N-30° -E  庇 無し
Ch-18 

］湛 1□□_J言桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との→ 2m 規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)
◎pg  

東辺 7.4 p 1 32 30 31 5 円形 2 46 

p 2 34 29 18 5 円形 1.67 

p 3 37 30 36.5 楕円形 2.15 

p 4 33 24 27 円形 1.14 

1南辺 3.83 | P 5 25 20 19 楕円形 1 48 

p 6 44 37 10 楕円形 2.36 

i西辺 6.9 I P 7 46 38 25 楕円形 1.05 

p 8 27 24 17 楕円形 1.93 

p 9 33 25 24 楕円形 1.7 

A 勾 ＼ド／ ,,-;::::._ I （ A' | I p 10 36 26 36 隅丸方形 2.24 

北辺 4.56 P 11 26 21 16 楕円形 2 13 

P12 41 33 34 円形 P1へ246 
A A' 

一
I― 

゜
1: 80 4m 

L;99.40m 

第34図 17号掘立柱建物跡

深さ 9~80.5cmである。深さにばらつきが大きく、

揺り足らなかった可能性も残る。

内部施設無し 出土遺物 無し

1区16号掘立柱建物跡 （第36図付図 3)

位置 Cg -17 • 18G 溝内部の南東部

主軸方位 N-59° -W 溝内部C'群

重複 17号掘立柱建物・ 1号柱穴列と重複している

が、直接的な新旧関係は不明である。

形態 1 X 2間(3.35~3.54mX4.35~4.52m • 11 

尺X14.5尺）、面積14.55対の東西棟。柱間は桁側

2.05~2.4m、梁側3.35~3.54m。四角の柱穴は南

東角のP4が外側に外れるほかは柱軸にのる。北辺

は中央のP2がやや内側に外れる。柱の間隔はp1 

・P2間がやや長い。南辺のp5はほぼ中央にあり、

柱軸にのる。柱痕跡は確認できなかった。柱穴は楕

60 

円形で、 長径35~45cm、短径14~32cm、深さ18.5~

37.5cmである。

内部施設無し 出土遺物 無し

1区18号掘立柱建物跡 （第37図付図3)

位置 E t • C a -17 • 18 G 溝内部の北東部

主軸方位 N-61° -W 溝内部C'群

重複 9号掘立柱建物と重複するが、直接的新旧関

係は不明である。

形態身舎部分は 2X 2間(4.35~4.74mX5.l~ 

5.41m • 15尺Xl8尺）、面積27.79対の東西棟。東

側に1.42mの間隔をと って庇が付き、 全体として

4.35~4.74m X6.52~6.83mの規模となる。柱間は

桁側2.53~2.75m、梁側1.95~2.8m。北辺のP2 • 

P3は柱軸にのるが、北角のp1は内側に外れてい

る。p1の東側にはp10が柱軸にはのらないが、補
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

1区6号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 3X5間 面積 74.76吋

主輯方向 N-65° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模(cm) 形状 次柱穴との

規模（m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

北辺 11.16 p 1 35 25 12 5 方形 2.5 

p 2 42 35 36 楕円形 2 07 

p 3 39 33 25 5 楕円形 05 

p 4 42 38 21 5 円形 2 27 

p 5 28 18 22 楕円形 4 32 

東辺 6.4 p 6 28 22 39 楕円形 1.87 

p 7 31 26 42 隅丸方形 1.85 

p 8 32 28 10 隅丸方形 1 55 

p 9 51 37 36 5 方形 1 25 

南辺 11.66 p 10 35 30 44 方形 27 

P 11 30 26 25 円形 1 4 

P12 53 42 75 楕円形 1.92 

P13 38 34 49 5 隅丸方形 1.76 

P14 37 21 41 長方形 P16へ2.0
P15 67 34 29 5 不定形

P16 41 32 51 方形 1 75 

西辺 6.22 P17 28 21 34 隅丸方形 24 

P18 31 25 28 5 楕円形 0 95 

P19 39 32 44 楕円形 0.73 

P 20 79 40 43.5 楕円形 1.37 

P 21 53 47 13 隅丸方形 Plへ08
張出 3.50 P 22 44 31 60 5 方形 1 84 

P 23 39 36 30 円形 1 67 

P 24 74 35 1 1 隅丸長方形 P15へ087 
P 25 30 25 23 円形

P 26 41 36 32 5 楕円形

P 27 23 17 28 小方形

P 28 20 15 18 5 小方形

P 29 21 14 21 小方形

P 30 21 13 23 小方形

P 31 38 35 53 円形

P 32 32 29 25.5 円形

P 33 38 34 36.5 楕円形

P34 69 59 25 楕円形

P 35 75 36 17 隅丸長方形

P 36 23 21 23 円形

P 37 33 32 63 5 円形

P 38 31 22 14 隅丸方形

P 39 44 38 12 楕円形

P 40 27 25 25 楕円形

P 41 26 23 28 楕円形

P 42 30 23 33 5 方形

P43 22 16 35 5 楕円形

P44 36 22 27 方形

助的な位置に掘られている。東辺は北角P3が西に、

p 4が東側に柱軸から外れる。P4の位置はp3か

らの距離とp5からの距離が5対3の位置にあり、

中央でない。南辺ではP5・P6・P7はともに柱

軸にのり、 等間隔に掘られている。西辺はP4やP

8に対応する柱穴は171号・ 172号土坑等により失し

たと考えられる。北角のp1が内側に外れている。

p 1の南側にはp9が柱軸にはのらないが、補助的

62 

な位置に掘られている。庇の柱穴は身舎の東辺とほ

ぼ対応する位置にある。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。身舎

部分の柱穴は隅丸方形と楕円形のものが混在し、長

径21~48cm、短径21~32cm、深さ11.5~40cmである。

庇部分の柱穴は長径30~38cm、短径24~30cm、深さ

21.5~22cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区19号掘立柱建物跡 （第37図付図3)

位置 CC~e -11 • 12G 溝内部の中央西部

主軸方位 N-26° -E 溝内部C'群

重複 86号・ 87号溝と重複するが、直接的新旧関係

は不明である。

形態 2X4間(2.92mX8.44m • 10.5尺X29.5尺）、

面積27.74対の南北棟。柱間は桁側1.4~2.88m、

梁側0.76~2.19m。桁側を 5間と見ることも可能で、

桁側の柱間は概して狭い。北東角柱は土坑との重複

で欠損した可能性がある。全体として側柱の通りは

悪く、西辺中程のp7~p 9は西に大きく外れる。

間仕切りが多く、居室空間の存在が想定できる。柱

数が北側桁方向に多い。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は隅丸方形と楕円形のものが混在し、長径23~61cm、

短径20~44cm、深さ15~70cmで、大きなばらつきが

ある。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区20号掘立柱建物跡 （第38図付図3)

位置 C I -11 • 12G 散在部

主軸方位 N-50° -W  散在部A群

重複 なし

形態 2 X 2間 （4.22~4.43mX5.4~5.62m • 14尺

X 19尺）、面積24.63対の東西棟。柱間は桁側0.52

~2.63m、梁側0.3~2.08m。桁側の柱配置は変則

で、北辺では柱間 2本でP1 • P 2の間隔が狭い。

対して南辺は中央にP8を配置して柱間は大きい。

東辺は梁側2間で、西辺は梁側 1間とこち らも変則



2. 中近世

7号掘立柱建物跡
|OJ I OJ 

L=99.60m 
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口― -一口」
1区7号掘立柱建物跡 東西棟 総柱

建物全体規模 2X3間 面積 21.14ボ

主軸方向 N-66.5°-W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

北辺 5.95 p 1 49 28 44 5 楕円形 2 33 

p 2 27 20 34 5 楕円形 2 08 

p 3 33 23 ， 楕円形 1.55 

東辺 3.44 p 4 35 27 12 隅丸方形 1 82 

p 5 30 25 48.5 円形 1 63 

南辺 5.97 p 6 22 20 19 5 円形 1.62 

p 7 31 28 25 5 楕円形 2 

p 8 27 24 52 5 円形 2 35 

西辺 3.69 p 9 50 31 36 5 楕円形 1 8 

P10 48 35 80 5 隅丸方形 p 1へ19 
P 11 30 23 36.5 楕円形 2.23 

P12 41 35 30.5 円形 p 5へ17 

1区16号掘立柱建物跡

建物全体規模 1X2間 面積 14.55ボ

主軸方向 N-59° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

北辺 4.35 p 1 35 27 24 楕円形 2.31 

p 2 36 26 19 楕円形 2 05 

東辺 3.54 p 3 37 22 20 不整楕円形 3 54 

南辺 4.52 p 4 45 32 37.5 楕円形 24 

p 5 36 14 18 5 不整楕円形 2.15 

西辺 3.35 p 6 36 30 32 5 円形 p 1へ3.35

東西棟

|口

16号掘立柱建物跡 ご

土19
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1区18号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 (2+1)X2間 面積 27.79ボ

主軸方向 N-61° -W  庇 東

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔（m)

北辺 5.1 p 1 21 21 27 円形 2 53 

p 2 37 32 40 不整円形 2 57 

東辺 4.74 p 3 48 25 14 5 半円形 28 

p 4 35 28 22 楕円形 1 95 

南辺 5.41 p 5 35 28 29 5 楕円形 2 75 

p 6 34 26 95 楕円形 2 68 

西辺 4.35 p 7 25 22 20 円形 Plへ436 
p 8 29 25 11.5 楕円形 P6へ2.0
p 9 29 24 23 円形 P1へ0.45
P10 28 21 29 円形 P1へ0.35

東庇 2.55 P 11 30 24 22 隅丸方形 2.55 

P12 38 30 21.5 楕円形

1区19号掘立柱建物跡 南北棟

建物全体規模 2X4間 面積 27.74而

主軸方向 N-26° -E 庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模（m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

（東辺） p 1 52 28 42 5 楕円形 2 

p 2 61 29 53 5 楕円形 2.88 

p 3 45 34 17 5 楕円形 1.77 

南辺 2.92 p 4 28 21 22 楕円形 0 76 

p 5 33 25 28 楕円形 2 19 

西辺 8.44 p 6 49 40 42 不整円形 1 4 

p 7 38 27 39.5 楕円形 1 46 

p 8 50 38 39 楕円形 1.7 

p 9 31 29 34 円形 1 52 

P10 36 26 28 楕円形 P19へ0.32
P 11 35 31 60 円形 P20へ086 

（北辺） P12 49 35 29 楕円形 1.34 

P13 45 44 65 5 円形 1 36 

P14 30 25 15 隅丸方形 P15へ0.93
P15 40 39 26.5 円形 P1へ19 
P16 46 40 70 隅丸方形 04 

P17 40 29 51 楕円形 1 35 

P18 41 37 64 5 隅丸方形 P7へ07
P19 27 22 85 楕円形 P11へ053 
P 20 23 21 19 円形 0 25 

P 21 38 20 29 楕円形 P12へ0.45
P 22 32 30 35 5 円形

である。

柱痕跡は確認できなかった。柱穴は楕円形および

円形で、長径21~49cm、短径17~40cm、深さ 6~ 

41.5cmで、ばらつきがある。

内部施設無し 出土遺物無し

1区21号掘立柱建物跡 （第38図付図3)

位置 A • B b • c -19 • 0 G 散在部

主軸方位 N-64° -W 散在部C群

2. 中近世

重複なし

形態 2 X 3間(4.12mX6.20m • 14尺X21尺）、面

積26.14可の東西棟。柱間は桁側2.04~2.24m、梁

側2.04m。四角の柱穴のうち、北西角・北東角は検

出できなかった。北辺は中央のP1 • P 2のみ検出

された。柱軸にのる。東辺は P3・P4のみが柱軸

にのる。南辺は両角の P4・P6は柱軸にのるが、

p 5は南に外れる。西辺はp6のみが検出された。

p 6は柱軸にのるが、北側2本の柱穴は11号溝によ

り失している。北辺のP1 • P 2は柱軸にのる。柱

穴は方形および楕円形で、長径25~44cm、短径22~

38cm、深さ10~35cmである。

内部施設無し 出土遺物無し

1区25号掘立柱建物跡 （第39図付図3)

位置 C r • s -16 • 17 G 

主軸方位 N-26° -E 散在部C群

重複なし

形態 1 X 1間(2.16~2.40mX3.71~3.82m • 8尺

X 12.5尺）、面積9.15可の南北棟。柱間は桁側3.71

~3.82m、梁側2.16~2.40m。東辺は P 1 • P 2は

柱軸にのる。南辺は西側のp3が東にやや偏る。西

辺のp4は柱軸にのる。北辺のP4 • P 1は柱軸に

のる。柱痕跡は確認できなかった。柱穴は円形およ

び楕円形で、長径36~48cm、短径23~43cm、深さ31

~71.5cmである。

1 X 1間構造の建物は認定が難しいが、本遺構は

重複がないことで可能となった。

内部施設 無し 出土遺物無し

1区26号掘立柱建物跡 （第39図付図3 PL 9) 

位置 A a -12 • 13G 

主軸方位 N-64° -W 散在部C群

重複 18号溝と重複しているが、直接的な新旧関係

は不明である。

形態 2 X 2間（3.08~3.14mX3.90m • 10.5尺X

13尺）、面積12.46可の東西棟。柱間は桁側1.9~2 

m、梁側1.44~1.7m。四角の柱穴は柱軸にのる。
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

20号掘立柱建物跡
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1区21号掘立柱建物跡 東西棟 総柱？

建物全体規模 2X3間 面積 26.14 rri 

主軸方向 N-64° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模(cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

（北辺） p 1 38 27 32 楕円形 2 04 

p 2 41 34 10 隅丸方形 P 8へ2.23
（東辺） p 3 44 38 28 楕円形 2 04 

南辺 6.20 p 4 36 26 22 隅丸方形 2 24 

p 5 28 22 35 楕円形 P6へ3.97
（西辺？） p 6 40 37 11 5 楕円形

p 7 25 23 21 5 楕円形 p 1へ188 
p 8 29 27 35 楕円形 P5へ208 

△ 

1区20号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 2X2問 面積 24.63吋

主軸方向 N-50° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模(cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

北辺 5.40 p 1 34 29 19 不整楕円形 1 23 

p 2 44 38 22 円形 2 11 

p 3 28 19 17 楕円形 2 07 

東辺 4.22 p 4 36 28 22 楕円形 1.87 

p 5 48 40 15 不整楕円形 2.08 

p 6 22 18 65 楕円形 0.3 

南辺 5.62 p 7 21 17 6 楕円形 2 63 

p 8 49 40 24.5 隅丸方形 2.48 

p 9 32 26 17 5 楕円形 0.52 

西辺 4.43 P10 43 30 41 5 隅丸方形 p 1へ443 

21号掘立柱建物跡
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第38図 20号・ 21号掘立柱建物跡
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北辺の柱穴はほぼ等間隔で3本とも柱軸にのる。東

辺も柱軸にのるが中央のP4はやや北側に偏る。

柱の間隔はP4・P5間がやや長い。南辺の 3本は

ほぽ等間隔で柱軸にのる。西辺はほぼ等間隔である

が中央のp8は外側に外れる。柱痕跡は確認できな

かった。柱穴は円形および楕円形で、 長径27~53cm、

短径25~39cm、深さ23~47cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区23号掘立柱建物跡 （第40図 付図3 PL 9) 

位置 Ah • i -13 • 14 G 

主軸方位 N-72.5° -W  南集中部B群

25号掘立柱建物跡

土ー17

叫｀叫

2. 中近世

重複 無し

形態 3 X 2間(6.98~7.08mX3.76~3.79m • 23.5 

尺 X12.5尺）、面積26.45m'の東西棟。柱間は桁側

2.26~2.45m、梁側1.8~1.95m。四角の柱穴は柱

軸にのる。北辺のp1~ P4はほぽ等間隔に柱軸に

のる。東辺も柱軸にのるが中央のp5がやや南に偏

る。南辺は 4本とも柱軸にのるが、 P8・P9間が

やや短い。西辺は中央の柱穴が検出漏れとなった。

柱痕跡は確認できなかった。柱穴は円形および楕円

形で、長径27~35cm、短径22~31cm、深さ22.5~

39cmで、ばらつきが少ない。

内部施設 無し

26号掘立柱建物跡

1[D 1[D 

出土遺物 無し

十二11!
J
 
――
 

13溝

， 
叫

A 

Cs-1 ］―  
南へ1 A' 

し
L=99.20m 

゜
I: 80 4m 

1区25号掘立柱建物跡 南北棟

建物全体規模 1 x,間 面積 9.15ボ

主軸方向 N-26° -E 庇 無し

桁 ・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

東辺 3.71 p 1 48 43 62 円形 3 71 

南辺 2.16 p 2 43 34 55 円形 216 

西辺 3.82 p 3 38 29 71.5 円形 3 82 

北辺 2.40 p 4 36 23 31 楕円形 p 1へ240 
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1区26号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 2X2間 面積 12.46ボ

主軸方向 N-64° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

北辺 3.90 p 1 40 38 ？ 不整円形 2 

p 2 38 30 39 楕円形 1 91 

東辺 3.14 p 3 42 34 28 5 楕円形 1 44 

p 4 53 33 43 円形 1.7 

南辺 3.90 p 5 37 29 ？ 楕円形 1 9 

p 6 37 35 47 円形 2 

西辺 3.08 p 7 27 25 24 円形 1 58 

p 8 42 39 23 円形 p 1へ153 

第39図 25号・ 26号掘立柱建物跡
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

23号掘立柱建物跡
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1区23号掘立柱建物跡 東西棟

1区24号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 3X2間 面積 26.45ボ

主軸方向 N-72.5° -W 庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模(cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

北辺 6.98 p 1 31 28 33 円形 2 26 

p 2 27 22 35 円形 2.38 

p 3 33 25 28.5 楕円形 2.34 

東辺 3.76 p 4 35 31 26 5 円形 1.95 

p 5 34 31 28 楕円形 1.8 

南辺 7.08 p 6 30 26 22 5 楕円形 2.36 

p 7 32 28 39 円形 2.45 

p 8 33 28 32 5 楕円形 2 26 

西辺 3.79 p 9 27 22 32 円形 p 1へ379 

建物全体規模 2X2間 面積 19.62吋

主軸方向 N -72° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模(cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

北辺 5.12 p 1 25 22 34.5 隅丸方形 P2へ2.61
p 2 30 25 37.5 楕円形 2 51 

東辺 4.22 p 3 42 34 40 5 楕円形 213 

p 4 25 22 26 楕円形 21 

南辺 4.54 p 5 24 22 39.5 楕円形 2.1 

p 6 25 21 38.5 楕円形 2.44 

西辺 3.85 p 7 28 24 40 5 円形 1.97 

p 8 19 16 95 円形 p 1へ191 

p 9 47 33 37 5 楕円形 P2へ037 
PlO 30 29 37 5 円形

24号掘立柱建物跡

九13 C̀D | m̀ | 
lm 

Pl P2 ~3 

◎ P8 ＼ 
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L~98.80m 
第40図 23号 ・24号掘立柱建物跡
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2. 中近世

29号掘立柱建物跡
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1区29号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 3X2間 面積 30.97 m 
主軸方向 N-59° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

北辺 7.80 p 1 27 25 26 2 円形 2 45 

p 2 39 34 37.5 隅丸方形 2.79 

p 3 31 27 48 5 楕円形 2.55 

東辺 3.98 p 4 32 30 62 楕円形 1 16 

p 5 30 24 62 楕円形 0 78 

p 6 27 23 61 5 円形 2 04 

（南辺） p 7 31 27 71 楕円形 2 44 

p 8 35 30 30 楕円形 1 87 

p 9 22 20 22.5 楕円形 P3へ217

pぃ

叫 叫
A' 

口
1区30号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 2X2間 面積 12.39而

主軸方向 N-62° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

北辺 3.86 p 1 30 24 24 隅丸方形 1 93 

p 2 22 19 23 円形 1.93 

東辺 3.16 p 3 29 27 42.5 円形 1 48 

p 4 28 26 31 円形 1 68 

南辺 4.14 p 5 32 26 25 楕円形 2 12 

p 6 35 28 24 5 楕円形 2 

西辺 3.13 p 7 26 20 35 楕円形 1 6 

p 8 23 20 27 楕円形 p 1へ1.53

30号掘立柱建物跡 ［ -15 へ1m
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第41図 29号 ・30号掘立柱建物跡
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

1区24号掘立柱建物跡 （第40図 付図3)

位置 A j • k -12 • 13 G 

主軸方位 N-72° -W 南集中部B群

重複無し

形態 2 X 2間(3.85~4.22mX4.54~5.12m • 13 

尺X17尺）、面積19.62可の東西棟。柱間は桁側2.1

~2.51m、梁側1.91~2.13m。柱軸からやや外れる

建物である。北辺のp1~P3はほぽ等間隔にある

が、p1は南側に偏り 、P2 • P 3は外側に外れて

いる。東辺のP3~p5もほぼ等間隔にあるが、柱

軸にのるのは南東角のp5のみで、 P3・P4は外

側に外れる。南辺は3本とも柱軸にのるが、南西角

のP7は東に偏り 、p6の位置は中央より東に寄っ

ている。西辺は南西角のp7が東に偏り、北西角の

p 1がやや南に偏っているが、中央のP8は等間隔

で柱軸にのる。柱痕跡は確認できなかった。柱穴は

隅丸方形・円形および楕円形で、長径19~47cm、短

径16~34cm、深さ9.5~40.5cmで、 P8が極端に小さ

し‘°

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区29号掘立柱建物跡 （第41回付図3 PL 9) 

位置 A h • i -16 • 17 G 

主軸方位 N-59° -W 南集中部C群

重複 南西角に12B号土坑が重複するが、直接的新

旧関係は不明である。

形態 3 X 2間（7.80mX3.98m • 26.5尺X13尺以

上）、面積30.97対の東西棟。柱間は桁側2.44~2.79

m、梁側0.78~2.04m。南西部は土坑との童複もあ

り、南西角 ・西辺・南辺の一部の柱穴が未検出とな

った。北辺はp1~P4がはほぽ等間隔にあり、柱

軸にのる。ただし、桁側の柱間が長すぎることから、

北辺が柱穴列で伸びていて、建物はp3以下で構成

される 1X 2間の南北棟である可能性もある。

柱痕跡は確認できなかった。柱穴は円形および楕

円形で、長径22~39cm、短径20~34cm、深さ22.5~

71cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

70 

1区30号掘立柱建物跡 （第41図付図3 PL 9) 

位置 A j • k -14 • 15 G 

主軸方位 N-62° -W 南集中部C群

重複 無し

形態 2 X 2間（3.16mX3.86m • 10尺Xl4尺）、面

積12.39可の東西棟。柱間は桁側1.93~2.12m、梁

側1.48~1.68m。四角の柱穴のうち、北東のp3は

やや西に偏るが、他は柱軸にのる。北辺のp1~P 

3はほぽ等間隔である。東辺はP4がやや北に偏る

が、 P4・P5は柱軸にのる。南辺はほぼ等間隔で

柱軸にのる。西辺もほぽ等間隔で柱軸にのる。柱痕

跡は確眩できなかった。柱穴は円形および楕円形で、

長径22~35cm、短径19~28cm、深さ23~42.5cmで

ある。

内部施設 無し 出土遺物 無し

1区27号掘立柱建物跡 （第42図付図3 PL 9) 

位置 A j • k -12~15G 

主軸方位 N-63° -W 南集中部C'群

重複 24号 ・30号掘立柱建物と重複するが、直接的

新旧関係は不明である。

形態 身舎部分は 7X 2間(13.96mX4.87m • 39.5 

尺X16尺）、面積76.04対の東西棟。北側に1.3mの

間隔をと って庇が付き、 全体として13.96X6.17m

の規模となる。庇は北辺全面でなく、中央の4間分

のみ付いている 。柱間は桁側1.16~2.25m、梁側

2.02~2.61m。北辺p1からp7はほぽ等間隔で、

柱軸にのるが、 P7・P8間はやや短くなっている。

またP8はやや外側に外れる。東辺はほぼ等間隔で

あるが、p8が北に外れ、中央のP9も東に外れる。

南辺は、南西角を含め西半分の柱穴が検出できなか

った。P10~P 14の柱穴は北辺と対応した位置にあ

り、柱軸にのっている。西辺は南西角を欠き、北西

角のp1も南にずれる。中央のP15は小さく、西辺

の中央でなく北に偏った位置にある。庇の柱穴は身

舎の北辺と対応する位置にあるが、西端のP18はや

や南にずれている。Pl6• Pl7は梁側の間柱の位置

にあるが、間仕切りであると同時に構造上棟持ちと
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

1区27号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 7X(2+1)間 面積 76.04ボ

主軸方向 N-63° -W  庇 北

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 問隔 (m)

北辺 13.96 p 1 25 22 35.5 隅丸方形 2.12 

p 2 38 29 38.5 楕円形 2 13 

p 3 35 32 32 円形 2 

p 4 36 32 22 円形 2 25 

p 5 37 33 38 5 楕円形 2 18 

p 6 48 43 35 隅丸方形 215 

p 7 32 28 46.5 楕円形 1 16 

東辺 4.87 p 8 41 34 47.5 楕円形 2 61 

p 9 33 30 43 円形 2 25 

（南辺） P10 28 27 51 円形 1 16 

P 11 21 18 42 円形 2.1 

P12 25 23 35 円形 2.12 

P13 36 29 32 隅丸方形 2.2 

P14 31 26 39 円形 P17へ2.35
（西辺） P15 17 15 33 円形 p 1へ2.02

P16 32 23 30 5 楕円形 P3へ218 
P17 47 34 26 5 楕円形 P4へ23

北庇 8 80 P18 35 33 36 5 円形 21 

P19 36 31 30 楕円形 2 12 

P 20 33 27 29 楕円形 2.19 

P 21 40 32 44 楕円形 2.37 

P 22 28 23 59 円形 P6へ13 

1区28号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 6X2間以上 面積 測定不可

主軸方向 N-66° -W  庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

北辺 7.62 p 1 23 19 8 円形 1 21 

p 2 29 25 11 円形 1 35 

p 3 34 31 30.5 楕円形 0 67 

p 4 25 22 17 円形 1 45 

p 5 30 25 8 隅丸方形 1 78 

p 6 31 24 10 隅丸方形 1 16 

（東辺） p 7 22 18 7 楕円形 1.28 

p 8 26 20 38 隅丸方形 0.8 

p 9 24 21 14.5 円形

A
 

＼
 -rtkへ＿11心

して配置された傾向も見える。

柱痕跡は確認できなかった。身舎部分の柱穴は隅

丸方形と円形 ・楕円形のものが混在し、長径17~48

cm、短径15~43cm、深さ22~51cmである。庇部分の

柱穴は長径28~40cm、短径23~33cm、深さ29~59cm

で数値にばらつきがある。

内部施設 無し

1区28号掘立柱建物跡 （第43図付図 3)

位置 Aj-9~llG 

主軸方位 N-66° -W 南集中部C'群

重複 無し

形態 6 X 2間以上 （7.62mX 1.36m以上・ 25.5尺

X 7尺以上）の東西棟。柱間は桁側0.67~1.78m、

梁側0.8~1.28m。南半分が検出できなかった。北

辺は間隔にばらつきがあり 、P2は内側、p5は外

側にやや外れている。東辺は柱軸にのるが、間隔は

異なっている。柱数が多く、概して柱間が狭い傾向

がある。柱痕跡は確認できなかった。柱穴は隅丸方

形と楕円形・円形のものが混在し、長径22~34cm、

短径18~31cm、深さ 7~38cmで、ばらつきがある。

内部施設 無し

‘m | 
A' 

m̀ | 

叫

出土遺物 無し

出土遺物 無し

A
 

A' 

1: 80 4m 

L=98.90m 

第43図 28号掘立柱建物跡
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B.溝 （第44~64図付図 1 P LlO~16 ・ 36~44 

遺物観察表P.273~278・ 283~286) 

1区では90条の溝が検出された。これらの溝には、

自然地形に沿って台地の縁に掘られた溝、圃場整備

直前の地割りと一致する溝、台地内部を方形に区画

する直線的に掘られた溝等がある。ここではこれら

の区分によって、方向や形態が近似した群ごとに記

述する。記述にあたって、方向や規模、位置関係、

埋没土の特徴、出土遺物の他、全体構造にかかわる

点について留意した。しかし本調査の工程は限られ

ており、すべての遺物の出土位置や新旧関係、埋没

土の土層断面等のすべてを記録できなかったことは

否めない。したがって、溝の時期については確定で

きないので、記述した溝群や関連性を触れた他の遺

構がすべて同時期に存在したとはいえない。

自然地形に沿った溝

15号・ 18号溝は台地部の南西裾部を北西から南東

の方向に掘られている。15号溝は幅l.Olm、深さ

0.65m、調査長34.8mである。これが台地縁辺であ

ることは、 1区南西部で検出された古代水田の範囲

がこの溝の南側であることからもわかる。埋没士は

15号溝の記載（第47図）が残るが、軽石とローム粒を

含む灰色土・黒色土であり、溝底面に砂の堆積はな

い。低地部で検出された818年の地震に伴う洪水層

は検出されなかった。15号溝は19号、 14号溝と、 18

号溝は19号溝と重複するが、新旧が判明しているの

は19号溝が新しく、 15号溝が古いという関係だけで

ある。15号・ 18号溝ともに出土遺物はない。

20号溝は台地の西端をほぽ南北方向に掘られてい

る。緩やかに蛇行し台地西裾を廻っている。幅3.5

m、深さ0.71mの薬研掘りの溝で、調査長は32.8

mである。埋没土は軽石粒やローム粒を含む黒色土

であるが、底面付近の一部に砂の堆積が認められて

いる。21号溝と重複するが、 21号溝の方が新しい。

出土遺物は18世紀後半の瀬戸碗と17世紀と見られる

瀬戸天目碗（473)の破片が出土しているのみである。

調査では溝の一部しか掘ることができなかったが、

北側は赤城神社北方、 2区との間にある谷の東縁の

2.中近世

溝につながると推定される。南側は先述の15号溝 ．

あるいは18号溝につながると推定される。

なお洪水層下水田に伴って検出された溝は18号溝

の南西部をやや南へ方向を変えて掘られている。こ

の溝は水田用水であるが、水源の特定は難しいが、

圃場整備前の地割りと比較すると、北西方向から流

下する荒砥川低地からの水路との関連が推定できる。

2区東谷地には818年の洪水堆積物は検出されてい

ないので、 2区東谷地ー20号溝からの配水は考えら

れない。

82号溝は1区台地東縁を南北方向に掘られている。

規模は幅1.2m、深さ0.32m、調査長13.9mである。

埋没土はローム粒を含む褐色土、軽石粒を含む黒色

土である。出土遺物は無い。

83号溝も 1区台地東縁を南北方向に掘られた溝で

ある。規模は幅2.25m、深さ1.0m、調査長6.92mで

ある。埋没土は軽石粒 ・ローム粒を含む灰褐色土主

体で中層に灰色砂のラミナ堆積が見られた（第51図）。

出土遺物はない。

82号． 83号溝にほぽ平行して圃場整備直前にも水

路があり、台地上東縁に掘られる溝の位置は継続し

ていたものと考えられる。

80号． 81号溝は1区台地東縁のさらに東側の低地

沿いを北から南に掘られている。 『荒砥宮田遺跡

I』ではこの溝を周辺から出土している 4世紀の土

器を重視して、古墳時代の溝として報告した。しか

し4世紀の土器は溝の埋没土中の出土であること、

遺物の精査によって80号溝から中世の瀬戸おろし皿

破片が出土していることが判明したことから、既報

告の時期を中世以降と修正する。

圃場整備直前の地割りと一致する溝

40号・ 41号溝は、 1区台地のほぼ中央を東西に

掘られている。40号溝には圃場整備直前の水路が重

複し、南側の41号溝は埋まって道路になっていた。

土層断面の観察でも、 40号溝が41号溝より新しい

（第48図）。 規模は東端断面でみると40号溝は幅1.8

m、深さ0.89m、調査長は62.0mである 。41号溝

は幅2.9m、深さ 1.47m、調査長62.lmである 。
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埋没土は軽石粒やローム粒を含む灰褐色土で、砂

が堆積していたのは圃場整備直前の用水路部分だけ

であった。掘削当初の機能は用水路ではなかったと

考えられる。

出土遺物はすべて 2条の溝の埋没土一括で取り上

げている。263点の土師器 ・須恵器の他、 192点の中

近世および近現代の土器が出土している。また石鉢

破片（第55図S170)や砥石(Sl73• Sl74 • Sl75)が出

土している。その中で中世と見られる土器は常滑甕

胴部破片 2点、可能性のある瀬戸天目茶碗の破片 l

点のみであり、そのほとんどは近世～現代の遺物で

ある。このような土器の出土状況から掘削は近世以

降と考えられる。

台地内部を方形に区画する溝

荒砥宮田遺跡 I区の台地は、中世から近代にかけ

て、方形を基調にした地割りが重なってきたものと

思われる。その区画の痕跡は溝として残されている

が、出土遺物が混在していること、土層断面の記録

が網羅出来ていないこと等の理由から、その変遷を

詳細に復元することはできない。ここではその足が

かりとするため、それぞれの走向が近似する主な溝

群のまとまりごとに記述する。

91号溝は1区北西部で検出された。溝内部B群の

掘立柱建物の主軸方向と近似する溝である。走向は

ほぽ南北方向である。規模は幅1.34m、深さ0.4m、

調査長19.8mである。出土遺物は全く無いので、時

期は不明である。溝内部の西側を一時期画する溝と

見られる。5号建物の他、 259号・ 261号土坑と主軸

方位がほぽ一致する。

14号溝は1区中央やや南側で検出された。91号溝

とほぼ直交する位置にあり、走向はほぼ東西である。

規模は幅2.97m、深さ0.45m、調査長38.3mである。

南集中部の掘立柱建物と主軸方位が一致する。出土

遺物は全く無いので、時期は不明である。

62号溝は溝内部C群の掘立柱建物の主軸方向と近

似する溝である。北端は94号溝に切られている。南

端はやや東に廻り込んでおり、建物群を囲むような

位置形状である。幅1.4m、深さ0.73m、調査長35.6

2.中近世

mである。出土遺物は、混入と見られる土師器16点

の他、 17世紀と見られる瀬戸 ・美濃天目碗 （第54図

493)と中世内耳鍋胴部破片が埋没土中から出上した。

43号溝は溝内部C群の掘立柱建物と同時期と考え

られる。これはC群内の17号掘立柱建物の東辺が本

溝と平行になるように変形されていることによる。

44号溝と重複しているが、土層断面の観察から本43

号溝が古いことがわかっている。南端は40• 41号溝

に切られるところまでしか検出できなかった。それ

より南が不明である。

本溝は出土遺物がなく時期を明確にしがたいが、

時期を考える上で示唆的なのは、溝の東側に並ぶ竪

穴状遺構である。これらの一部からは中世の遺物が

多く出土している。これらの竪穴状遺構が中世なら

ば、重複せず平行する位置にある43号溝も同時期の

可能性は裔い。同じように溝内部C群との関連が示

唆される62号溝の東側にも竪穴状遺構が2基並ぶこ

とが共通している。

98号溝は43号溝の南延長線上にあり、同一の溝の

可能性が高いと思われる。幅1.13m、深さ0.64m、

調査長70.2mである。出土遺物は全く無い。さらに

南には 5号竪穴状遺構が北部の遺構群の延長にあり、

98号溝以南にも同様の土地区画が続いていた可能性

もある。

37号溝は43号溝とほぼ直交する位置にある。両溝

の交点付近には古墳時代前期の19号住居があり、両

者の関係を確認できていない。37号溝は幅0.8m、

深さ0.58m、調査長18.7mである。出土遺物は無い。

本溝は竪穴状遺構群を含む区画南限の溝である可能

性があるが、 1基だけ南に離れて 5号竪穴状遺構が

あり、確定はできない。

19号溝は1区中央やや南側で検出された。43号溝

にほぼ直交し、 37号溝に平行する。規模は幅1.82m、

深さ0.72m、調査長50.8mである。出土遺物は無い

ので時期は不明である。南集中部C群の掘立柱建物

の主軸方向に一致する。

44号溝は先述した43号溝と若干方位を変えて同様

のところにある。44号溝の方が新しい。北端は発掘
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区域外で不明である。南端は西に折れて72号溝． 73

号溝として記録した溝と一連の溝と考えられる。さ

らに73号溝西端には連続はしないが、南に折れる59

号溝があり、これも関連するかもしれない。これら

の溝は、溝内部C'群の掘立柱建物群との関連を考

えることも可能であるが、 13号掘立柱建物北辺との

距離が至近であることは一考を要する。

44号溝は幅1.73m、深さ0.68m、調査長37.lm

である。72号溝は幅2.28m、深さ0.77m、調査長

16mである。 73号溝は幅2.3m、深さ1.05m、調査

長27.2mである。72号溝と73号溝の間には掘り残

しによる土橋が残されている。土橋の幅は1.6m、

長さ2.03mである。44号溝の出土遺物は無い。72

号溝は混入と考えられる縄文土器4点、土師器150

点、須恵器5点が出土しているが中近世の土器の出

土はない。敲き石（第62図S268)、磨り石(S275)、

粉挽き臼（S276• S277)等の石製品が出土している。

73号溝は土師器28点のほか、瀬戸 ・美濃陶器のす

り鉢（17世紀、 江戸）、碗（17世紀末～18世紀）、黄瀬

戸折縁1lil（第61図495、14世紀中葉から後葉）、かわ

らけ(494、中世）、内耳鍋胴部破片 ・底部破片が埋没

土中から出土している。遺物からは時期を確定する

ことは困難といわざるを得ない。

59号溝は幅1.31m、深さ0.75m、調査長16.2mで、

73号溝と北端で重複するが新旧関係は不明である。

出土土器や石器はなく、埋没土中から寛永通賓（第

63図M34)が出土している。

75号溝は44号 ・72号 ・73号溝の区画の内側（北

側）に72号・ 73号溝にほぽ平行してある。75号溝に

も中央やや東寄りに土橋が残されており、ちょうど

南側の72号 ・73号溝の土橋の北側にある。これら

の溝が同時にあったかどうかは不明であるが、二重

の堀に囲まれた区画を想定することも可能である。

75号溝の規模は幅1.36m、深さ0.81m、調査長

43.lmである。出土遺物は混入と考えられる土師器

9点と、瀬戸美濃反皿（第63図499、17世紀）、中世

の軟質陶器焙烙（496)、内耳鍋 (497)、かわらけ

(498)、砥石（S195)が埋没土中から出土している。

76 

本溝も出土遺物から時期を決定する決め手を欠くが、

72号・ 73号溝と出土傾向は同様である。

またこれらの溝による区画内部の東部には、方向

が一致する61号・ 245~251号 ・255号・ 256号 ・265号

• 274号土坑があり 、一定の間隔で平行してあり 、区

画の存在を想定させる。

42号溝は44号溝のほぼ4m東側に平行する。44号

溝のように西に折れず、そのまま南にのびている。

南部分は33号溝と して記録した。42号溝は前述した

竪穴状遺構群に重複しているが、20号竪穴状遺構と

の重複関係から、 42号溝の方が新しいことが判明し

ている（第49図）。出土遺物は混入と考えられる土師

器12点と、瀬戸美濃鉄絵皿（第54図478、17世紀前

半）、中世軟質陶器内耳鍋（479他3点）、焙烙 1点、

かわらけ(477)、砥石(S176)等が出土している。

94号・ 20号・ 68号溝は、比較的幅が広く深い溝で

ある。いずれも方形区画の隅部が検出された。

94号溝は1区北西隅で検出された。区画溝の南東

隅が検出された。規模は幅3.29m、深さ2.39m、調

査長14.2mである。91号溝と重複するが、 94号溝の

方が新しい。埋没土は軽石とローム粒を含んだ褐色

土である。砂の堆積はない。出土遺物は混入と考え

られる土師器43点、須恵器2点のほか、 44点の中近

世以降の土器が出土した。陶器は17世紀前半と見ら

れる黄瀬戸鉢（第64図539• 540)や中世の常滑甕(543

• 546)等が出土しており、磁器の出土は無い。軟質

陶器は中世から江戸にかけての内耳鍋・焙烙・すり

鉢が埋没土中から出土した。石製品は砥石(Sl96• 

Sl97 • Sl98)がまとま って出土した。出土した土器

にはやや時間幅があり 、溝の時期を確定することは

できない。

21号溝は1区中央の台地西縁で検出された。方形

区画の北東部が検出されたものと推定される。規模

は幅2.43m、深さ1.15m、調査長36.9mである 。

東辺には掘り残しの土橋がある。20号溝と重複して

いるが、土層断面から本21号溝の方が新しいことが

わかっている（第47図）。出土遺物は混入と考えられ

る縄文土器 l点、土師器32点、須恵器 l点のほか、



中世と見られる瀬戸美濃おろし皿（第54図474)、焙

烙（475）、火鉢(476)、石鉢(S169)が出土している。

江戸期の可能性のある焙烙破片も出土しているが、

比較的中世の遺物がまとまっており時期を示唆する

が、確定的ではない。

68号溝は1区北辺で検出された溝で、東半分を調

査できた。区画溝の南東隅にあたる。65号溝、 67号

溝と重複するがいずれの溝より 古い（第50図）。 底面

中央に掘り残し部分があり、 2条の溝になっている

が、同時に掘られたものと土層断面からは判断でき

る。埋没土はローム粒を含む茶色士であるが、中位

に灰色砂層の記載がある。67号溝は、 68号溝の北縁

に沿って掘られており、 68励溝以来の地割りを残す

時期に掘られたと考えられる。

出上遺物は混入と考えられる土師器223点、須恵

器24点の他、中近世以降の陶器33点、磁器4点、軟

質陶器118点が埋没土中から出土した。陶器には

12~13世紀のものと見られる常滑の片口鉢（第56図

513)や甕(517)や、 17世紀を中心とする瀬戸美濃皿

類(505~511)がある。磁器は江戸期の肥前青磁皿

(512)や17世紀前葉から中葉の肥前碗（514)や15世紀

と見られる中国白磁皿（515)がある。軟質陶器は中

2.中近世

世と見られる内耳鍋破片 （第57図516• 525 • 528 • 

529)や江戸期まで下ると見られる焙烙(519• 520 • 

521 • 522 • 523 • 524 • 526)も埋没土中から出土し

ている。また16世紀と見られるかわらけの完形品

（第56図530)がEs-17グリッドの底面上16.5cmの

ところで出士している (PL14)。出土遺物には時間的

に幅があり、 68号溝の時期の決め手を欠くが、完形

のかわらけが底面付近で出土しており、 68号溝の時

期に近いものと推定する。また多くの砥石（第58図

S 181~S192)や、軽石製の円形砥石(S258)磨り石

（第59図S193• S266 • S180 • S267)や敲き石(S179• 

S280)、粉挽き臼（第60図S194• S206)、五輪塔空風

輪（S279• S177）、水輪（S178)、台石(S281) などの

石製品・石造物が出土した。

また発掘区西端の底面に 4基の橋脚柱穴が検出さ

れた。橋脚の幅は1.33m、長さは1.67mである。前

述した72号・ 73号溝の土橋の方向との関連性が考え

られるが、若千本溝の橋が西にずれている。橋の方

向と位置が一致するのは、後述する52号・ 53号溝と

66号溝の間の空間であり、これが橋につながる側溝

をもつ道の可能性も考えられよう 。

この52号 •53号溝や66号溝は比較的幅が狭く、浅い

＇ 
1► m̀ | ¥+ m| 

---

68溝

｀ 
＼ ／／  l LJ(¥土 17塁

ト、 |> 叫 叫

゜
l 80 4m 

第45図 l区68号溝橋脚ピット
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

溝が直線的に掘られている。同様な形態を示す溝は、

1区北半部を東西に二分しさらに南北に三分割する

ような配置を見せ、内部を区画するように見える。

これらの溝を北から順に記述する。

52号・ 53号溝は1区ほぽ中央に南北方向に掘られ

ている。52号溝の規模は幅0.38m、深さ0.52m、

調査長は26.2mである。53号溝の規模は幅0.7m、

深さ0.75m、調査長は全体で46.4mである。この溝

は40• 41号溝で切られとぎれるが、南側の延長線上

には30号・ 29号溝がある。これらは規模や方向が

一致することから、 一連の溝の可能性もある。そう

すると全体の調査長は85.5mとなる。

心芯間で4.5~5m隔てて、東側には66号溝があ

る。規模は幅0.63m、深さ0.14m、調査長は20m

である。66号溝も72号 ・73号溝でとぎれるが、南側

には51号溝があり、一連の溝と考える。全体の調査

長は102.3mとなる。

出土遺物は52号 •53号 ・ 30号 ・ 29号溝は混入と考

えられる土師器3点のほか、中世から江戸と考えら

れる瀬戸美濃の碗の破片、中近世の焙烙破片、近現

代の鍋破片が出土しているのみである。66号・ 51号

溝は混入と考えられる土師器 l点のほかは出土遺物

が無い。

埋没土の記載は無く、 68号溝との比較等はできな

い。68号溝底面近くで出土したかわらけの時期が中

世とすれば、橋使用の時期もその前後となり 、52号

• 53号・ 30号溝と66号． 51号溝を側溝とする道の時

期もそのころになるが、決め手に欠ける。

52号・ 53号溝の西側には、 平行する93号溝、 88号

溝があり、ほぼ直交する87号・ 86号溝と、 25号・ 26

号溝、 27号・ 28号溝が三分するような位置に掘られ

ている。北側の区画には96号溝や方形に廻る89号溝

があり、内部の区画に関係するように見える。中央

の区画には東西方向の85号・ 64号溝、方形に廻る54

号． 55号・ 56号・ 58号溝があり、内部区画を推定さ

せる。南側の区画には溝はない。これらの溝はいず

れも幅0.35~0.83m、深さ0.16~0.52mで共通する。

埋没土は記載がなく詳細は不明である。出土遺物は

78 

無い。

66号・ 51号溝の東側も西側と同様に、南北を三分

する位置に79号・ 39号溝が、さらには南側にやや

狭い間隔をおいて36号溝がある。北側の区画には

内部を区画する溝はない。中央の区画には45号・ 46

号・ 47号 •48号・ 71 A号溝が方形に L字形にあり

内部を区画している。これらの溝はいずれも幅

0.57~0.9m、深さ0.15~0.31mで共通する 。埋没

土は記載がなく詳細は不明である。出土遺物は46

号溝に土師器6点、 47号溝に土師器4点が出土して

いるほか、 46号溝に15世紀頃と考えられるかわら

け（第54図480)や軟質陶器破片が出土しているのみ

である。

その他の溝

以上区画を想定できる溝以外に、いくつかの溝が

存在する。溝内部のなかには後述する細長方形土坑

と形態的に区別できないものも溝として記録したも

のがある。これについては溝の記述からはずすとこ

とし、溝一覧表(P.260~261)に明記した。

また、 1区中央部にある11号・ 13号・ 38号溝はそ

れぞれ幅2.86m、深さ0.48m、幅2.78m、深さ0.76m、

幅2.30m、深さ0.20mの形態の一定した溝である。

断面形も箱形で、他と異なる。埋没土も表土に似た

軽石細粒を多く含む灰色士であることから、新しい

時期の耕作に関わる痕跡と考えたい。

Cqラインから南には、緩やかに湾曲する東西方

向の12号・ 16号・ 17号・ 32号溝が揺られている。

これらは台地を東西に掘り込んでおり、圃場整備前

の地割りとも一致しない。また直線的に掘られた他

の区画溝とも異なっている。それぞれの規模は12

号溝が幅1.7m、深さ0.82m、調査長30.4m、16

号溝が幅1.42m、深さ0.31m、調査長30.lm、17

号溝が幅1.14m、深さ0.45m、調査長29.6m、32

号溝が幅1.2m、深さ0.43m、調査長5.48mである。

12号溝の埋没土は軽石粒 ・ローム粒を含む灰色土、

17号溝は軽石粒・ローム粒を含む灰褐色土層の中位

に砂層を挟む。16号溝は記載がなく不明である。17

号溝は12号溝より古い。出土遺物は12号溝で混入と



2.中近世

10号溝 1区10号溝 A-A' 

1.浅間B軽石 榛名ニッ岳軽石を含む黒色土が塊で入っている。

A
 

A' 

一l―ン一
L=98.50m 

l区12号溝 A-A' 

12号溝

12号溝

土

1.灰色土

2.灰色土

榛名＝ッ岳軽石とロ ーム粒、鉄分凝集を含む粘性をおびた土層。

榛名ニッ岳軽石とローム粒とを多量に含む。

A' 
3.灰黄褐色土 榛名＝ッ岳軽石とロームの小塊と粒を多量に含み、口 ＿ム粒が層をな

している。

4.灰色土

5.灰色土

6.灰色土

17号溝

榛名ニノ岳軽石とローム粒を含み、やや粘性をおびた土層。

榛名＝ノ岳軽石と鉄分凝集を含む。

榛名ニソ岳軽石と鉄分凝集、ロ ームの小塊を含む。

L=99.20m 

13号溝

□三二 三

7.黒褐色土 榛名＝ッ岳軽石と鉄分凝集、ロ ームの小塊を含む。

8.黒褐色土 榛名ニソ岳軽石と鉄分凝集、ロ ームの小塊を含み、更にローム粒を多

最に含む。

1区13号溝 A-A' 

13号溝

1. 灰色土 浅間B軽石と鉄分凝集を多鑓に含む。

2.灰色土 浅間B軽石と鉄分凝集を多鼠に含む。 1層よりやや

粘性を帯びる。

3.砂 褐色を呈する。

A' 

15号住居

4.灰褐色土 榛名＝ッ岳軽石とロ ーム小塊と粒及び鉄分凝集と

を含む。

5.灰褐色土 榛名＝ソ岳軽石とロ ーム小塊と粒を多最に含む。

1区13号溝 B-B' 

13号溝

ロ ニ且 :17::

浅間B軽石と鉄分凝集を多量に含む。

浅間B軽石と鉄分凝躾を多最に含む。 1層よ

りやや枯性をおびる。

3.黒褐色土 榛名ニソ岳軽石 （親指頭大）粒を多量に含む。

4.砂

5.褐色土 榛名ニソ岳軽石とローム塊を含むしまりのな

い土層。

c
 三 ＿＿

1区13号溝 C -C' 

王 13号溝
1.灰色土 浅間B軽石と鉄分凝集を多量に含む。

2.灰色土 浅間B軽石と鉄分凝集を多量に含む。 1層よりや

や粘性をおびる。

14号溝

3.黒褐色土 榛名ニッ岳軽石 （親指頭大～小粒子）を多贔に含

むしま った土層。

4.黒褐色土 榛名ニッ岳軽石 （粒子は小さい）を含み、ローム

塊を多最に含む。

ロ ロニニ二］上
L=99.30m 

1: 50 2m 

1区13号溝 D-D' 

13号溝

1.灰色土 浅間B軽石と鉄分凝梨を多量に含む。

2.灰色土 浅間B軽石と鉄分凝集を多量に含む。 1層よりやや粘性

をおびる。

19号溝

3.褐色土 榛名ニッ岳軽石を多量に含み、更にロ ーム粒を含むサラ

サラした土層。

4.褐色土 榛名ニソ岳軽石を多最に含み、更にロームの小塊と粒を

多羅に含む、ややしま りのない土層。

第46図 1区溝の土層断面（ 1)10 • 12 • 13号溝

79 



第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

15号溝

A
 

6 7 A' 

L=99.20m 

20号溝

1区15号溝 A-A' 

19号溝

1. 灰褐色土 榛名ニソ岳軽石を多最に含みサラサラした土層。

2.灰褐色土 榛名ニッ岳軽石とロ ーム粒を多量に含むサラサラした土層。

3.黒褐色土 榛名ニッ岳軽石とロ ーム粒を多枇に含むサラサラした土層。

4.黒褐色土 榛名ニッ岳軽石とロ ーム粒、ロ ームの小塊を多最に含むサラサラした土層。

5. ローム

15号溝

6.灰色土 榛名ニソ岳軽石とロ ーム粒を含むサラサラした土層。

7.黒色土 榛名ニノ岳軽石とロ ーム粒を含むサラサラした土層。

1区20号溝 A-A' 

21号溝

1.暗褐色土 浅間C軽石等の軽石を多く含み、黒色土の塊も

ロロロ虞二上
7 6 

混入する。上部からの攪乱。

2.暗褐色土 浅間C軽石等の軽石を含み、ローム、明褐色土

の小塊を含む。

3.黒褐色土 浅間C軽石等の軽石を多く含む。

4.黒褐色土 浅間C軽石等の軽石を多く含む。焼土をやや多

く含む。

20号溝

5.黒色土 浅間C軽石を多最に含む。浅間C軽石が殆ど純

層で入っている。

6.黒色土 粒密で粘性やや強い。

7.黒褐色土 黒色土中にロームの小塊が混入する。

B
 

L=98.50m ニ
21号溝

A A' 

B' 1区20号溝 B-B' 

1.暗褐色土 浅間C軽石等の軽石を多く含み、

黒色土の塊も混入する。攪乱。

2.暗褐色土 浅間C軽石等の軽石を含み、ロ ー

ム、明褐色土の小塊を含む。

3.黒色土 浅間C軽石を多量に含む。浅間C

軽石が殆ど純層で入っている。

4.明褐色土 ロームと砂の小塊を少麓含む。

5.黒色土 粒密で粘性がやや強い。

6.黒褐色土 黒色土中にロ ームの小塊が混入。

西半部に砂が少量堆積する。

7.暗褐色土 軽石等を少蓋含み、ロ ームの小塊

等を多く含む。

L=98.50m 

1区21号溝 A-A' 

1.黒褐色土 ローム塊 （直径5mm)榛名ニソ岳軽石 （直径5mm)を全体に含む。一部

分でローム流入土がある。

2.黒褐色土 ローム塊 （直径0.5~3cm) を混入。わずかに粘性がある。

3.褐色土 2層に類似。

4.黄褐色土 ローム層の 2次堆積。

24号溝

A
 

A' 

1区24号溝 A-A' 

1.灰褐色土 榛名ニッ岳軽石とローム粒を含む。

2.灰褐色土 榛名ニソ岳軽石とローム粒と鉄分凝梨を含む。

3.砂 鉄分のため褐色を呈する。

4.灰褐色土砂とローム粒を含む。

5.灰褐色土 鉄分凝集とロ ーム粒を含む。

L=99.25m I: 50 2m 

第47図 l区溝の士層断面（2)15 • 20 • 21 • 24号溝
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2. 中近世

A

＿
 

A' 

s = ⑤I 

40号溝

1区40号・ 41号溝 A-A'

地山

1.暗灰色土 榛名ニッ岳軽石と鉄分凝集を含む。

2.暗灰色土 榛名ニソ岳軽石と鉄分凝集とロームの小塊と粒を多最に含み、ロームが層をなしているところもある。

40号溝

3.暗灰色土 榛名＝ y岳軽石と鉄分凝集とロ ームの小塊と粒と炭化物を含む。

4.暗灰色土 榛名ニソ岳軽石と鉄分凝集とロームの小塊を含むしまりのない土層。

5.暗褐色土 榛名ニノ岳軽石と鉄分凝集を含み更にローム塊を多量に含む。

6.暗灰色土 榛名ニッ岳軽石と鉄分凝集とロームの小塊を含む。

7.砂 土管等が入っている。

8.暗褐色土 ローム塊やコンクリ ート等を含む。

41号溝

9.灰褐色土 榛名ニッ岳軽石と鉄分凝集とロームの小塊と粒を含む。

10.暗灰色土 鉄分凝集とロ ームの粒を含み、やや粘性をおびる。

11.灰褐色土 ローム粒を多量に含む。

B

＿
 

B‘ 

1区40号・ 41号溝 B-B' 

40号溝

1.暗灰色土 鉄分凝集を含む耕作土。

2.暗灰色土 鉄分凝集、ロ ーム塊、砂を含む。

3.暗灰色土 ロームの小塊を多量に含む。

4.暗灰色土 ローム塊と砂を含む。

5.暗灰色土 ロームの小塊を含み、やや粘性をおびる。

41号溝

6.灰褐色土 榛名ニソ岳軽石とローム塊を多量に含む。

7.暗灰色土 榛名ニノ岳軽石とロ ーム塊と鉄分凝集を含む。

8.黄褐色土 ロームが埋土となったもの。

9.暗灰色土 ローム塊を多量に含む。

10.暗灰色土 ロームを含み粘性をおびる。

11.黄褐色土 3の類似層。3層よりやや暗い。

12.暗灰色土 非常に粘性が強い。
1: 50 2m 

第48図 1区溝の土層断面 （3)40 • 41号溝
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

42号溝

A
 

ー 3 4 霊゚s s 

B
 

ー

6
 

3

0

 

ー

4
 

2
 

7
 

ーー

5
 

乱

6

撹

，

8
 

B
一

L=99.50m 

44号溝
A
 

A' 

三
L=99.60m 

59号溝

A
 

A' 

1区42号溝 A-A' 

42号溝

A' 1.暗灰色土 榛名ニノ岳軽石、鉄分凝集、ローム粒を含むしま

った土層。

2.暗灰色土 榛名ニソ岳軽石を含み、更にロームの小塊と粒と

を多最に含む。

3.暗灰色土 ロームの小塊と粒とを多屈に含み、サラサラした

土層。

55号土坑

4.黒褐色土 榛名ニッ岳軽石を含み、更にローム粒と小塊を多

醤に含む。石と共に一度に埋土した状態である。

l区42号溝 B-B' 

42号溝

1.灰色土 ローム粒滉入。浅間C軽石を少籠含む。

20号竪穴

2.灰褐色土 浅間C軽石を少量含む。

3.灰褐色土 浅間C軽石とロ ーム粒を少贔含む。

4.灰褐色土 浅間C軽石を少量含む。 1層より黒みが強い。

5.灰褐色土 ローム塊を含む。浅間C軽石を少麓含む。 1層よ

り黒みが強い。

6.灰褐色土 浅間C軽石を少飛含む。1層より黒みが強い。ロ

ーム粒をしま状に含む。

7.紫灰色土 浅間C軽石、炭化物を少巌含む。浅間B軽石を多

贔に含む。

8.紫灰色土 浅間C軽石、炭化物、ローム粒を少量含む。浅間

B軽石を多量に含む。

9.灰褐色土 浅間C軽石と榛名ニソ岳軽石とロ ームの混土。

10.灰褐色土 ローム塊。

11.褐色土 浅間C軽石と榛名ニソ岳軽石を含む。

1区44号溝 A-A' 

1.暗灰色土 榛名＝ッ岳軽石、鉄分凝渠を含む。

2.灰褐色土 榛名＝ッ岳軽石、ローム塊、黒褐色土塊を含む。

3.灰褐色土地山崩落土。

1区59号溝

59号溝

1. 暗黄褐色土

2.黒褐色土

3.暗黄褐色土

4.暗黄褐色土

A-A' 

ロ＿ムの大塊を多罷に含む。

ローム小塊を少量含む。

ロームの小塊を多く含む。

ロームの大小の塊を多く含む。

B B' 

L -99/  

82号溝
A
 二ロ支：

A' 

170号土坑

5.明褐色土 ロームと褐色土の小塊が混在。

1区59号溝 B-B' 

59号溝

1.暗褐色土 ローム小塊を少贔含む。

2.暗褐色土 ローム小塊をやや多く含む。

60号溝

3.暗褐色土 ロームと褐色土が小塊で混在。

38号住居

4.黒褐色土 浅間C軽石を含む。黒色土中に

ロームの大小の塊が混入。

5.暗黄褐色土 ロームの大小の塊が混入。

L=99.50m 

゜
I: 50 

1区82号溝 A-A' 

1.現耕作土

2.鉄分凝集層

3.褐色土

4.黒色土 浅間C軽石、榛名ニッ岳軽石を含む。

5.黒色土塊

6.褐色土 わずかに細砂、黄色軽石、浅間C軽石を含む。やや粘質土。

7.褐色土 細砂、黄土塊等混じる。

第49図 l区溝の土層断面 （4)42 • 44 • 59 • 82号溝
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2. 中近世

65号～68号溝

A 14 12 10 A' 

L=99.70m 
64号溝

1区68号溝 A_A' 

攪乱

1.茶褐色土 ボソボソしている。

65号溝

2.茶色土 ローム粒、褐色粒を含む。

67号溝

3.黄色土主体。灰色土塊を含む。

68号溝

4.茶色土 ローム粒、褐色粒を含む。やや粘性あり 。

5.黄茶色土 ローム粒をわずかに含む。粘性あり 。

6.灰茶色土 ローム粒をわずかに含む。粘性あり 。

7.黄茶色土 口＿ム粒をやや多く含む。

8.灰茶色土 白色粘土粒塊、灰色粘土粒塊を含む。

9.茶色土 茶褐色粘土塊、ローム粒を含む。

10.灰色土（やや茶色） 灰色粘土と茶色粘土粒の互層。

11.茶色土（やや灰色） ローム粒、白色軽石、細砂等を含む。

12.灰色砂層

13.灰色粘士 わずかにローム粒を含む。

14.茶色土 （やや灰色）

15.黄茶色土 粘性あり 。灰色土と黄色土、茶色土の互層。

16.黄茶色土 13層よりやや明るい。粘性あり、ふかふかしている。

44(72)号・ 48号・ 71号溝

A
 

A' 

3 I 2 

L=99.20m 

1区64号溝 A-A' 

103号土坑

］．明褐色土 ロームの大小の塊を多量に含む。

ピット

2.暗褐色土 ローム小塊を多量に含む。

64号士坑

3.明褐色土 ロームをやや多く含む。

A
 

A' 

12 11 

L=99.60m 

1 区44号・ 48号・ 71号溝 A~A'

44号（72号）溝 1.褐色土 砂質。

2.茶褐色土 砂質。ローム塊、ローム粒を均ーで多量に含む。角閃石安山岩が一部に入る。

3.暗褐色土 砂質。4層からローム層をのぞいた土層。

4.攪乱土層 ローム塊、石等を含む。砂質。

5.暗黄褐色土 僅かに粘性がある。ローム塊、角閃石安山岩を含む。

41号住居 6.褐色土 砂質。ローム塊、礫混入。

7.褐色土 シルト質。一部にローム塊を含む。

106号土坑 8.茶褐色土 ローム塊をわずかに含む。

9.暗茶褐色土 ローム塊、角閃石安山岩を全面に均一包含。砂質土層である。

71号溝 10.茶褐色土 全体均一角閃石安山岩混入。砂質土層。

48号溝 11.黄褐色土 全体にローム塊を均ーに含む。し まりのない土層。

12. ローム塊 ゜
I: 50 2m 

第50図 l区溝の土層断面 (5)64~68 • 44 (72) • 48 • 71号溝
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

73号溝

A
 

A' 
1区73号溝 A-A' 

168号土坑

1.褐色土 ローム小塊をやや多く含む。

73号溝

2.褐色土 ローム小塊を少最含む。

3.暗黄褐色土 ロームの大小の塊を多く含む。

4.明褐色土 ロームの大小の塊を少量含む。

B
 

B' 

ーロニ／

1区73号溝 B-B' 

137号土坑

1.褐色土 ロームの大小の塊を少量含む。

73号溝

2.明褐色土 口＿ム小塊をやや多く含む。

3.褐色土 ローム小塊を少董含む。

4.暗褐色土 ローム小塊を少量含み、粘性が

強い。

5.暗黄褐色土 ローム粒が堆積。

c
 

C, 1区73号溝 C -C' 

1. 明褐色土 ロームと褐色土の小塊が混じり合っている。2層よりロームの量が

1

2

3

4

 

多い。

2.明褐色土 ロームと褐色土の小塊が混じり合っている。

3.黄褐色土 ロームの大塊が混入。

4.暗黄褐色土 ローム粒と暗褐色土粒が相互にラミ ナ状に堆積。

D
 

D‘ 
1区73号溝 0-0' 

l．灰褐色土 榛名ニッ岳軽石とロ ーム粒を含む。

2.灰褐色土 榛名ニッ岳軽石を含み、更にロ ームの小塊を多量に含む。

3.灰黒色土 榛名ニノ岳軽石とローム粒を含むしまりのない土層。

4.灰黒色土 榛名ニッ岳軽石とローム粒を含む。

5.灰黒色土 榛名ニソ岳軽石とローム粒と黒色土の小塊を含む。

L~99.30m 

83号溝

A A 

1区83号溝 A-A' 

1.現耕作土

2. ラミナ堆積の灰色細砂

3.灰褐色土 黄色軽石、ローム粒、白色軽石を含む。粘質土。

4.灰褐色土 黄色軽石、ローム粒、白色軽石、細砂小塊滉じり 。粘質土。

5.褐色土塊

6.黄褐色土 地山の黄色土主体。灰色土帯状に入る。

l: 50 2m 

L=99.70m 

第51図 1区溝の土層断面 (6)73 • 83号溝
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2. 中近世
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

．
 

ヽ
・，
 

•‘ 9
,

.
 

口
ーこロニ

S193 

□ 

ー。ロ
S266 こ

皐

S180 

S267 

I: 3 10cm 
S179 

忍

●t 

｀

応

＞

唸
•9. 

万べ

J

岱

ノ

：
~
｀
ヽ
忍
気
）

`
CJ．名
•
賃
~
J
心

e
t
J
心
：
冒
し
口
J

汰．

S280 

l : 4 10cm 

S280 

第59図 1区溝の出土遺物 (7)68号溝④

92 



2. 中近世

ロ
S194 

一

ロoS206 

S279 

S178 

＇り；；，高咬3.ぶ

1: 6 20cm 

第60図 1区溝の出土遺物（8)68号溝⑤

93 



第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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第4章 荒砥宮田遺跡の逍構と遺物

見られる土師器22点、須恵器4点のほか、中世と見

られる常滑甕（第53図469)や鉢（471)、茶釜形の軟

質陶器(470)と江戸から近現代と見られる鍋破片、

石鉢(Sl68)が出土している。17号溝からは江戸と

見られる焙烙破片（第54図472)が出土している。16号

溝の出土遺物は無い。

また 1区中央部にある24号溝も走向が他と異なる

溝である。中央部を南北方向に掘られた52• 53号一

30号溝の南の延長とも考えられるが、走向が西にず

れることは地割りとは考えにくい。

り＼こ冒／

＼ 

(‘]78溝501ゞ 、98 鬱 I I 
78溝500

． 
＼ご□三ご
。和99

゜
I. 4 10cm 

497~499 501 

／ 
， n.. ·~ ぷ 9 1ご吋．） ．:.. →0.り 『か.'_¥＇ ＂"＞ ・

・’・デ ’ー三 、しハ必ぶ‘，•ド，←出’土’’ ’ ぶる，

'亨均ぷ亨

75溝496

-59溝M34
゜
I.I 2cm 

M34 

口 75溝S195

i 1 : 3 10cm 

I ” I 
75溝497 496 500 • 538 S 195 
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

C.井戸 （第65~67図付図 1 PLll • 16~18 • 21 • 44~ 

46 遺物観察表P.278• 286~288) 

荒砥宮田遺跡1区で検出された井戸は67基である。

前述のように 1区は中近世を通して、溝に区画され

た掘立柱建物群が屋敷を形成してきたところである。

これらの井戸はその屋敷に付随するものと考えられ

るが、井戸の確実な時期が決定できないことから、

どの建物にどの井戸が伴うかを判断することは難し

い。ここでは、個々の井戸としての調査結果を記載

するにとどめたい。

まだ煩雑さを避けるため、個々に井戸について記

述することはさけ、形態や規模、出土遺物について

特徴的な事項を記述する。第65~77図には、主な出

土遺物図と平断面図の集成を掲げた。規模の計測値

は巻末に一覧表にまとめた。なお埋没土や出土遺物

の出上位置の記録は網羅できなかった。

井戸の平面形は円形あるいは楕円形で、円筒状に

掘られている。すべて素掘りの井戸で、上屋構造等

を推定できるものもなかった。

出土遺物のうち、土器の出土は少ない。9基の井

戸から合計23点が出土しただけである。比較的時期

がわかる陶器は36号井戸から江戸時代と見られる製

作地不詳の徳利（第67図560)、48号井戸から17世紀

から18世紀と見られる瀬戸美濃皿（第67図561)・碗

(562)、65号井戸から17世紀後半と見られる志野丸

皿破片、 66号井戸から11~13世紀と見られる瀬戸美

濃壺の破片が出土している。軟質陶器は中世と見ら

れる内耳鍋 （第68図563)が53号井戸から、 17~18

世紀とみ られる鍋（第69図564)が66号井戸から、

その他、焙烙やかわらけの小破片が井戸から出土し

ている。

石造物の出土量は多く、取り上げてきたもので自

然石以外についてはすべて掲載した。4号井戸や67

号井戸からは板碑が出土しているが、時期のわかる

破片ではない。2号井戸や48号井戸からは五輪塔の

火輪が出土している。また 2号井戸からは大型の砥

石の半欠や敲打痕が著しく残る大型の石器が出土し

ている。この敲打痕のある石器は18号井戸や54号井

戸、 61号井戸にも出土している。特に18号井戸の第

67図S202は磨り面の凹みも顕著で特徴的な石器であ

る。このほかに粉挽き臼の破片(53号井戸第68図

S288 • 59号井戸第69図S291)や石鉢（53号井戸第

68図S289)、砥石(61号井戸第69図S292)といった日

常生活用品も出土している。

こニニニロニニ7 4井S285

l: 6 20cm 

1井S199

第65図 l区井戸の出土遺物(1) 1 • 4号井戸
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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2.暗灰色砂 灰白色砂塊、及び砂礫を含む。1層より暗い。

3.暗灰色砂 2層より暗い砂層で、 2層の底面より lm以上深い。
L=98.40m 
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D.土坑（第78~99図付図 1 P L18~20 • 46 • 47 

遺物観察表P.278• 279 • 289) 

本遺跡 l区で検出された中近世と見られる土坑は

282基である。調査時には縄文時代 ・古墳時代の土

坑を除く 329基の土坑を調査したが、整理作業を経

て、不明あるいは定形的でないものを除き、また検

討の結果、土坑墓や竪穴状遺構とすべきと判断した

ものを除くと282基になる。

前述のように 1区は中近世を通して、溝に区画さ

れた掘立柱建物群が屋敷を形成してきたところであ

る。これらの土坑も、その屋敷に付随するものが多

く含まれていると考えられるが、出土遺物も少なく、

土坑の確実な時期が決定できないことから、建物に

付随する土坑を特定することは難しい。

以上のようなことから、土坑を個々に記述するこ

とは煩雑になるので、土坑についての記述は下記の

ようにした。土坑の平面形態から 5つに分類し、第

78~99図に、主な出土遺物図と平断面図の集成を掲

げた。形態・規模の計測値は巻末に一覧表にまとめ

た。土坑として記録したが検討の結果土坑からはず

したものや、記録不明で欠番とせざるを得なかった

2.中近世

ものは、 一覧表に明記した。埋没土や出士遺物の出

土位置の記録は網羅できなかった。

土坑の平面形は①円形、 ②楕円形、③隅丸方形、

④方形、 ⑤長方形、 ⑥細長方形の6種に分けられた。

それぞれ規模の幅がある。大型の円形 ・楕円形・方

形のものは墓等の特別な用途がある可能性もあるが、

出土遺物等から裏付けられなかった。長方形・細長

方形の土坑は、区画溝と平行あるいは直交する方向

に掘られているものがあり、当時の地割りと関係し

た土坑と考えられるが、確証がない。

また 1区で検出された溝90条のうち、 25条は長さ

10mに満たないものである。形態的には土坑で分類

した細長方形と変わらないものが多い。調査時には

溝としているので煩雑さをさけるため、本報告書で

は溝のままで遺構一覧表に記載し、個々の記述も省

略した。これらの遺構も、細長方形の土坑と同様に

方形区画の溝に平行・直交するものが多く、 屋敷を

構成していた遺構群あるいは、屋敷地以降の地割り

に沿って掘られたものと考えられる。

上坑の出土遺物はあまり多くない。このうち土器

は図示した遺物の他、 16基の上坑から32点中近世
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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第4章
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荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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2. 中近世

7号土坑 202号土坑
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L=99.40m 

1区72号土坑 A-A' 

1.茶褐色土 榛名ニッ岳軽石、角閃石安山岩（直径2~3 mm)を含む、しまった土。わずかに木炭を含む。

2.暗褐色土 榛名＝ッ岳軽石、角閃石安山岩（直径2~3 mm) を含む、しまった土。

3.黄褐色土 ローム崩落土。

4.攪乱
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A
 

叫
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叫
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上

¥ r 
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第86図 1区土坑 （7)方形②
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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口
A' 

上
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土△

口

Ca-18 

~ 2m 

A' 

叫 ＼
 
叫

1区168号土坑 A-A' L=99.10m 

168号土坑

1.褐色土 ローム小塊をやや多く含む。

73号溝

2.褐色土 ローム小塊を少量含む。

3.暗黄褐色土 ロームの大小の塊を多く含む。

4.明掲色土 ロームの大小の塊を少最含む。

」

A' 

叫
A' 叫

L=99.60m 

第87図 1区土坑 （8)方形③
1 : 60 Zm 

120 



2. 中近世
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102 • 103号土坑

1. 明褐色土 口＿ムの大小の塊を多最に含む。

ピット

2. 暗褐色土 ロームの小塊を多量に含む。

64号溝

3. 明褐色土 ロームをやや多く含む。
A' 
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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15 • 17号土坑
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2. 中近世
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A A' 

A
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珈

8
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ヘ

\

~ 

B
_
 

上

旦

46住

-A 
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六 L=99.60m 

A~ _J ¥ 

- 11 

59 
L j）上 m`|

溝

西へ1m

A A' 

叫

1区92号上坑 A-A' 

1.灰褐色土 榛名ニソ岳軽石とロ ーム小塊を含む。

2.灰褐色土 榛名ニッ岳軽石を含み、ロームの小塊を多量に含む。

3.灰褐色土 榛名ニソ岳軽石を多量に含み、ロ ームの小塊を含む。

L=99.10m 

1区96号土坑 A-A' 

1.明褐色土 ロームと褐色土が小塊でまじり合っている。

4.灰褐色土 榛名＝ッ岳軽石を多量に含み、ロームの小塊を含む。3層よ り明るい。 2.明褐色土 l層と同様でロ ームの量が多い。

5.黄褐色土 ローム塊。 3.黒褐色土 ロームの小塊を少最含む。

6.灰褐色土 榛名ニッ岳軽石とロ ームの塊を含む。ローム塊が全体の1/3程度になる。4.明褐色土 ローム粒が堆積。

7．灰褐色土 4層の類似層。4層より暗い。 叫 ＼ 叫
8.黄褐色土 ローム塊。

9．灰黒色土 榛名ニッ岳軽石とロ ーム粒を含む。 268号土坑 -A -/7下ニロ：ー（―¥） ム上
10.灰黒色土 榛名ニッ岳軽石とローム粒を含む。9層よ り暗い。

11.黄褐色土 灰褐色土の塊を含む。

93号土坑 fh:]よ＼ 吋
+18 
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A' 

叫

寸 吋

第90図 1区土坑 (11)長方形①
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

48 • 49 • 50 • 51号土坑 170号土坑
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1区170号土坑 A-A' 

59号溝

1.暗黄褐色土 ロームの大塊を多最に含む。

2.黒褐色土 ローム小塊を少量含む。

3.暗黄掲色土 ロームの小塊を多く含む。

4.暗黄褐色土 ロームの大小の塊を多く含む。

170号土坑

5.明褐色土 ロームと褐色土が小塊で混じり

合っている。
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第91図 1区土坑 (12)長方形②
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2. 中近世
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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第93図 l区上坑 (14)長方形④
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2.中近世
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

の土器破片が出土したのみである。埋土中出土の遺

物が多い中で、 出土地点の明確な遺物は、 8号土坑

の15世紀と見られるかわらけ（第79図550)、100号土

坑の17世紀と見られる瀬戸美濃丸皿（第79図552)、

108号土坑の17世紀と見られる瀬戸美濃丸皿（第78図

553)、134号上坑の中世とみられる軟質陶器内耳鍋

（第79図554)がある。

第78図に図示した108号土坑は小型の隅丸方形の

土坑であるが、 553の丸皿の下から敲き石(S139)と

紡錘車（S140)が出土した。これらの石器は混入とし

て第 I分冊に掲載したが、出土状態を再検討した結

果、本土坑で共伴していると判断して再録した。埋

没土中からは146号土坑から13世紀後葉と見られる

常滑甕が出土している。

石器は40号土坑から粉挽き臼、 225号上坑から茶

臼の破片が出士している。
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2. 中近世

E.竪穴状遺構 1号竪穴状遺構

（第100~113図付図 1 P L20 • 21 • 

47~49 遺物観察表P.280• 281 • 289 • 290) 

1区で検出された竪穴状遺構は28基であ

る。この竪穴状遺構には形態の異なる 2種

を扱った。一つは大型の長方形で、 1区の 且

掘立柱建物散在部に 2基のみ検出された。

もう一つは方形を基調にした掘り込みに帯

状の突出部が付設された竪穴で、 26基が検

出された。

長方形の 1号・ 2号竪穴状遺構は、第

100図に示したように、角の角張った長方

形である。 1号竪穴状遺構が長軸3.48m、

短軸2.llm、深さ0.42m、短軸方位N-66° B 

-W、2局竪穴状遺構が長軸3.25m、短軸

2.43m、深さ0.40m、短軸方位N-72°

-Wで1号の方がやや狭い。埋没土はいず

れも白色軽石が目立つ黒褐色土で、上層に

灰 ・炭化物が混入していることが共通する。

これらの遺構は 1区南端部の掘立柱建物

南集中部にある。 1号竪穴状遺構は28号掘

立柱建物の西 lmにあり、短軸方位が建物

の主軸方位とほぽ一致する。 2号竪穴状遺

構は28号竪穴状遺構の東0.6mにあるが、

短軸方位は4.6m東にある24号掘立柱建物

の主軸方位に一致する。これらの位置関係

から、 1号・ 2号竪穴状遺構は掘立柱建物

と併存あるいは関連のある遺構と考えられ

る。

しかし、中近世に関わる出土遺物は無く、

掘立柱建物との関係は可能性を示唆するに

とどまる。なお、 1号竪穴状遺構からは、

弥生時代終末期の甕形土器破片が出土して

いる。 『荒砥宮田遺跡 I』P.32ではこの

遺物を重視して、 1号竪穴状遺構を弥生時

代終末期と報告したが、 2号竪穴状遺構と

の類似性や掘立柱建物との位置関係から、

中近世の遺構の可能性が高いので、報告を

A
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吋 ＼
 8 371 

こ

吋
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1.暗褐色土 灰白色の灰を多量に含み、更に灰白色の小粒を含む。

2.黒褐色土 榛名ニノ岳軽石 (0.5~1cm)を含む、ややサラサラした土層。

3.黒掲色土 榛名＝ノ岳軽石を含む。やや粘性を帯びる。
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1.攪乱層

2.灰褐色土 榛名□ソ岳軽石、炭化物、灰白色の灰を含む、ややサラサラした土層。
3.褐色土 榛名ニッ岳軽石を多量に含む、ややサラサラした土層。

4.褐色土 榛名二J岳軽石を多量に含む土層。
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

修正したい。

方形を基調にした掘り込みに帯状の突出部が付設

された竪穴状遺構は、 26基が検出された。そのうち

24某は43号溝の東側に列状に並んで集中し、他の 2

基は 1区北西部の62号溝の東側に並んで検出された。

数に大きな違いがあるが、溝に沿って並ぶのは共通

したあり方である。竪穴状遺構群は突出部を東側に

して並んでいる。突出部を入口と考えれば、溝を背

にして発掘区域外である東側の空間に開口している

ことになる。東側の調査対象除外地域は東側低地に

向かって緩やかな斜面である。竪穴状遺構が東側の

開口部から使用するとすれば、もう一つ方形区画さ

れた屋敷の存在を想定することも可能である。

同様に62号溝の東側にある 2基の竪穴状遺構も、

突出部を東にして並存する。これらも、その位置関

4号竪穴状遺構

＼
 

-A 

De-0 

→正2m

ッ
A 

21住

ッ`

係から62号溝を西境とする区画内の施設と考えられ

る。

これらの竪穴状遺構の時期は、後述するように中

世の遺物が多く出土していることから、幅があるが

中世の時期に堀削されたものと推定される。また、

43号溝東で検出された竪穴状遺構群は、 42号溝と重

複している。この新旧関係は、 20号竪穴状遺構のみ

記録できたが、 42号溝の方が新しい。したがって42

号溝が区画する地割りよりも古いことが推定される。

42号溝は溝の項でも検討したが、 72号・ 73号溝と連

なる44号溝と平行する位置にあり、屋敷地の推定も

可能と考えられる。詳細は第 7章に譲るが、竪穴状

遺構群はより古い43号溝に区画される屋敷に伴うと

考えられることになる。

竪穴状遺構の機能は未解明である。 18号や21号、

5号竪穴状遺構 吋
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24号竪穴状遺構のように、日常什器が出土するもの

もあれば、 28号竪穴状遺構のように古銭が出土して、

墓としての機能を推定させるものもある。しかし、

今回の調査では形態や大きさも一様でなく 、機能を

明確にすることはできなかった。

以下に各竪穴状遺構について記述するが、個々の

グリッドや規模・主軸方位は巻末の遺構一覧にまと

め、遺構の特徴や調査所見について述べる。

4号竪穴状遺構 （第101図）は竪穴状遺構群の南端

にあり 、竪穴状遺構同士の重複はない。やや胴の張

る長方形で北東隅に突出部がある。重複する18号土

坑との新旧関係は不明である。出土遺物はない。

5号竪穴状遺構 （第101図）は竪穴状遺構群の延長

線上に 1基だけ27mほど離れてあった。竪穴状遺構

同士の重複はない。長方形の東長辺の中央に突出部

8•9 ・ 10号竪穴状遺構」

2.中近世

がある。出土遺物はない。

6号竪穴状遺構 （第102図）は竪穴状遺構群の南部

にあり、竪穴状遺構同士の重複はない。全体に楕円

形に近く、南東部は未調査で突出部も明確でないが、

東部が突出部となると推定した。出士遺物はない。

8号～10号竪穴状遺構 （第102図）は竪穴状遺構群

の南部にあり、 11号～13号竪穴状遺構を含めた 6基

の重複竪穴状遺構群の一部である。新旧関係の記録

はない。主軸方位がほほ共通し、東辺に突出部をも

つ。最も深い8号竪穴状遺構の平面形は隅丸方形で

ある。出土遺物は無い。

11号・ 12号竪穴状遺構 （第103図）は 8号～10号

竪穴状遺構の北側に重複する。新旧関係は不明であ

る。11号竪穴状遺構は隅丸正方形で、東辺にある突

出部が42号溝により切られている。12号竪穴状遺構
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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2.中近世
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2.中近世

¥ ¥ 

上ニニニ1,575 

1 574 

I : 3 10cm 

571 • 574 • 575 

I I 567 

568 

/
u
n
 

569 

l : 4 10cm 

第106図 1区18号竪穴状遺構出土遺物

139 



第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

は突出部が残るが、全体形状は不明である。11号竪

穴状遺構から混入の土師器 ・縄文土器が出土してい

るが、時期を示す土器は出土していない。また11号

竪穴状遺構から凹み石（第103図S209)が出土した。

四方の凸部分を敲き、方形に成形した礫の上下面の

中央に敲打痕とその後の同心円状の磨り痕が残る。

特に上面の磨り面は大きく深く凹む。この種の石器

は他に楕円形の礫をそのまま使用したものや磨り面

が深く及んで貰通しているものが遺跡内から出土し

ている。

13号竪穴状遺構 （第104図）は 8号～13号竪穴状遺

構群の北端に重複する。新旧関係の記録はない。や

や胴の張る長方形で南東隅に突出部がある。土師器

破片が出土しているが混入と考えられる。

14号竪穴状遺構 （第104図）は竪穴状遺構群の南部

にあり、 11号～13号竪穴状遺構を含めた 6基の重複

竪穴状遺構群の一部である。新旧関係の記録はない。

不定形な隅丸方形と推定され、南東隅に突出部
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1.灰褐色土 浅間C軽石を少最含む。

2.灰褐色土 浅間C軽石とローム粒を少最含む。

3.灰褐色土 浅間C軽石を少籠含む。 1層より黒みが強い。

4.灰褐色土 ローム塊を含む。浅間C軽石を少量含む。1層より黒みが強い。

5.灰褐色土 浅間C軽石を少量含む。1層より黒みが強い。ローム粒をしま状に含む。

6.紫灰色土 浅間C軽石、炭化物を少最含む。浅間B軽石を多絨に含む。

7.紫灰色土 浅間C軽石、炭化物、ローム粒を少最含む。浅間B軽石を多最に含む。

8.灰褐色土 浅間C軽石と榛名ニソ岳軽石とロームの混土。

9.灰褐色土 ローム塊。

10. 褐色土 浅間C軽石と榛名＝ッ岳軽石を含む。
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がある。出土遺物はない。

15~19号竪穴状遺構 （第105図）は19号竪穴状遺構

の北側にはさ らに20号から26号竪穴状遺構が重複し

ている。新旧関係の記録はない。全形のわかるのは

18号竪穴状遺構のみで、他は42号溝や重複により全

形を失している。いずれも東側に突出部があるが、

19号竪穴状遺構のみ突出部は確認できなかった。18

号竪穴状遺構は隅丸正方形で南東隅に他と比較して

長い突出部がある。 15号～17号 ・19号竪穴状遺構に

2.中近世

は出土遺物がない。18号竪穴状遺構には、まとま っ

た土器が出土している。概ね15~17世紀の内耳鍋

（第106図567• 568 • 569 • 570 • 571 • 573)やす

り鉢(572)と常滑片口鉢（574)である。

20号竪穴状遺構 （第107図）は竪穴状遺構群の中央

部にある。南側に19号竪穴状遺構が重複している。

新旧関係の記録はない。隅丸の台形で、東辺のほぼ

中央部に突出部がある。混入と考えられる土師器22

片と、図示したかわらけ3点（576• 577 • 578)と板碑
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破片(S210)が出土した。かわらけはいずれも中世と

見られる。また内耳鍋．焙烙の破片が出土している。

21号竪穴状遺構は南に20号竪穴状遺構が重複する。

（第108図）また23号井戸が重複するが、いずれも新

旧関係の記録はない。全形は南東部が42号溝に切ら

れているため不明である。突出部も検出できなかっ

たが、竪穴状遺構群に並んでいることと断面形状が

類似することから、竪穴状遺構と判断した。混入と

思われる土師器・須恵器のほか、内耳鍋 （第108図

579 • 580)、焙烙、すり鉢破片や石鉢（S211)が出土

している。内耳鍋は14世紀後半から16世紀のものと

見られる。

22号・ 23号竪穴状遺構は重複して検出された。（第

109図）南側に21号竪穴状遺構が重複する。22号竪

穴状遺構は正方形に近く、東辺ほぽ中央に突出部が

2.中近世

ある。突出部先端に24号井戸が重複するが、新旧関

係の記録はない。出土遺物はない。23号竪穴状遺構

は他の竪穴状遺構に比べて大型の長方形で、特徴的

である。突出部は検出できなかった。埋没土中から

土師器2点・須恵器2点が出土したのみである。

24号・ 25号竪穴状遺構 も重複して検出された。

（第109図）24号竪穴状遺構は長方形で東辺中央に突

出部があるが、 26号井戸が重複する。新旧関係の記

録はない。埋没土中から 8点の土師器 ・須恵器破片

と21点の中近世の土器が出土した。図示したのは14

世紀と見られる軟質すり鉢（第109図582)、かわらけ

(581)である。かわらけは中央部底面上10cmで出士

した。また、上面と側縁に敲打痕のある敲き石が出

土した。25号竪穴状遺構は南半を24号竪穴状遺構に

きられていて全形は不明である。新旧関係の記録は

叫 ＼ I 叫

42 
溝

＼ I A' 

I : 4 10cm 

II 

゜
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叫 叫

A

＿
 

A' 

1: 60 2m 

L=99.30m 
第110図 l区竪穴状遺構(10)26号竪穴状遺構と出土遺物
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

ない。東辺に突出部がある42号溝に切られていて出

土遺物はない。

26号竪穴状遺構は竪穴状遺構群の北部に検出され

た。（第110図）隅丸方形で東辺中央に突出部がある。

先端は42号溝に切られている。また29号井戸が重複

するが、この新旧関係の記録はない。埋没土中から

土師器・須恵器破片8点のほか、内耳鍋の破片が16

片出土した。また石鉢（第110図S208)が出土したが、

これは68号溝埋没土内の破片と接合した。

27号・ 28号竪穴状遺構は重複竪穴状遺構群の北

穴譴

A
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第111図 1区竪穴状遺構 (11)27 • 28号竪穴状遺構
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端で検出された（第111図） 。重複するが、新旧関係

の記録はない。北西部で44号溝が、東側には56号土

坑が重複するが、これらも新旧関係の記録はない。

ともに隅丸長方形と推定され、 27号竪穴状遺構は東

辺のほぽ中央に突出部がある。28号竪穴状遺構の突

出部は不明である。 27号竪穴状遺構の出土遺物は25

片の土師器の他、 11片の中近世土器が埋没土中で出

上した。第112図583は17世紀前半と見られる丹波す

り鉢である。また17世紀後半と見られる瀬戸美濃志

野丸皿、中世の軟質香炉や15世紀と見られる内耳鍋

も出士した。28号竪穴状遺構では42片の土師器・須

恵器破片のほか、内耳鍋破片 1点と、 14~15世紀と

見られるかわらけ（第112図587)と古銭3枚(M38• 

M39 • M40)が出土した。 589は30号竪穴状遺構で出

土した破片と接合した。

2.中近世

29号竪穴状遺構は62号溝東側で、後述する30号竪

穴状遺構の南側に並んで検出された。（第113図）

不定形な方形で南東隅に南側を向いて突出部がある。

2片の土師器のほか、 9片の中近世の土器が出土し

た。陶器は瀬戸美濃皿破片が出上している。また14

~15世紀と見られるかわらけ （第113図587)、15~16

世紀と見られる内耳鍋（588)が出土した。また板碑

破片(S213)も出土した。

30号竪穴状遺構は、 29号竪穴状遺構北側に検出さ

れた。（第113図）西側は62号溝と重複するが、新旧

関係の記録はない。不定長方形で東辺の中央に突出

部がある。2片の土師器のほか、 5片の軟質陶器が

出土している。図示できたのは中世と見られるすり

鉢(591)である。また板碑破片(S214)が出土した。
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29号竪穴状遺構
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F.土坑墓 （第114図 PL49)

1区で検出された土坑のうち99号土坑・ 153号土

坑の 2基に複数枚の古銭が出土した。人歯骨の出士

や、その他の遺物の出土はないが、ここでは土坑墓

として報告した。これらの 2基の土坑墓は溝内部南

西部にある。

99号土坑はCg-11グリッドに位置し、長軸1.12

m、短軸0.52m以上、深さ0.355mの隅丸長方形で

ある。98号土坑 ．59号溝と重複するが、新旧関係の

記録はない。埋没土も不明である。出土遺物は 6点

の古銭（永楽通賓2枚、口寧元賓 1枚、皇宋通賓 1

枚、太平通賓 1枚、不明 1枚）のみである。

153号土坑はCf-13• 14グリッドに位置し、長軸

2.中近世

0.75m、短軸0.585m、深さ0.435mの隅丸台形である。

北側に小ピットが重複するが、新旧関係の記録はな

い。埋没上も不明である。出土遺物は 2点の古銭の

みである。確認できた古銭は、洪武通賓 l枚、不明

1枚である。

いずれの土坑の古銭も北宋銭であるが、本銭と模

鋳銭の区別はできなかった。また本遺跡では 2区に

中近世の墓域がみつかっている。ここでは火葬跡と

土坑墓の両者が検出されている。1区ではこの 2つ

の上坑に古銭のみが出土したにとどまるが、 2区と

比較すれば土坑墓である可能性は高いと思われる。

しかし屋敷地のなかに立地する点で2区の土坑墓と

は異なっている。

153号土坑

A
_
 

A
 

A' 

口L=99.20m 
99号土坑

日

A
-

＼ L~99.00m 

A 

＼
辱
十
'A
-

59
溝

M27 

M30 

I : 60 2m 

M31 

0 l: l 2cm 
1 | | 

第114図 1区上坑墓 99 • 153号土坑と出士遺物

147 



第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

G. 1区遺構外出土遺物（第115~117図 PL50~52

遺物観察表P281 • 282 • 290 • 291) 

1区で遺構に伴わない形で出土した古代、中近但

の遺物は須恵器1点、陶器34点、磁器 1点、軟質陶

器160点、石製品14点である。

須恵器坪（第115図135)は1区20号住居埋没土中か

ら出土した。陶器では 1区20号住居埋没土中から出

土した天目茶碗（141)、Da-1グリ ッドで出土した

鉄絵皿（596)、De-1グリ ッドで出土した常滑壺

(597)、表面採集した片口鉢(601)を図示した。軟

質陶器はCi -12グリッド •De- 1 グリッド •Df - 0 

グリッドで出土したかわらけ(595• 598 • 599)や、

一／］ニ疇,135' 、 592

]'¥ □65 ．
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第115図 1区遺構外の出土遺物（ 1)
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表面採集や27号住居埋没土で出土しだ焙烙（604• 

612)、33号住居埋没土や表面採集したすり鉢(593• 

600 • 603)を図示した。

石製品では 1区81号溝から出土した板碑（第116

図Sl45• Sl46)、表面採集した粉挽き臼(S216)・石

鉢（S217)・五輪塔（S215)のほか、デイサイト質砂

岩に方形のくぼみを加工 した石 (S218• S219)や、

滑石製の石鍋口縁部破片(S260)が特筆される。

また比較的大型の礫や軽石の中央部を敲打または

／ ‘ 
S216 

I 

S215 

l : 4 10cm 

2.中近世

磨って使用したと考えられる礫石器が出土している。

第117図Sl64• S271は大型扁平礫の側縁や表面に敲

打痕による凹みが残る。S272は扁平の礫の中央を同

心円状に磨り、 ドーナツ状に穿孔している例である。

S259は掌に入るくらいの軽石の中央を磨った結果凹

みができた石器である。底面付近も平坦面をつくる

ように成形されている。これらの石製品の用途は未

解明であるが、近年赤城山南麓では類例が増えてい

る。

I / I I 

—―ニニ) S146 
S145 

I : 6 20cm 

l : 3 10cm 

S260 

S217 第116図 1区遺構外の出土遺物 （2)
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(3) 1北区の遺構と遺物

A.土坑 （第118図）

1北区では方形の土坑4基、隅丸長方形の土坑2

基、細長方形の土坑1基が検出された。長方形の土

坑のうち 7号土坑は、埋没土の観察から 2号住居

（古墳時代後期）より新しく 、2号井戸より古い。

土坑からの出土遺物はほとんど無いことから、その

時期を決し難い。形態の類似性からこれらの土坑は

1区の土坑群と同様の時期のものと推定される。

2. 中近世

B. 溝 （第119図付図 1 PL52 

遺物観察表P.282• 291) 

溝は4条が断片的に検出された。これらの溝が1

区に展開する屋敷遺構の溝とどのように関連するか

は明確にできなかった。1号溝からは軟質陶器甕（第

119図608)や瀬戸美濃錆釉の瓶子破片 (609)が出土

している。3号溝からは軟質陶器内耳鍋（610)や板

碑破片 （S220)が出土している。いずれも中世の遺

物であり、時期的には 1区68号溝との関連が考えら

れる。

1号土坑
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3.暗褐色土 1 ~2 cm大の地塊 （褐色）を

多く含む。
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1.暗褐色土 1 cm大のローム塊を含む。

2.暗褐色土 ローム塊が多い。

3号住居

3.暗褐色土 ローム粒を含む。
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2.黒色土 炭化物、灰を含む。

3.黒褐色土 ローム粒、白色軽石を含む。

2号井戸

4.灰褐色土 白色軽石、ローム粒を含む。

第118図 1北区土坑

A-

長
6
6

:r-

、V

坑

／

土

ー

号

V`

3
 

A
-

<(| 

7号土坑

叫 ＼ I、(I)

土.> I 
へ30
ョ

|
|
l
/
/
|
 吋

□=:02|00m 

5.黒色土 ローム塊を含む。やや粘質。

2号住居

6.黒色土 白色軽石を多く含む。

7.黒色土 白色軽石を含む。
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C. 井戸 （第119図 PL52 遺物観察表P.282• 291) 

井戸は 2某が検出されている。 1号井戸は円形素

掘りの井戸で、 3号溝西に近接して掘られていた。

厚みが10cm前後の板状の石材が出土している。塔類

の台石の未製品とみているが、詳細は不明である。

2 号井戸は、 4 号溝 • 7号土坑に重複して検出さ

れた。新旧関係は不明である。円形の素掘りの井戸

で埋没土上層には、大形礫や互輪塔火輪が出土した。

また埋没土上層から瀬戸美濃灰釉の瓶子底部破片

(13~15世紀）が出土している。

1号井戸 2号井戸
¥,h-Q 

le~ 
東へ1m

上

＼ご土
土

＼ | 
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2区 1号井戸 A-A' 

1. 茶褐色土 ローム粒を混じる。

2.黒色土 軽石を多く含む。

3.黒色土 ソフトロ ームの塊を多く含む。

4.黒色土 ハードロームの塊を多く含む。

2井S261

2. 中近世

(4) 2区の遺構と遺物

A. 井戸 （第120図 PL23• 52) 

2区では 2基の井戸が検出された。 1号井戸は台

地東縁に近い 5号住居（古墳時代前期）の東壁に重複

していた。井戸の方が後出で、上層から礫が多数出

土した。いずれも自然石である。調査期間が限られ

ていたことから、底面を確認するにいたらなかった。

2号井戸は 6号住居（古墳時代前期）の南西側に検出

された。重複遺構はない。本井戸も 1号井戸と同様

に底面を確認できなかった。埋没土中から軽石製の

凹み石(S261)、粗粒輝石安山岩の敲き石(S273)が

出土している。軽石製の凹み石は 1区でも中世と推

定される遺構から出土している。
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第120図 2区1• 2号井戸と出土遺物
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

B. 2区の土坑

2区では81基の土坑を調査したが、これには4種

の遺構が第121図のように混在していた。第 1に火

葬跡で 7基が検出された。2区の中央やや北東部に

集中している。第2は竪穴状遺構で隅丸方形の土坑

の東辺に突出部がある。 1区では28基が検出された

が、 2区では中央やや南側に 1基が検出された。

57坑

第3は土坑墓で21基が確認された。これらには人

骨・人歯・古銭 ・五輪塔のいずれかが出土している。

人歯骨はいずれも焼骨でなく、埋没土には炭化物が

混入しないことで火葬跡と区別される。また人歯骨

が出土しない土坑でも古銭あるいは五輪塔が出土し

ているものがあり、ここではこれらも土坑墓とした。

台地上の全体に分布している。
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第4は土坑で、先の 3種のどれにも該当しないも

のである。これらも台地全体に分布している。土坑

のなかには出士遺物がないだけで、土坑墓と形態が

酷似しているものがあるが、墓としての積極的根拠

が希薄であることから、本書では土坑とした。

以上のように 2区では、士坑の調査から、中央や

や東北部にある火葬跡とその周辺の台地全体に広が

る土坑墓群で墓域を形成していた。後述するように

遺構に伴わない形で出土した五輪塔や石塔類が凹地

や台地縁辺部に片づけられた状態で出土しているこ

とも墓域の存在を示唆している。

B-1.火葬跡 （第122~125回 PL28~30)

火葬跡は長さ1.2~1.6m、幅0.6~0.8mの隅丸方形

の土坑で、長辺の中央に突出部をもつもの(2号・ 3

号・ 30号・ 39号士坑）と、明瞭な突出部のないもの

(12号・ 18号・ 37号）がある。突出部は換気坑と考え

られるが、 2号・ 39号土坑は西側、 3号・ 30号土坑

は東側の長辺にある。埋没土には炭化材および焼骨

B
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B' 

2. 中近世

が多量に混じ、壁の一部は焼土化していた。

出土遺物は焼骨・炭化材・礫のみで、副葬品は出

土していない。本遺構が埋蔵施設ではなく、埋葬に

備えた遺骨処理の施設であったことを物語る。焼骨

については、土坑墓に埋葬された人歯骨とともに、

第7章に基本的観察と特徴を記載した。

2号土坑（第122図）は長軸中央および南西隅に 4

個の礫が置かれ、周囲に炭化材が遺存している。礫

は遺体の置く台として施設されたものと推定される。

他の6基の火非跡は底面が凹地状になっているのに

対して、 2号は平坦で、遺体下面への火の回りを考

慮したものと考える。

3号 ・30号土坑（第123図）は東辺中央に突出があ

り、規模や形態が似ている。埋没土中位に炭化材や

少量の骨片が出土している残存状態も同様である。

39号土坑（第124図）は長い突出部が西辺中央にあ

り、特徴的である。炭化材の残存は多くないが、 長

辺の壁が焼土化していた。底面中央は凹地状で、骨

片が比較的多く出土した。
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12号土坑（第124図）は突出部のないもので、北側

の短辺にも攪乱があり、全長はやや短くなるものと

見られる。長軸にそって骨片と炭化材が残存してい

た。北と東の壁の一部ぱ焼土化していた。

18号・ 37号土坑（第125図）は中央に礫を残す。18

号土坑は中央やや東側の底面付近に礫が出土した。

また本土坑には炭化材の図示はないが、調査所見で

は炭化物の残存があり、火葬跡と考えた。37号土坑

は埋没土上位に礫が残る。北および西壁の一部が焼

土化していた。

2.中近世

B -2．竪穴状遺構 （第126回 PL27• 52 • 53) 

2区では 1基のみ竪穴状遺構が検出された。50号

土坑である。確認面ではほぽ円形であるが、 2mほ

ど掘られた底面では2.0X 2.2mの隅丸方形に掘ら

れている。南東部には幅0.8m程の突出部が掘られ、

突出部の上位には地山のローム層が掘り残されてい

る状態であった。なお本土坑の埋没土の詳細につい

ては記録が散逸し、遺憾ながら土層注記を掲載でき

なかった。

埋没土中からは土師器9点、弥生土器 l点、縄文

→ロ西へ2m

□三□＼
-8  
東へ2m

A_ 

6住

A' 

一
ム

l: 60 2m 

L=102.50m 15 

M76 

第126図 2区50号土坑と出土遺物
0 I : I 2cm 
| i | 
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

士器 1点の他、古銭6枚が出土した。土師器等は混

入の遺物と考えられるが、古銭は本土坑の時期や機

能を考える上で重要な遺物であろう 。

竪穴状遺構は 1区でも30基が出士している。これ

らは屋敷の西側を区画する溝の内側に平行して並ぶ

ように何度も掘り直されている。突出部は東側にあ

り、東側の空間から使用されたものと推定できる。

出土遺物には内耳鍋等の日用雑器が卓越するものや

板碑が出土するもの等が混在しており、 一様ではな

かった。一方、2区では 1基が単独で検出されてお

り、古銭が出土することなど対照的である。竪穴状

遺構の機能解明については、検出状態や出上遺物の

さらなる詳細な検討が必要であろう 。

B-3.土坑墓 （第127~134図 PL31~35• 52~55 

迫物観察表P.282・ 292) 

2区で検出した士坑のうち、人歯骨・古銭・ 小型

土器・石塔類を出土したもの21基を土坑墓とした。

第33表には 1区の上坑墓、 2区の竪穴状遺構(50

号）も併載している。

25号・ 40号・ 42号 ・45号 ・48号土坑は取り上げら

れる状態で人歯骨が出土した土坑で、 25号 ・48号を

除く 3基で古銭も出土していることから、墓として

掘られたものと判断した。平面形は42号土坑が円形

である他は、ほぼ方形である。埋葬された人歯骨に

ついては第 7章で詳述した。

第4表 荒砥宮田遺跡の土坑墓の出土遺物
区 土坑番号 遺構図 遺構写真 拐骨

歯骨出土したが
取上出来ず

2区 25土坑 第127図 P L31 四肢竹片

2区 40土坑 第129図 P L32 左右側頭骨片 遊離柑冠12

2区 42土坑 第129図 P L33 頭蓋竹 ・遊離歯15

2区 45土坑 第130図 P L33 四肢竹片

2区 48土坑 第130図 PL33・34 遊離歯12

2区 50土坑 第126図 P L27 頭盗骨・永久歯3・右大腿骨

2区 1土坑 第127図 P L31 

゜2区 10土坑 第127図 P L31 

゜2区 23土坑 第127図 P L31 

゜2区 24土坑 第127図

゜2区 38土坑 遺構図不明 P L32 

゜2区 27土坑 第128図 P L31 

2区 31土坑 第128図 P L32 

2区 41土坑 第129図 P L32 

2区 44土坑 第130図 P L32 

2区 53土坑 第132図 P L34 

2区 61土坑 第132図 P L34 

2区 62土坑 第133図 P L35 

2区 63土坑 第134図 P L35 

2区 65土坑 第134図 P L34 

1区 99土坑 第114図

1区 153土坑 第114図

2区 51土坑 第13]図 P L34 

2区 70土坑 第131図 P L35 
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1号 ・10号・ 23号 ・24号 ・38号土坑は人歯骨を出

土したが、細片化していたために調査時に取り上げ

ることができなかった土坑墓である。これらにも24

号土坑を除き古銭が出土しており、 墓と判断した。

1号土坑は方形、他は楕円または円形である。

27号 ・31号・ 41号 ・44号 ．53局・ 61号 ・62号 ・63

号 ・65号土坑は、人歯骨の出土が確認できなかった

ものである。しかし、すべてに古銭が出上しており、

形態も上記の人歯骨が出土した土坑と同類であるこ

とから、土坑墓と判断した。平面形は、 円形の44号

土坑、楕円形の53号土坑を除き、 整った方形である。

31号土坑からは14世紀と見られるかわらけ（第128図

605)が出土した。もう 1点かわらけが出土している

が、所在不明のため遺憾ながら図示できなかった。

27号 ・53号 ・61号土坑からは五輪塔の空風輪や火輪

が上層から出土している。傍らに立てられた塔類が

片づけられる過程で、土坑墓に落ちこんだものと考

えられる。人歯骨が出土した 1号土坑からも空風輪

が出上している。

51号土坑は上層から五輪塔が出上した。埋没士中

からは因示しなかったが、 14世紀と思われるすり鉢

の口縁部破片も出土している。70号土坑は整った方

形で、刀子が出土した。51号・ 70号土坑ともに人歯

骨 ・古銭の出土はないが、上記のような遺物が出土

していることや形態が似ていることから、土坑墓と

して報告した。なお、70号土坑出土の刀子は所在不

歯骨出土無し 金属製品 石製品 土器

円礫

古銭(M56~62)

古銭(M65) 礫

古銭(M69~72)

古銭(M73~77・105) 

占銭(M42) 五輪塔 (S301)

鉄片(M21・22)

古銭(M43~45) 近現代の瓦破片

゜
古銭(M46~49) 五輪塔 (S221)

゜
古銭(M50~55) 14世紀かわらけ (605)

゜
古銭(M63・64)

゜
古銭(M66~68)

゜
古銭(M78~80) 五輪塔 (S303 S224) 

゜
古銭(M81~83) 五輪塔

゜
古銭(M84~93)

゜
古銭(M94~98)

゜
古銭(M99~102)

゜
古銭(M26~31)

゜
古銭(M32・33)

゜
五綸塔（S222• S223 S302) 14世紀すり鉢口縁破片

刀子（所在不明）
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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2.中近世
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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第132図 2区土坑墓 （6)53 • 61号土坑と出土遺物
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2.中近世
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第133図 2区土坑墓（ 7)62号土坑と出土遺物
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

63号土坑

士ー10A... 
南へ3m

西へ1m

A_ 

65号土坑

lh-9 

干 1m

吋f~2m＼ m| 

］主

吋 叫

A' 
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叫 ＼ ・I

66坑」と t・ J △ 
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叫 叫

」 A' 

こ｀M102 
0 1 : 1 2cm 
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I: 40 2m 

LJ 第134図 2区土坑墓（8)63 • 65号土坑と出土遺物
L=102.00m 

明のため、遺憾ながら副葬品としての検討や、図化

はできなかった。

これら土坑墓の時期は断定しがたい。土坑の形態

は円形のものと方形のものがあるが、これだけでは

時期決定の決め手にはならないだろう 。

出上遺物には古銭・塔類・上器がある。出土した

土器は 4点で31号土坑から 出土したかわらけ 2点

(605他）と、 51号土坑から出士したすり鉢口縁部破

片、 23号土坑から出土した近現代のものと見られる

瓦破片のみである。瓦は混入と考えられる。かわら

けとすり鉢は埋没土中からの出土であり、土坑に伴

うと即断できる状況ではない。

出土した古銭は合計47枚である。永楽通賓が17枚

でもっとも多く、他の宋銭が17種28枚、銭名が読め

ないもの 6枚、錆着のため不明のもの 6枚である。

分類では本銭と模鋳銭の区別が困難であり、 1点の

み模鋳銭の可能性のあるもの (2区40号士坑M58)

を抽出できたにとどまった。古銭の同定や古銭によ

る墓の時期決定、副葬品として古銭の位置づけ等に

迫るために、今後の基礎調査の実現を期したい。

さらに墓域の周囲には遺構外の遺物で図示したよ

うに、塔類が出土している。なかで も異形板碑（第
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140図S254)は注目されるが、その意匠はやや新し

い様相である。しかし、 2区墓域から少量であるが

板碑破片が出土していること、出土した古銭には寛

永通賣は 1枚しかないこと、近世墓に特徴的にみら

れる皿類の副葬が見られないことを考慮すれば、 2

区台地が中世から墓域となっていた可能性は高いと

推定する。今後、本遺跡の成果を中近世の墓制に位

置づけるには、上坑の形態や埋葬方法等を地域全体

のなかで再検討する手続きがまだ必要であろう。

2. 中近世

B -4．土坑 （第135~137図 PL24~28• 52) 

2区で検出した土坑のうち、火葬跡や竪穴状遺構、

土坑墓と判断できないものを土坑とした。平面形が

円形（第135図）、楕円形（第136図）、方形（第137図）

に分けられる。出上遺物はほとんど無く、土師器の

細片が混入した形で出土しているのみである。

特に方形の土坑は、形態が土坑墓に酷似するが、

人歯骨はもちろんのこと、古銭・互輪塔等の出土は

みられなかった。
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1.黒褐色土 軽石を多く含む。

2. 黒褐色土 軽石を多く含む。茶褐色土粒をやや混入。

3. 黒褐色土 軽石を多く含む。茶褐色土の小塊を含む。

4. 黒褐色土と茶褐色土の混土層。

9号土坑

5. 茶褐色土 軽石を少晟含む。

6. 茶褐色土と明褐色土の混土層。

7.茶褐色土
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3. 黄茶褐色土塊。

4. 暗褐色土茶色味あ り。

2区土坑（ 1) 円形
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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5号土坑 68号土坑
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

C.溝

台地中央部に 1号溝（付図 4)が、東谷地の東西縁

に数条の溝群（第17図）が検出されたが、時期を決定

できる遺物の出土は無い。東谷地東西縁の溝からは

次項の遺構外の遺物第138図で図示した土器が出土

しているが、決め手に欠き詳細は不明であるといわ

ざるを得ない。

また、馬歯が東谷地東溝群の土層断面G・H間と

H • I間で出上している。出土層位は明らかでない。

観察の結果、いずれも死亡年齢約 5歳の大型馬およ

び小型馬と推定された。

ヽ

414 

ーーロニロニニ□＼594

D.遺構外の出上遺物 （第138~145図 PL55~59

遺物観察表P.282• 292~294) 

2区の遺構に伴わない形で、多数の遺物が出上し

ている。ここでは中近世の主な遺物について遺物種

ごとに図示した。

土器は 2区東谷地東西縁の溝から出土したもの、

4号住居埋没土中から出土したものを図示した。第

138図607は12世紀と見 られる中国同安窯系の青磁

皿破片である。西溝埋没土中から出土した。606は

中世と見られる軟質陶器すり鉢、414は12~13世紀

と見られる常滑甕の肩部破片である。両者共に東溝

こ二」／9
607 

1 : 4 10cm 

607 

I: 3 10cm 

第138図 2区遺構外の出土遺物（ 1)土器
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埋没土中から出土した。 594は軟質の瓦で 2区4号住

居埋没土から出土した。

古銭は、 11点が遺構に伴わない状態で出土した。

いずれも北宋銭であるが、士坑墓出土のものと同様

に、これらの古銭も本銭と模鋳銭の区別はできなか

った。銭種は永楽通賓(M21)、宋通元賓(M106)、皇

宋通賓(Ml07)、治平元賓(Ml08)、元豊通賓(M109)、

紹聖元賓(M103)、咸平元賓(Ml04)、政和通賓(M

110)、元豊通賓(Mlll)、景徳元賓（Mll2)、祥符元

賓(Mll3)の11種である。これらの古銭はほとんど

が、方形周溝墓の凹地や台地縁辺に片づけられた五

輪塔や板碑と共に出土している。本来は土坑墓に副

葬されていたものが散乱したものと考えられよう。

石像物は石塔・五輪塔の塔類や、石鉢・粉挽き臼

M41 

M108 

M104 

M112 

M106 

M113 

2.中近世

の未製品等が出土している。塔類の出土数が多く、

異形板碑 1基、五輪塔空風輪12個、火輪8個、水輪

3個、地輪2個、宝塔相輪2個、宝塔屋蓋 1個、骨

蔵器 1個で合計29個にのぼる。また小破片であるこ

とから実測しなかったが、緑泥片岩製の板碑破片が

Ih-9グリッドやLt-7グリッドで出土している。こ

れらの塔類は方形周溝墓の周溝上層に落ちこんでま

とまって出土したものと、台地の縁辺から出上した

ものとがある。これらも墓域に立てられていたもの

が片づけられたものであろう。

石鉢や粉挽き臼の破片は、表面採集で取り上げら

れている。 2区は墓域として利用されていたが、日

常生活品や未製品が出土することの背景は他に遺構

もなく、明確にできなかった。

M107 

M103 

M111 

0 1: 1 2cm 

1 i | 

第139図 2区遺構外の出土遺物（ 2)古銭
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物
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2. 中近世

237 
S236 L ―̀心文― ー→こーニニニ—一 。 1:6 20an 

第143図 2区遺構外の出土遺物 （6)石造物④
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

第140図S254は舟形石塔に板碑形式の刻文を施し

た石塔で類例の少ないものである。S227は上面に

段を形成した石塔の屋蓋である。S296• S297は宝

塔のうちでも赤城塔と呼ばれる地域型の塔の相輪で、

友華を陽刻あるいは線刻する。S239は他と同じ粗粒

S251 

I : 4 10cm 

輝石安山岩であるが、やや軟質である。穿たれた孔

が小さいが類例からすれば、骨蔵器と考えられよう 。

第141図の空風輪はすべて粗粒輝石安山岩で、仕

上げの粗密はあるが、いずれも平滑に仕上げられて

いる。S241は特に大型で、全体の仕上げも丁寧であ

S249 

I: 6 20cm 

S248 • S249 

第144図 2区遺構外の出士遺物（ 7)石製品①
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2. 中近世

る。第141• 142図に掲げた火輪もすべて粗粒輝石安

山岩である。大きさにばらつきがあり、縁の跳ね上

がり方も一様でない。第143図の水輪・地輪も粗粒

輝石安山岩製であるが、大きさはほぽ一様である。

第144図の石製品は、 S250• S251が石鉢、 S248• 

S249が粉挽き臼である。S248が北東隅で出土した他

は、表面採集である。S250は自然石の一面を平に整

形し、その反対の面を削り込んでいる。鉢状容器の

未製品の可能性があるが詳細は不明である。S251は

石鉢の口縁部破片である。使用痕跡等は見られない。

S249は粉挽き臼下臼の、 S248は粉挽き臼の未製品

である。いずれも粗粒輝石安山岩である。これらも

台地縁辺に片づけられていた。

第145図は磨り石(S252)、軽石製砥石(S262)、軽

石鉢(S263)、磨り面のある礫（S253)の破片である。

いずれも表面採集で取り上げられた。S252は扁平な

礫の表裏面と右側縁に磨り面が残る。S262は円盤状

に整形された軽石の表面に 2カ所の鋭利な研磨面が

残る。凹みは直線的である。

S263は軽石の周縁が欠損したものと見られる。こ

の鉢状の軽石は荒砥宮田遺跡内で4個出土している。

「軽石鉢」 と呼んだが、底部は整形されていないの

で容器としての機能は無いと思われる。凹みの内面

は回転によ って磨られたとみられる痕跡が残り、全

体の大きさは掌に入るほどであることから、手にも

って対象物の凸面にかぶせるようにして磨ったもの

と推定している。

S253は平滑面を 1つ残す石製品の破片である。そ

の平滑面はよく磨かれている。原形や使用用途は不

明である。

口

口ロ口ロロ
ロ
ロ

久
＼

I: 3 10cm 

第145図 2区遺構外の出土遺物 （8)石製品②
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第4章 荒砥宮田遺跡の遺構と遺物

第145• 146図に示した石製品は、日用雑器あるい

はその未製品であり、墓域内でこれらの遺物が出土

していることは説明が困難である。発掘区から除外

された部分や削平された部分での遺構が不明である

ことから、 2区台地全体の中近世における土地利用

は墓域にとどまらない可能性もある。

(5) 4区の遺構と遺物

A.土坑（第146図 PL35)

4区東端に検出された浅間B軽石で埋まっている

4号溝の北側の延長を確認するために設定した拡張

区で土坑を 1基検出した。出土遺物は無く、時期は

特定できない。楕円形の土坑で、形態的には 1区や

2区で検出された楕円形の土坑と同様のものである。

埋没土は浅間C軽石や榛名ニッ岳軽石と視認され

た軽石を含むことから、やや古い様相を示すが、純

堆積層でないことから、時期を決める鍵層とはなら

ない。

B.溝（第23• 24 • 146図 PL8 • 60 

遺物観察表P.283)

4区では 6条の溝が検出された。4区東端の低地

部にある 4号溝は浅間B軽石で埋まった溝で、古代

の項(P.45)で報告した。その南に平行する 1号溝

は砂礫 ・黒褐色砂質土で埋まった溝で、混入と見ら

れる土師器・須恵器破片3点の他、 12~13世紀と見

る常滑甕破片（第146図611)を出土した。本溝と浅間

B軽石との関連は不明である。

4区の南西低地部にある 5号・ 6号溝は 4区と 2

区を区切る低地の南縁にある溝である。土層断面の

検討からは浅間B軽石層よりも新しい層位で掘り込

まれていると見られるが、混入と見られる上師器・

縄文土器破片が数点出土したのみで時期を決定する

ことはできなかった。

台地部にある 2号溝は灰褐色シルトと砂礫層で埋

まった溝である。 出土逍物はなく、時期は不明であ

る。3号溝は台地部西端に掘られた溝で、浅間B軽

石層より上位の灰褐色土（第24図3号溝セクション4

層）の上から掘り込まれている。中世以降の溝と考え

られる。 出土遺物はない。

C.遺構外の出土遺物

（第146図 PL60 遺物観察表P.294)

4区では出土遺物は少なかったが、表面採集の敲

き石(S274)を図示することができた。薄い円盤状

の粗粒輝石安山岩の表裏面中央に敲打痕が残る。1

区や2区の中近世の遺構から出土した敲き石と同類

のものである。

1号土坑

一
A_ 

A' 

Lh-12 -で三7 L=101.40m
東ヘユ叫― 0 I: 60 2m 

る ／`
1溝611

` •\ 1 -0 
4区1号土坑 A-A' 

1. 褐色土 浅間B軽石、黄色粘土粒を含む。しまりあり 。

2.黒褐色土 榛名ニッ岳軽石、浅間C軽石混じり。しまり、粘性あり 。

第146図 4区の遺構と表土遺物

l ― -・I 

ロ ニニ 表採S274

゜
1: 3 10cm 
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第5章 荒砥前田遺跡の遺構と遺物

1.中近世 （第153図）

(1)概要

荒砥前田遺跡の中近世の遺構はいずれも浅間B軽

石堆積以降の遺構で、 1面で掘立柱建物5棟、溝3

条、井戸2基、土坑3基が検出された。これらの遺

構は本来軽石層あるいは洪水層上面で確認できる遺

構であるが、軽石や砂礫層状面での確認が不明瞭で、

遺構確認を確実にするため、水田調査実施後に記録

をおこなった。発掘区東半部は、現代まで使われて

いる溝が台地西端にある以外は、ほぼ平坦で遺構は

検出されなかった。

掘立柱建物は中世のものと近世のものが混在して

いると考えられる。また掘立柱建物は荒砥宮田遺跡

1区にも29棟が検出されており、関連が注目される。

溝は掘立柱建物群の東側に 3条が一部重複しなが

ら発掘区を斜行していた。6号溝は浅間B軽石が多

く含まれた黒褐色土で埋没土が覆われているが、埋

没土にも軽石を多量に含んでおり、軽石降下後の遺

構である。一方、 7A号・ 7B号溝は浅間B軽石が

多く 含まれた黒褐色士層を掘り込んでいることから

6号溝より新しい。7A号溝の走向は 1号・ 2号掘

立柱建物の柱筋とほぼ一致しており、同時期の可能

性も考えられる。

井戸は埋没士の共通性から掘立柱建物に伴うと判

断できるが、どの建物にどの井戸が付随するのかま

では確定できない。土坑は円形や長方形のものがあ

るが、いずれも浅く、出土遺物も無い。機能を確定

するにはいたらなかった。

(2)掘立柱建物

1号掘立柱建物跡 （第147• 153図 PL61)

位置 Q •R-1~3G 前田C群

主軸方位 N -24° -E 

重複 東庇部分が一部3号掘立柱建物と重複する。

1.中近世

埋没土の観察による新旧関係の確定はできなかった。

形態身舎部分は 2X 3間(4.14~4.19mX6.4~ 

6.46m • 14尺X21尺）の総柱構造で南北棟。柱間は

桁側2.1~2.2m、梁側 2~2.lm。東西南側にl.lm程

の庇が付き、北側はl.lm程の庇と孫庇が付き、 4面

庇となる。全体として6.34~6.5mX9.69~9.78mの

規模である。面積は63.51m'。柱間は桁側・梁側と

も約2.lm(7尺）で均ーである。柱筋の通りも良く

規格性が非常に高い。

柱痕跡は確認できなかった。身舎部分の柱穴は隅

丸方形・楕円形・円形のものが混在し、長径38~62

cm、短径30~52cm、深さ11~33.5cmである。庇部分

の柱穴は長径25~53cm、短径21~46cm、深さ9.5~

37cmで数値にばらつきがある。

内部施設無し 出土遺物 無し

2号掘立柱建物跡 （第148• 153図 PL61)

位置 L~0-5~7G 前田C群

主軸方位 N-65° -W  

重複 無し

形態身舎部分は 2X 6間（4.14~4.22mX 14.4 

m • 14尺X42尺）の総柱構造で東西棟。柱間は桁側

で東西の両端 l間部分を除いて、桁側2.04~2.21m、

梁側1.9~2.2m。桁側 ・梁側ともに約2.lm(7尺）で

均ーである。両端の柱間は2.98~3.06mで、ともに

約3mで幅約 lmの庇部分を取り込んだ数値である。

柱配置から見て東西両辺は庇とは言えないが、庇を

意識していることは間違いなく、機能的には同じだ

ろう 。南側にはl.lm程離れて庇が付く 。北側の庇

は幅約 lmで南側より若干狭い。更に北側には

東端 l間部分を除いて、約1.4m離れて孫庇が付く

が、 P41~P47の柱配置に乱れがある。更に約2.2

m離れて北側に張り出しが付くが、柱配置は庇の配

置に近い。全体として14.4~14.48mX 10.2mの規

模である。面積は119.32可と本遺跡最大で、特別な
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第5章 荒砥前田遺跡の遺構と遺物

建物である。柱筋の通りも良く規格性も非常に高い。

柱痕跡は確認できなかった。身舎部分の柱穴は隅

丸方形 ・楕円形・円形のものが混在し、長径28~54

cm、短径25~48cm、深さ7.5~55cmである。庇部分の

柱穴は長径25~68cm、短径20~52cm、深さ 9~59cm 

で数値にばらつきがある。

内部施設 無し 出土遺物 無し

3号掘立柱建物跡 （第149• 153図 PL61)

位置 P• Q-2 ~ 5G 前田c'群

主軸方位 N-23° -E 

重複 無し

ff多態戻 3 X 7間（5.0~5.24mX 14.04~14.12m • 17 

尺X47尺）の南北棟。北側・南側に約 lm離れて庇

が付き、北側には更に変則でL字形の張り出しが付

く。全体として5.0~5.18mX 18.28mの規模である。

+4  

P31 
叫 ut4 叫 ‘u | 

P32 

＼
 P8 口

Pl 1 
P2 

Q 
P24 P7 P12 

P17 

上 A' 

叫 ul (Ill ul 
A
 

A' 

¥‘--•': 

L=97.00m I: 80 4m 

第147図 1号掘立柱建物跡
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面積は88」2吋。柱間は桁側1.84~2.36m、梁側0.98~

2.lm。内部柱の内、梁方向のものは柱筋をそろえる

が、桁側については西辺から約 lm入れるものや北

側から約 2mのもの、逆に東辺から約2mに入るも

のと、変化に富んでいる。基本的には間仕切りとな

る柱となり 、全体に居室空間を形成している。柱の

省略が無く柱数は多いが整然とした柱配置である。

柱痕跡は確認できなかった。身舎部分の柱穴は円

形と楕円形のものが混在し、長径24~51cm、短径24

~47cm、深さ13~47cmである。内部の柱穴は長径28

~54cm、短径22~48cm、深さ19~65.5cmである。

庇部分の柱穴は長径23~64cm、短径20~47cm、深さ

前田 1号掘立柱建物跡 南北棟

建物全体規模 (2+2) X(3+3)間 面積 63.51ボ

主軸方向 N-24° -E 庇 南・西・北

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 問隔 （m)

東辺 6.4 p 1 62 50 33 5 楕円形 2.1 

p 2 58 52 32 5 円形 2.1 

p 3 46 40 36 円形 2.12 

南辺 4.19 p 4 50 42 25 楕円形 2 1 

p 5 41 32 11 楕円形 2.06 

西辺 6.46 p 6 40 32 25 楕円形 22 

p 7 38 34 38 円形 218 

p 8 45 30 26 楕円形 2.2 

北辺 4.14 p 9 50 42 26 5 楕円形 2 

p 10 46 45 32 円形 214 

P 11 40 36 22 5 円形 2 

P12 36 26 25 隅丸方形 P5へ24

東庇 9.69 P13 52 28 26 楕円形 1 16 

（北孫庇まで） P14 53 42 25.5 楕円形 2 02 

P15 48 46 27 円形 2.12 

P16 38 32 19 楕円形 2.12 

P17 49 38 19 楕円形 1 16 

南庇 6.4 P18 50 46 22 円形 1.12 

P19 36 32 20 円形 2.14 

P 20 37 36 20 円形 2.14 

P 21 45 36 17 楕円形 1.12 

西庇 9.78 P 22 29 21 26 楕円形 1 

（北孫庇まで） P 23 46 28 31 楕円形 22 

P24 46 34 31 隅丸方形 2 05 

P 25 42 36 24 楕円形 23 

P 26 40 35 29 楕円形 1.08 

北庇 6.50 P 27 38 28 22 楕円形 1.12 

P 28 43 37 21 5 楕円形 21 

P 29 38 35 39.5 円形 1 16 

P 30 44 40 26.5 円形 P13へ11 

北孫庇 6.34 P 31 25 24 9.5 円形 0.98 

P 32 32 31 25 円形 2.12 

P 33 34 30 21 円形 2.18 

P34 29 24 27 円形 1 08 

P35 32 23 37 楕円形 P13へ108 

1. 中近世

11~58cmである。張り 出し部の柱穴は長径12~28cm、

短径10~25cm、深さ 8~21.5cmで、張り出し部の柱

穴は細い。

内部施設 無し 出土遺物 無し

前田 2号掘立柱建物跡 東西棟

建物全体規模 (2+4)X(6+2)間 面積 119.32吋

主軸方向 N -65° -W  庇 南・北

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m）
北辺 14.40 p 1 48 37 51 楕円形 3 06 

p 2 54 48 55 楕円形 2.12 

p 3 40 38 47 円形 2.14 

p 4 46 40 36.5 円形 2 08 

p 5 49 48 26 隅丸方形 2 21 

p 6 52 47 38.5 隅丸方形 2 98 

東辺 4.14 p 7 46 40 45 楕円形 1 9 

p 8 38 32 30.5 楕円形 2.2 

南辺 14.40 p 9 35 33 39 隅丸方形 3.04 

P10 38 35 26 5 円形 2 06 

P 11 44 42 33 円形 2.12 

P12 28 25 28 5 円形 2.16 

P13 42 32 30 楕円形 2 1 

P14 36 28 24.5 楕円形 2.04 

P15 42 35 7.5 楕円形 1 

西辺 4.22 P16 39 35 41 不整円形 2.16 

P17 42 37 45 5 楕円形 P1へ208 

P18 40 38 41 円形 2 08 

P19 19 16 10 5 円形 2.13 

P20 34 32 16 円形 2 15 

P 21 33 24 13 楕円形 2.1 

P 22 25 22 17 楕円形 P8へ2.94

南庇 14.48 P 23 44 38 31 円形 0.9 

P24 50 38 25.5 楕円形 2 18 

P 25 42 27 30 楕円形 2 04 

P 26 32 28 26 楕円形 2 16 

P 27 30 28 20.5 円形 2 1 

P 28 40 32 33.5 楕円形 2.12 

P 29 50 43 39 楕円形 2.05 

P 30 42 35 27 5 楕円形 0.96 

P31 39 26 33 楕円形 pgへ1.1

北庇 14.5 P32 68 52 53 楕円形 0.98 

P33 44 32 41.5 楕円形 2.18 

P34 48 42 41 楕円形 2.06 

P35 38 27 46 楕円形 2.2 

P36 38 30 37 5 隅丸方形 2.08 

P37 48 34 22 5 楕円形 2.08 

P38 32 28 44 5 円形 2.02 

P39 48 38 59 楕円形 1 

P40 52 38 38 楕円形 P7へ1.2

北孫庇11.35 P41 28 27 44 円形 1.98 

P42 34 28 23 楕円形 1 86 

P43 44 42 35 円形 1 18 

P44 42 36 25.5 隅丸方形 2 14 

P45 46 36 43.5 楕円形 2.1 

P 46 34 20 ， 楕円形 2.24 

P47 25 23 14.5 円形 P38へ136 

北張出 4.85 P 48 42 40 38.5 隅丸方形 3 75 

P 49 46 34 40.5 隅丸方形 11 

P 50 20 17 10.5 円形 P44へ222 
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第5章 荒砥前田遺跡の遺構と遺物

前田 3号掘立柱建物跡 南北棟 P29 38 32 65 5 円形 P6へ1.98
建物全体規模 3X(7+2)間 面積 88.12 m P30 44 34 29 楕円形 P10へ2
主軸方向 N -23° -E 庇 南・北 南庇 5.18 P31 38 28 55 楕円形 1 
桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との P 32 38 29 1 1 楕円形 1 9 
規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m) P 33 47 44 40 不整円形 2 26 
東辺 14.12 p 1 38 36 28.5 円形 1 96 P34 40 30 48 楕円形 p 8へ09

p 2 47 44 31 楕円形 2.04 北庇 4.86 P 35 50 47 58 円形 0.8 
p 3 39 37 ？ 円形 1.94 P 36 31 28 14.5 円形 1.7 
p 4 31 29 16 5 円形 1.98 P 37 23 20 20 円形 0 26 
p 5 34 26 14 5 楕円形 2 P 38 64 38 36 5 楕円形 1 98 
p 6 36 32 28 5 円形 2 22 P 39 48 34 47 楕円形 p 1へ1
p 7 44 42 26 円形 1 96 北張出 2.05 P40 28 22 21.5 楕円形 1 72 

南辺 5.24 p 8 48 38 47 楕円形 2.1 P41 26 25 17 円形 1.54 
p 9 28 25 23 円形 21 P42 12 10 8 円形 1.56 
P10 37 28 13 楕円形 1 P 43 20 16 8 円形 1.5 

西辺 14.04 P 11 51 47 29 円形 1 84 P44 20 22 ， 円形
P12 40 34 32 楕円形 2 36 

P13 46 34 40 5 楕円形 2 前田 4号掘立柱建物跡 東西棟

P14 48 34 31 楕円形 1.86 建物全体規模 2X3間 面積 22.74而

P15 24 28 25 5 楕円形 2 主軸方向 N-57° -W  庇 無し

P16 48 30 27 楕円形 1.95 桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

P17 48 40 25.5 楕円形 2 規模 （m) No 長径 短径 深さ 間隔 (m)

北辺 5.0 P18 46 43 22 円形 0 98 北辺 6.32 p 1 32 28 20.5 楕円形 1.9 

P19 29 28 40 円形 2 08 p 2 26 20 20 楕円形 3.01 

P 20 31 24 38 5 楕円形 Plへ1.94 p 3 29 26 29 円形 1 44 

P 21 28 22 22 5 楕円形 2.18 東辺 3.56 p 4 24 23 28 円形 1 84 

P 22 54 48 52 楕円形 P2へ1.9 p 5 27 19 17 5 楕円形 1 72 

P 23 36 30 29 5 円形 1 68 南辺 6.40 p 6 30 26 25.5 円形 1 82 

P24 32 30 19 円形 P3へ148 p 7 22 20 20.5 円形 2 58 

P 25 34 32 30.5 円形 1 98 p 8 26 22 14.5 円形 2 

P 26 32 26 35 楕円形 P28へ2 西辺 3.70 p 9 34 32 22.5 円形 1.86 
P27 35 31 31 円形 0.92 P10 26 24 15 5 円形 Plへ1.86
P28 38 32 27 円形 1.2 P 11 28 24 15 円形 P8へ1.86

o-6 ： へ2mへ1m
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4号掘立柱建物跡 （第150• 153図）

位置 P• Q-4·5G 前田C"群

主軸方位 N-57° -W 

重複 無し

形態 2 X 3間(3.56~3.70mX6.32~6.40m • 12尺

X21尺）、面積22.74対の東西棟。柱間は桁側1.44~

3.0lm、梁側1.72~1.86m。四角の柱穴は南西角の

pgがやや外側に外れるほかは、柱軸にのる。北辺

は柱間が一定でなく、特にP3はP4との間が極端

に短くなっている。東辺はほぽ等間隔で柱軸にのる。

柱軸にのるが柱間が一定でない。P8は北辺P2に

対応する位置にあるが、p7はp3と対応しない。

西辺はpgがやや外側に外れるが、中央のp10は等

間隔の位置にある。柱痕跡は確認できなかった。柱

穴は円形および楕円形で、長径22~34cm、短径19~

32cm、深さ14.5~29cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

ICD ICD 

f}lm 

1.中近世

5号掘立柱建物跡 （第151• 153図）

位置 N-2 G 前田C"群

主軸方位 N-22° -E 

重複 無し

升多態旨 2 X 3間（3.36~3.95mX5.12~5.22m • 11.5 

~13尺Xl7尺）、面積18.62m'の南北棟。柱間は桁側

1.05~3.32m、梁側1.50~3.95m。東辺と西辺の北角

から 2間めの柱穴がないのは、故意の省略も考慮さ

れる。平面形が台形で、柱穴の配置も不規則で、あ

まり程度のよい建物ではない。柱痕跡は確認できな

かった。柱穴は楕円形及び円形で、 長径17~30cm、

短径14~22cm、深さ 5~25cmである。

内部施設 無し 出土遺物 無し

前田5号掘立柱建物跡 南北棟

A 
(O 

P7 

＼
 

P4 
C> 

建物全体規模 2X3間 面積 18.62ボ

主軸方向 N-22° -E 庇 無し

桁・梁行の 柱穴 規模（cm) 形状 次柱穴との

規模 (m) No 長径 短径 深さ 間隔 （m)

東辺 5.12 p 1 28 21 12 楕円形 3.32 

p 2 17 14 12 円形 1.8 

南辺 3.95 p 3 22 20 25 円形 3 95 

西辺 5.22 p 4 28 20 10 楕円形 1 27 

p 5 29 20 10 楕円形 1 05 

p 6 30 22 16.5 楕円形 29 

北辺 3.36 p 7 20 18 12 円形 1 87 

p 8 21 17 5 円形 P1へ1.5

N-2 →1m 
1口 I°'、

A
 

A' 

L=97.00m 
l: 80 4m 

第151図 5号掘立柱建物跡
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第5章 荒砥前田遺跡の遺構と遺物

1号土坑 2号士坑 3号土坑

ょ2rr ¥

: (_) ~十A
A 

A
 △ 

L=97.20m ー

A' 

A' 

ム ` \ —笠

A' 

一L=96.90m L=96.80m 

1号井戸

玉8

A l o 

上

L=97.20m 

6・7A・7B号溝

A

＿
 

IV 

6溝

0 I: 50 

2号井戸

゜
1. 60 2m 

＼ 

＼ 

l北へlm ¥ ＼ 

／ 
6・7A・7B号溝 A -A' 

A' A I I ) ¥ A' Il.灰褐色土層 現水田面の更に下面の水田耕作
土。ややシルト質であるが、小

砂礫を少屈含む。下面は鉄分の

A A' 
沈着あり 。

III.灰褐色土思 ほぼl1に類するが、ややしまり
A' 

が少ない。水田耕作土。

w．褐色土層 鉄分の沈着層。rn層に類する。
V.黒褐色土層 かなり多くの洩間B軽石を含み、

やや粘性をもつ。あま りしまり

はない。水田耕作土と考えられる。

7A号溝

l.褐色土層 浅間B軽石及び砂礫をかなり多く

含んだ屠。しまりのある土。 （可

能性としてV層上面よりの切り

込みということも考えられる。）

L=97 20m 2.黒褐色土層 多量の小砂礫を含んだ層。し

まりのない土。

＼応l 3.黒色土層 2層よりやや黒味の多い土で、

゜
I 4 10cm 腐植土がより多く含まれる。砂

17 
礫がかなり含まれる。

4.砂礫層 Xll層が攪乱された感じの層。

6号溝

5.黒褐色土層 多量の浅間B軽石を含む。底
V 部に黒灰色土がレンズ状堆積

を示す。

6.砂層 ラミナ堆積を示すが、黒灰色土を

A' 部分的にはさむ。

7B号溝

7.黒褐色土層 m層に類する土で、かなり多
贔の砂礫を含み、軽石も少最

含む。ややしまりのある土。

L=97 10m 8.黒色土層 多最の小砂礫を含んだ、しまり

2m のない土。

第152図 中近世の土坑•井戸・溝
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(3)土坑 （第152• 153図 PL62)

1号・ 2号士坑は円形、 3号土坑は方形である。

いずれも確認面から浅く、掘立柱建物群との関係も

確定できなかった。出土遺物はほとんどない。

(4)井戸（第152• 153図 PL62 遺物観察表P.299)

1号 ・2号の2基の井戸が検出された。平面形は

円形で、 1号は上半部がやや広がる。埋没土は掘立

柱建物と共通することから、同様の時期の遺構と考

えられる。1号井戸からは混入と考えられる土師器

1点が出土したのみである。 2号井戸からは土師器

甕底部（第152図17)の他、 土師器細片が1点出土し

た。図示した土師器甕も混入の可能性が高い。

(5)溝 （第152• 153図 PL62)

6号・ 7A号・ 7B号溝の3条が検出された。こ

れらの溝は発掘区のほぽ中央にやや走向を違え、 一

部重複して群在している。

7A号溝は 3条のうち最も新しい溝で7B号溝を

切っている。ほぼ直線的な走向で、規模は幅0.6~

0.81m、深さ0.54m、調査長37.2mである。調査で

は上場のみの記録にとどまった。埋没土は浅間B軽

石を多く含む黒掲色土で、最下層には砂礫層が堆積

していた。出土遺物はない。7A号溝の走向は 1号

• 2号掘立柱建物の柱筋とほぼ一致しており、同時

期の可能性も考えられる。出土遺物はない。

6号溝は 7A号溝とは走向を異にして、やや蛇行

する。規模は幅0.36~0.62m、深さ0.45m、調査長

30.6mである。浅間B軽石が多く含まれた黒褐色土

で埋没土が覆われており、さらに埋没土中に浅間B

軽石を多量に含んでいることから軽石降下以降の溝

である。6号溝も最下層に砂層を堆積している。出

土遺物はない。

7B号溝は浅間B軽石が多く含まれた黒褐色土層

を掘り込んでいるが、 7A号溝に切られている。規

模は幅0.6~0.8m、深さ0.43m、調査長45.lmである。

他の2条の溝からさらに北東方向に傾く走向である。

出土遺物はない。

2.古代

2.古代

(1)概要

荒砥前田遺跡で検出された古代の遺構は、 3面の

遺構確認面に亘っていた。最も上面は浅間B軽石降

下前後の遺構面である。浅間B軽石層が残る発掘区

の東部1/3程度の範囲では軽石層直下で水田と溝を

検出した。また東台地斜面上部では軽石が残ってい

なかったために軽石降下との新旧関係は不明な溝も

検出された。溝の時期は不明であるが、軽石降下よ

りは新しいと推定される。浅間B軽石直下の水田面

の残存状態は不良で、アゼの一部が確認できたにと

どまった。

次の面は浅間B軽石より古く、弘仁九(818)年の地

震に伴う洪水層 (XI• XII層）より新しい畠の畝間の溝

群を検出した。これらは浅間B軽石層の下位にある

黒色土(X層）で埋まっている。下位の水田が洪水層

で埋まった後、その復旧としてつくられた畠の痕跡

と考えられる。

さらに下面で、弘仁九(818)年の地震に伴う洪水層

(XI • XII層）直下で水田面を検出した。発掘区のほぽ

全域にわたって傾斜に沿った傾斜地水田が検出され

ている。なお、東端の 5号溝は水田を埋めたものと

同じ洪水層で埋まっていない。土層断面からは浅間

B軽石より古く、洪水層(XI• XII層）より新しい溝と

観察された。したがって、この溝は厳密には水田に

伴わないが、水田面東端では、溝に添うように畦が

つくられていることから、 5号溝と同様な位置に水

田面に伴う溝があったことは確実である。このよう

な状況から、これらの溝は今回の調査では水田面と

ともに作図した。

これらの 3面の遺構が同一地点に重層して検出さ

れたことは、各面の遺構が具体的にわかると同時に、

災害復旧にあたった人々の所作が有機的に判明する

点で重要である。同一の遺構面は、北側で調査した

荒砥宮田遺跡や、西側で上武道路建設に伴って調査

された荒砥前田II遺跡でも検出されており、空間的

な分析も今後可能になるだろう 。
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第5章 荒砥前田遺跡の遺構と遺物

(2) 浅間B軽石下水田

（第154図 PL63 遺物観察表P.299)

表土下0.7mに堆積した厚さ10~15cmの浅間B軽石

層直下で、2条の溝とともにアゼの一部を検出した。

アゼは G •H -4·5 グリッドで等高線に沿ったや

や長い東西アゼ2条と、それにほぽ直行する短いア

ゼ1条が検出された。アゼの幅は50~72cm、高さは

2 ~8 cmで残存状況は不良である。これらのアゼの

残存状況から、水田面は北東から南西に向かう緩傾

斜面に、長軸が等高線に沿った細長い水田面が棚田

状につくられていたと推定される。

溝は発掘区東側にある台地西縁を廻るような位置

で検出された。溝の埋没上には 2種類があり、掘削

・形成時期が2期以上あることを示している。 1号

溝と 2号溝は浅間B軽石で埋没している。土層断面

A-A'（第154図）、C-C' （第157図）では厚さ10

cmほどの軽石層が落ち込んでいた。 1号溝は幅0.73

~2.92m、深さ0.44m、調査長46.9m、2号溝は幅

0.45~2.42m、深さ0.29m、調査長37.3mである。2

号溝の北端は三つ又に分かれているが、最も南側の

土層断面にかかる流路で計測した。 3号溝は 1号溝

より新しい溝で、ラミナ堆積の砂層とローム層の互

層で埋まっていた。幅0.49~0.93m、深さO.lm、調

査長8.12mである。 4号溝は浅間B軽石層との関係

は不明であるが、ラミナ堆積の砂層と黒褐色土の互

層で埋まっていた。幅0.53~1.33m、深さ0.14m、調

査長11.4mである。

この遺構面での出士遺物は、遺憾ながら出上位置

が不明確なものが多い。特に溝出士の遺物は調査時

の溝番号の記録が十分でなく、帰属遺構が明確でな

ぃ。第154図に示した須恵器杯底部（18)は浅間B軽

石直下水田の耕作士から出土した。他に縄文土器 l

点、土師器細片73片、須恵器1点、混入と考えられ

る陶器破片 1点が出土している。

溝の出土遺物は縄文土器2点、土師器6点、須恵

器1点のほか、第154図に示した土師器杯（ 2)、軟

質陶器鉢破片（ 1)、陶器常滑甕頸部破片（3)、同底

部破片(4)が混在していた。前述した中近世の遺構
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との関連も考慮すべき時期の遺物であるが、直接の

関係はつかめなかったので、ここで報告した。

浅間B軽石の堆積が確認できたのは発掘区東側の

1100m'に限定される。水田面の検出も一部にとどま

ったが、本来は発掘区全体に浅間B軽石直下に水田

が展開していたものと推定される。後世の耕作によ

って攪乱を受けたものと考えたい。 また検出された

溝はいずれも浅く蛇行が著しいことから、水田域の

基幹水路の可能性は少ないと考えられる。発掘区の

東側には現在まで使われている水路があり、浅間B

軽石降下時点では発掘区外の現水路に近い位置まで

基幹水路は移動していたのであろう。

(3) 洪水層上畠

（第155図 PL64 遺物観察表P.299)

H~L-7~10グリッドで畠の畝間溝の下半部と

考えられる溝群を検出した。南北方向の溝が14条、

東西方向の溝が3条である。また I-7~ 9グリ ッ

ドでは、幅0.8~1.3m、長さ9.8mにわたって鋤によ

ると推定される痕跡が検出された。耕作痕跡と思わ

れる。

これらの溝群や耕作痕跡は土層断面A-A' （第

155図）によれば、浅間B軽石層との直接の関係は不

明であるが、浅間B軽石層より下層の黒色土層 (X

層）に覆われており、弘仁九(818)年の地震に伴う洪

水層 (XI• XII層）を切っている。 また下層の洪水層下

水田の耕作土(XIII層）上面まで達していた。溝の埋

没土は砂質の灰褐色土である。以上の土層観察によ

り、この畠は洪水層の上位より耕作されていると判

断された。

畝の幅は、溝の心芯間で0.8~1.0mのところと、

2.0~2.3m前後のところがある。畝幅の違いは、作

物 ・耕作単位・耕作時期などの違い、あるいは作業

途中の状況などを示す可能性がある。しかし本遺跡

では盛り上げられた畝の上半部はX層堆積以前に削

平されたものと見られ、耕作面を確認できなかった

ことから詳細な結論を得るには至らなかった。

関連する出土遺物は少なく、第155図に示した須
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第154図 浅間B軽石下水田と出土遺物
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第5章 荒砥前田遺跡の遺構と遺物

恵器甕肩部破片(27)、須恵器鉢底部破片(28)が畝部

分から出土した。27は多段の沈線の間に櫛描波状文

を施す須恵器の破片である。 6世紀から 8世紀の時

期が考えられるが、小破片のため確定できない。畠

耕作土に混入した遺物と考えられる。28は軟質な焼

成の破片でほとんど類例をみない遺物である。ロク

ロの使用や軟質の焼成から平安時代後半期のものと

考えられる。28は鋤痕跡を埋めていた土層から出土

しており、弘仁九(818)年以降、天仁元(1108)年以

前と考えられる本畠の年代観とも合致する遺物であ

る。

この畠の下位には、弘仁九(818)年の地震に伴う洪

水層で埋まった水田面が埋没している。水田を埋め

た洪水層の上位から掘り込まれた畠は、下位の水田

が洪水層で埋まった後、その復旧としてつくられた

ものと考えられる。

(4) 洪水層下水田 （第156~158図

PL60 • 64~67 遺物観察表P.299• 300) 

T~ s -l ~10グリ ッドで洪水層直下から形状の
わかる20区画を含む水田域と、東端に掘られた用水

路と見られる溝(5号溝） 1条を検出した。

水田面を埋めていた洪水層は荒砥川の氾濫による

ものと推定され、厚さ10cm前後の灰色砂(XII層）と粒

径5~10mm大の輝石安山岩や軽石を主体とする厚さ

20cm前後の礫(XI層）から構成されている。近年の赤

城山麓の調査成果から、この洪水層は弘仁九(818)

年の地震に伴う泥流であることがわかっている。

水田区画は、北から南に傾斜する緩斜面に南北方

向に縦アゼの区画を施し、その中を傾斜に合わせて

横に区切るアゼをつくつている。縦アゼによる区画

の幅は一様でなく微妙な水田面の傾斜によって変化

させている。M~0グリ ッドでは幅20.6m、D~ L 

グリッドでは最大幅40.6mで縦アゼがある。M~0

グリッドでは、水田耕土下層の溝と重なる位置に帯

状の凹地が残っていた。これは下層の土層堆積の影

響を受けたものと推定される。この地点では本水田

耕作時にも微妙な傾斜があり、格子を基調にした水

196 

田区画が崩れたり、縦アゼの幅が狭くなったものと

考えられる。

横アゼの位置は、その地点の傾斜によって決まる

ものと推定される。発掘区内では横アゼで区切られ

る水田面の幅は最大17m(P-l~ 4グリッド付近）、

最小3.5m(F-6グリッド付近）であった。水口は横

アゼに施設されていた。水口の位置は横アゼの中央

でなく、東西どちらかの端か、両端である。縦アゼ

で区切られた範囲のなかで、掛け流しによる配水が

おこなわれていたことがわかる。

また、 D•E-8·9 グリッド、 L-3 • 4 グリ

ッドの2カ所でアゼが二重にあり 、その間が溝状に

なる部分が検出された。いずれも片側のアゼに水口

が設けられている。上位の水田から直接水が入るの

ではなく、一度溝の中に水を引き込んでから、下位

の水田あるいはさらに次の水田に水を入れている。

類例には「温め」と呼ばれる水温調節のための小溝

が知られているが、本遺跡の例では温める溝の長さ

が極端に短い。ここでは極端に面積が増える区画へ

の配水を効率的にするために、掛け流しだけでなく

大きい区画への迂回水路を設けたと考えられる。

各区画の形状 ・規模は、第4表にまとめたが、長

方形を基調として最大32X8 m（面積157mりから最

小4X 2 rn（面積7mりのものまであり、一定してい

三三三23 ロロニ：
ご二＝1 ご□／

ロニロロ24

l : 4 10cm 

第156図 洪水層下水田出土遺物
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第 5表
水田面No.面積m 長軸長m 短軸長m
1 39 56 913 4.42 

2 39 58 11.03 3.69 

3 128 73 16 45 6 59 

4 33.12 7.51 5.63 

5 84.06 11.79 8 81 

6 82.71 12.85 6.02 

7 52.85 12.49 4.11 

8 40.62 10.15 4 08 ， 83.01 23.21 3 82 

10 42.14 8.75 418 

11 215.19 38.75 4 00 

12 108.82 13.45 8 33 

13 85.98 10.32 8.45 

14 242.46 39.72 3 88~9.21 

15 219 34 35.75 3.95~8.14 

16 208.36 33.6 5.62 

17 32 76 6.52 6.18 

18 10 46 5.81 2.03 

19 12.34 5.88 2.23 

20 25.52 9 81 3.01 

荒砥前田遺跡洪水層下水田計測表
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洪水昂下水田 (4面） A-A’ • B -B' • C-C' • D -D' 

I，灰色土層 現水田耕作土で、シルト質のしまりのある土。

[]. I火褐色土層 現水田面の更に下面の水田耕作土。ややシルト質であるが、小砂礫を少量含む。下面は

鉄分の沈着あり 。

Ill.灰褐色土層 はほII層に類するが、ややしまりが少ない。水田耕作土。

w．褐色土陪 鉄分の沈着層。Ill層に類する。
V.黒褐色土陪 かなり多くの浅間B軽石を含み、やや粘性をもつ。あまりしまりはない。水田耕作土と

考えられる。

VI.黒褐色土層 はぽv層に類するが、あまり粘性がない。
VII.褐色土層 浅間B軽石を多盤に含んた層であり、鉄分の沈芹がみられる。

VllI，浅間B軽石層 上面は追分火山灰が部分的に残っている。

IX.黒色土層 砂礫を少量含むが、やや粘性ある土。

IX a.黒色粘質土層 洩間B軽石下水田の耕作土中にあると思われる。南側のIX培に対応するが粘質土であ

る点が異なる。泥炭質。

X.黒色土層 多舟の小砂礫を含むしまりのない土。XI層が黒色化した感じの層。

Xa.灰褐色粘質土 班文状の鉄分の沈着が認められる。 （植物の根か）かなり 多くの砂粒を含み、あまり

しまりがない土。

XI.砂礫層 直径 1cm前後の礫を含み、ラミナを呈す。5cmはどの大胡火砕流を含むこともある。

XII.砂層 ラミナを呈する。

Xlll.黒灰色土陪 かなり多くの浅間C軽石を含み、しまりのある土。また少塁の榛名＝‘ノ岳軽石を含む。

（洪水層下水田耕作土）北東では非常に粘件を持ち、泥炭質とな っている。

XN.黒褐色土層 鉄分の沈着層であり、多くの浅間C軽石を含む。

xv.黒色土層 Xlll層、 XN層よりも浅間C軽石は多く含まれており、粘性を若干もち、あまりしまりはない。
XVI.黒色粘質土層 はとんと浅間C軽石を含まず、やや泥炭質である。しまりのある土。

XVII.患灰色粘質土層 XVI層、 XVII層の漸移層と言える層。粘性に富む。

XVlll.灰白色粘質土陪 しまりのある土て、粘性に富む。遺跡南側では部分的に鉄分の沈着も見られる。

XIX. 暗灰色土陪 シルトに近い砂質土であり、あまりしまりはない。

XX.暗灰色シルト質土 かなりしまりのある土。

南壁 A_A' 

］． ロームと黒色土の攪乱層。

2a.口＿ム塊と砂の混土層。砂層はラミナを呈する。

2b.黒褐色土と砂陪の交互層。砂層はラミナを呈する。

3. ローム塊および粒子と砂陪との互層。砂層はラミナを呈す。

4.浅間B軽石の交互層。

5.黒灰色粘質←十層 浅間C軽石をかなり多焚に含み粘性に富む。ローム粒子が若干含まれる。

6. ローム及び白色粘土（地山）と砂の混土層。

7. ローム・黒褐色土•砂との混土層 。

8.灰褐色土層 多砒のローム粒子、砂を含む。やや粘性あり 。

9.黄灰色土培 多罷のローム粒子を含む。黒色粘質土塊を含む。

10. 黒色土とローム塊が互層をなす。ラミナ状の址柏であり、細砂もかなり含む。

11. 黒灰色粘質上 ローム粒子を塊状に含む。粘性ある土。

12.黄色土培 ローム塊の堆栢。

13.灰色土層 かなり枯性のあるしまった土で、多くのローム粒子を含む。

14.黄灰色土層 ハードロームがくすんだ色になったもの。少紐の患灰色土を含む。

15.黒灰色土居 かなり多くの細砂を含む。やや粘質土。

16. 暗黄色土 かなりしまりのあるロームで岩宿面に相当すると思われる。

17. 黒灰色粘質上 部分的に細砂がラミナ状を呈す。しまりは少ない。

18. 黒灰色粘質:t. 17層よ りも粘質性に富む。

19. 黄色粘質土と砂との混土層 ラミナを呈す。

20.黒色粘質土 かなり多量の浅間C軽石を含む。しまりのある土。

21. 黒灰色土層 黒色土と砂層との互層。ラミナ状旱す。

22.黄灰色砂屈 ラミナを呈し、榛名ニノ岳軽石を含む。

23.榛名ニッ岳火山灰層

24.黒灰色粘質土 部分的に細砂のラミナ堆祐あり。しまりは少ない。

25.黒灰色粘質土 多量の浅間C軽石を含み、部分的に集中する個所あり 。しまりの少ない土。

26.黒色粘質土層 わずかの浅間C軽石を含む。しまりのある土。

27.黒色粘質士層 26層に類するが、しまりのない土。

28.黒色粘質土 少贔の浅間C軽石を含む。

29.細砂層 かなり固くしまっており、多絨の浅間C軽石を含む。

30.黒褐色土培 多餓の浅問B軽石を含む。底部に黒灰色土がレンズ状堆積を示す。 (6号溝）

31.砂層 ラミナ堆積を示すが、黒灰色土を部分的にはさむ。 (6号溝）

32.褐色土層 浅間B軽石及び砂礫をかなり多く含んだ層。しまりのある土。 (5号溝） （可能性としてV層上面よりの

切り込みということも考えられる。）

33.黒褐色土層 多祉の小砂礫を含んだ層。しまりのない土。 (5号溝）

34.黒色土屑 33層よりやや黒味の多い土で、腐植土がより多く含まれる。砂礫がかなり含まれる。 (5号溝）

35.砂礫層 XII層が攪乱された感じの陪。 (5号溝）

36.黒褐色土層 III層に類する上で、かな り多贔の砂礫を含み、軽石も少醤含む。ややしまりのある土。 (7号溝）

37.黒色土層 多益の小砂裸を含んだ、しまりのない土。 (7号溝）

38.黒色土層 やや灰色がかった色調で粘性ある土。浅間C軽石を含む。

39.黒色土層 多量の浅間C軽石を含み、部分的に集中する。38層より枯性あ り。

40.黒色土層 多址の小砂礫を含んだしまりの少ない土。

41.黒灰色土屈 多餓の小砂礫を含んだしまりの少ない土。

42.黒灰色土層 41層に類する。

西壁 B-B' 

1.黒灰色土培 多最の小砂礫を含んだしまりのない土。XII層、 XIII層の攪乱と見られる。

2.黒灰色土層 かなりの粘性としまりのある土。浅間C軽石を多く含み、炭化物・焼土粒を若干含む。 (4号土坑）

3.黒色土層 浅間C軽石を多砒に含み、ややしまりのある土。 (4号土坑）

4. 炭灰層 炭化物と灰の堆積屑であり、底部は焼土化している。 (4号土坑）

5.黒灰色土屠 多屈の小砂礫を含んだ庖。しまりのない土。

6.黒灰色土層 多岱の浅間C軽石を含んだしまりのある土。

C -C' 

1. 黒灰色土層 かなりの粘性を帯び、下部はローム塊や軽石 （榛名ニノ岳軽石か）が互培をなし、ラミナを呈する。 (3号溝）

2.黒色粘質土陪 地山のXIIIと軽石（浅間C軽石か） •砂とが互層をなす。

3.黄灰色土層 地山の粘質ロームがくずれ込んだ感じの層。

第158図 洪水層下水田土層断面
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ない。方形区画を基本にしながらも、微妙な傾斜に

対応した区画が行われたものであろう。

水田耕作土(XIII層）は、黒泥土に近い粘質土で、多

量の榛名山起源の軽石と浅間C軽石を含む。

5号溝は水田域の東端に掘られた用水路で、幅

0.73~3.21m、深さ0.51m、調査長52.68mである。

土層断面A-A'ではいくつかの埋没土の単位があ

り、同じ流路で数回掘り直されたものと考えられる。

法面にも掘削のズレによる段が幾重にも残っていた。

埋没土は黒色土とロームとラミナ堆積の砂が互層に

なっている部分が多い。水田面を埋めている洪水層

が直接溝を埋めている状況ではなかった。したがっ

て厳密には埋没時の溝は水田面に伴うものではない

ことになる。しかし、 C •D -5~ 7グリッドでは

5号溝の北縁に沿ったアゼが残っていることから、

水田面に伴う溝も 5号溝とほとんど同じ位置にあり、

その後掘り返されたのが5号溝ということになろう。

ただし浅間B軽石が降下した天仁元(1108)年には 5

号溝上層に軽石がほとんど水平に堆積していること

から、 5号溝が掘り返された時期は弘仁九(818)年

以降、天仁元(1108)年の間に限定されることにな

る。

水田面に直接かかわるといえる出土遺物はきわめ

て少ないが、水路内および水田面上で8世紀末から

9世紀初頭とみられる士師器坪（第156図20• 22 • 

23 • 26）、土師器甕（24)の比較的大型の破片が出土

している。洪水層を弘仁九(818)年とする年代観と

矛盾しない。しかし、水田耕土内出土遺物には第

156図19に示した陶器天目碗破片も混在している。

これは浅間B軽石直下の水田廃絶後、掘立柱建物等

の居住域に転換した際に混入した遺物と見られる。

この他に図示しなかったが、水田耕土中から土師器

76点、須恵器3点、弥生土器 l点の細片が出土した。

3.古墳時代

3.古墳時代

(1)概要

古墳時代の遺構は、溝6条と土坑2基を検出した。

これらの遺構は洪水層下水田耕土(XIII層）を除去し、

黒色粘質土(XVI層）上面で確認した。これらの遺構か

らは古墳時代前期および中期の土器が出土している。

周辺では、北側に隣接する荒砥宮田遺跡 l区や西側

に隣接する荒砥前田 1I遺跡3区で古墳時代前期集落

も確認されている。これらとの関連も視野に入れる

と、本遺跡における古墳時代の遺構は洪水層下水田

の耕作開始時期を決定する上で重要である。

(2)溝（第159~161図 PL60 ・ 68 遺物観察表P.300)

8号から13号溝の 6条の溝が検出された。これら

の溝は発掘区中央に一部重複しながら分布している。

走向はほぼ北から南に向かう 8 号• 9号・ 13号溝と

北東から南西に向かう10号・ 11号・ 12号溝の 3条に

分けられる。

8号溝は幅0.87~2.46m、深さ0.32m、調査長

39.3mで北西端は未検出である。砂礫層と浅間C軽

石を多量に含む黒褐色土で埋まっていた。出土遺物

は図示しなかったが土師器細片50点、須恵器 l点の

ほか、土師器大型壺底部破片（第160図6)、坪破片

(5)が底面付近で出土している。 また埋没土中から

鉄製刀子(M1)、鉄製鎌(M2)が出土した。

9号溝は幅0.56~1.95m、深さ0.66m、調査長

49.8mで緩やかに蛇行している。浅間C軽石を含む

粘質の黒色土で埋ま っていた。底面付近には浅間C

軽石の純堆積が一部に見られた。出土遺物は埋没土

中層から 6世紀後半の上師器杯（第160図14)が出土

した。また底面付近から 4世紀後半と見られる土師

器対(7~10)、壺（11• 12)、S字甕（13)の破片が出

上した。他に図示できなかった土師器破片8点が埋

没土から出土した。

10号溝は幅0.71~1.04m、深さ0.39m、調壺長

10.5mで、 9号溝と重複するが新旧関係は不明であ

る。溝の南端にあたる。埋没土は下半部は細かい砂
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8号溝
..A.. 

A
 

こ
B XVl X¥’ B' 

xm 
XV XVl 

l 
3 

2 

L=97.10m 

9 • 10号溝

11号溝

XV 2 I置

..A_ Xlll X＼I 2 xm 頂 A'

8号溝 A-A'・ B-B' 

上 Xm．黒灰色土層 かなり多くの浅間C軽石を含み、しまり

のある土。また少最の榛名ニ・ノ岳軽石を

含む。（洪水層下水田耕作土）北東では非

常に粘性を持ち、泥炭質となっている。

xv.黒色土層 xm層、 XN層よ りも浅間C軽石は多く含ま
れており、粘性を若干もち、あまりしまり

はない。

XVI.黒色粘質土層 ほとんど浅間C軽石を含まず、やや泥

炭質である。しまりのある土。

XVII.黒灰色粘質土層 XVI層、 XVII層の漸移層と言える層。

粘性に富む。

X渭 XVIXIlX 

A' 

1.黒褐色土層 かなり多量の浅間C軽石を含み、やや砂

質を帯びる。しまりのある土。

2.砂礫層 非常に固くしまった砂で、底部近辺には大型の

礫(5cm)を含む。

3.黒褐色土層 浅間C軽石を多最に含み、 XVII層塊を含む

しま りのある土。1層に類する。

9 • 10号溝 A-A' 

9号溝

I.灰色土層 現水田耕作土で、シルト質のしまりのある土。

ill.灰褐色土層 ほぽIl層に類するが、ややしまりが少ない。

水田耕土。

N．褐色土層 鉄分の沈着層。m層に類する。
10溝 X.黒色土層 多贔の小砂礫を含むしまりのない土。XI層が

黒色化した感じの層。

XIII．黒灰色土層 かなり多くの浅間C軽石を含み、しまりの

ある土。また少量の榛名ニ；；岳軽石を含む。

（洪水層下水田耕作土）北東では非常に粘性

を持ち、泥炭質となっている。

双黒色土層 x皿層、 XIV層よりも浅間C軽石は多く含まれ
ており、粘性を若干もち、あまりしまりはない。

XVI.黒色粘質土層 ほとんど浅間C軽石を含まず、やや泥炭

質である。しまりのある土。

L=97.10m 

10号溝

I.灰色土層 現水田耕作土で、シルト質のしまりのある土。

皿灰褐色土層 ほぽII層に類するが、ややしまりが少ない。水田耕作土。

w．褐色土層 鉄分の沈着層。皿層に類する。
X.黒色土層 多量の小砂礫を含むしまりのない土。XI層が黒色化した感じの層。

Xll.砂層 ラミナを呈する。

Xlll.黒灰色土層 かなり多くの浅間C軽石を含み、し まりのある土。また少最の榛名＝ッ岳軽石を含む。

（洪水層下水田耕作土）北東では非常に粘性を持ち、泥炭質となっている。

XVI.黒色粘質土層 はとんど浅間C軽石を含まず、やや泥炭質である。しまりのある土。

澗．黒灰色粘質土層 XVI層、 XVII層の漸移層と言える層。粘性に富む。

1.砂層 大胡火砕流の小軽石を含み、ラミナを呈す。

2.黒褐色土層 浅間C軽石をかなり多く含み、しまりのある土。

3.黒灰色細砂層 きめの細かい砂が堆積。ラミナを呈す。

1.黒色土層 かなり粘性をもつ。またしまりのある土。浅間

C軽石を多量に含み、榛名＝‘ノ岳軽石も含む。

2.黒灰色土層 しまりのある土。浅間C軽石を少量含む。

3.黒色粘質土 かなり粘性をもつが、しまりのない土。浅間

C軽石が多量に含まれる。また底部付近には

純層の浅間C軽石も部分的に見られる。

11号溝 A-A' 

XIIl．黒灰色土層 かなり多くの浅間C軽石を含み、しまりのある土。また少最の榛名二 ］岳軽石を含む。

（洪水層下水田耕作土）北東では非常に粘性を持ち、泥炭質となっている。

XVII.黒灰色粘質土層 XVI層、 XY11層の漸移層と言える層。粘性に富む。

潤．灰白色粘質土層 しまりのある土で、粘性に富む。遺跡南側では部分的に鉄分の沈着も見られる。

1.黒灰色土層 多量の浅間C軽石を含み、しまりのある土。XIIl層に類する。

2.黒色粘質土 しまりのある土。

3.黒色粘質土 2層に類する。

第160図 8~11号溝土層断面
I: 50 2m 
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3.古墳時代
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第161図 8 • 9号溝出土遺物

A' 

L=97.10m 

胃
I: 60 2m 

‘ 

4号土坑 A-A' 

I.灰色土層 現水田耕作土でシルト質のしまりのある土。

II.灰褐色土層 現水田面の更に下面の水田耕作土。やや

シルト質であるが、小砂礫を少量含む。

下面は鉄分の沈着あり 。

IV.褐色土層 鉄分の沈着層。皿層に類する。

XII.砂層 ラミナを呈する。

x皿黒灰色土層 かなり多くの浅間C軽石を含み、しまり
のある土。また少量の榛名ニソ岳軽石を

含む。（洪水層下水田耕作土）北東では非

常に粘性を持ち、泥炭質となっている。

XIV.黒褐色土層 鉄分の沈着層であり、多くの浅間C軽石

を含む。

1.黒灰色土層 かなりの粘性としまりのある土。浅間C軽

石を多く含み、炭化物・焼土粒を若千含む。

2.黒色土層 浅間C軽石を多量に含みややしまりのある土。

3.炭灰層 炭化物と灰の堆積層であり、底部は焼土化して

いる。

第162図 4 • 5号土坑と出土遺物
1: 4 10cm 
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第5章 荒砥前田遺跡の遺構と遺物

層で、上半部は浅間C軽石を多く含む黒褐色土であ

る。出土遺物はない。

11号溝は幅0.38~0.96m、深さ0.67m、調査長

9.4mで北半分は調査できなかった。8号溝と重複す

るが、 11号溝のほうが新しい。多量の浅間C軽石を

含む黒色粘質土で埋まっていた。出土遺物はない。

12号溝は幅0.45~l.lm、深さ0.81m、調査長21.3

mで、底面は凹凸が著しい。埋没土は不明である。

出土遺物はない。

13号溝は幅0.75~1.35m、深さ0.4m、調査長11.8

mで、大きく蛇行する。南端部は検出できなかった。

埋没土は不明である。出土遺物はない。

(4)遺構外の出土遺物（第163図遺物観察表P.301)

ここでは遺構に伴わない形で出土した遺物のうち、

古墳時代以前のものを図示した。

第163図25は赤井戸式土器壺口縁部破片で、洪水

層下水田耕作土下位の浅間C軽石のプロック中から

出土した。 21は称名寺 I式の深鉢胴部破片で、 RL

単節の充填縄文が施されている。 S1はスクレーパ

ーで縄文時代の石器である。

これらの遺物が示す時期の遺構は確認できなかっ

たが、周辺の遺跡との関連を考える際には重要な遺

物と考えられよう 。

(3)土坑

（第159• 162図 PL60 • 68 遺物観察表P.301)

4号・ 5号上坑の 2基の上坑が検出された。

4号土坑は楕円形で、西端は発掘区域外のため未

検出である。埋没土は浅間C軽石を多最に含む黒色

土で、底面には厚さ 3~7 cmの炭灰層が堆積してお

り、底面は焼土化していた。遺物は土師器細片3点

のほか、土師器大型壺胴下半部破片（第162図15)が

出上している。底面の炭や焼土の状況や、大型壺の

破片が出土していることから何らかの用途があった

と推定されるが、断定するにはいたらなかった。

5号土坑は12号溝と重複していることから全体形

状は不明であるが、不定形な楕円形と推定された。

埋没土は記載がなく不明である。埋没土から土師器

高坪の坪部（第162図16)が出土している。9号溝底

面出土の土器群と同様の時期のものと考えられる。

雫 925

21 

＼

ハ

ー

゜
l: 3 10cm 口

S1 

第163図 遺構外の出土遺物
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l．出土遺物の形状と組成からみた荒砥宮田遺跡における平安時代の鉄器製作活動について

第6章 自然科学分析報告

し出土遺物の形状と組成からみた荒砥宮田遺跡における平安時代の鉄器製作活動について

岩手県立博物館 赤沼英男

l はじめに

群馬県前橋市に所在する荒砥宮田遺跡は、県営荒砥北部圃場整備事業に伴い昭和58年に発掘調壺された遺跡

である。調資の結果、 4~6肌紀代および10世紀代に比定可能な住居跡が確認され、いずれの住居跡からも鉄器、

鉄滓が検出された。4~ 6世紀代の住居跡から出土した方形鍬．鋤先をはじめとする鉄器ならびに鉄滓について

は既に金属考古学的調査が行われ、時代の経過とともに鉄器または鉄器地金の供給地域が変化した可能性があ

ること、既に古墳時代に遺跡内またはその周辺で鋼の製造が行われていた可能性のあることが指摘された I)o 

前橋市およびその周辺地域に所在する平安時代の遺構から出上した鉄関連資料の金属考古学的調査例は古墳

時代に比べ豊富で、鉄・鉄器の生産状況、とりわけ鉄器製作の素材となった原料鉄の生産と流通に関する検討

がなされている2)。本誌38頁に記載されているとおり、荒砥宮田遺跡の平安時代の遺構から出土した鉄滓は鉄

関連遺構に伴うものではなく、遺構との関係をふまえその成因を推定することは不可能である。鉄器について

も時代特定が可能な共伴遺物は未検出であり、その金属考古学的調査結果を基準資料として扱うことは難しい。

ここでは当該地域における鉄器の普及状況を解明するための基礎資料を得ること、これまでに行われた当該地

域出上鉄器の金属考古学的調査結果と比較することを目的として、 10世紀代に比定される住居跡から出土した

鉄塊、鉄滓、および土坑から出上し時期特定が困難な鉄器の金属考古学的調査を実施した。以下に、荒砥宮田

遺跡出土遺物の金属考古学的調査結果について報告する。

2 調査資料

金属考古学的調査を行った資料は、鉄器 1点、鉄塊 1点、鉄滓2点、羽口先端部と推定される資料 1点の合

計5資料である。調査資料の概要は表 1に示すとおりである。

3 調査試料の摘出

鉄器についてはダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル（以下、ハンドドリルという ）を使って、資料

の外観形状を損ねることのないよう細心の注意を払いながら、約0.5gの試料を摘出した。鉄塊および鉄滓につ

いては、ハンドドリルで深さ 1~2 cmの切り込みを入れ、一方の切り込み面から約 1gの試料を切り取った。

それぞれの資料から摘出した試料をさらに 2分し、大きい方を組織観察に、小さい方を化学成分分析に供した。

4 調査方法

組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを使って研磨した。研磨面

を金属顕微鏡で観察し、地金の製造方法を推定するうえで重要と判断された鋼製鉄器・鋼塊中の非金属介在物、

および鉄滓中の鉱物相をエレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー (EPMA)で分析した。研磨面の 5

割を超える領域がメタルで構成されているNolおよびNo.2から摘出した試料については、ナイタール（硝酸2.5ml

とエチルアルコール97.5ml溶液）で腐食した後、組織観察した。

化学分析用試料は表面に付着する土砂、錆をハンドドリルで丹念に削り落とし、エチルアルコール、アセト
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ンで超音波洗浄した。試料を130℃で 2時間以上乾燥し、ほぼメタルからなる試料、またはメタルと錆が混在

した試料については直接、錆、鉄滓についてはメノー乳鉢で粉砕した後テフロン分解容器に秤量し、塩酸、硝

酸、およびフッ化水素酸を使って溶解した。溶液を蒸留水で定溶とし、 T.Fe（全鉄）、 Cu（銅）、マンガン(Mn)、

リン（P)、ニッケル(Ni）、コバルト (Co)、チタン(Ti)、けい素（Si)、カルシウム (Ca)、アルミニウム (Al)、

マグネシウム (Mg)、バナジウム (V)の12元素を商周波誘導結合プラズマ発光分光分析法(ICP-AES法）で分

析した。

5 調査結果

5 -1 鉄器・鉄塊の化学組成

表2、表3にNol、No2から摘出した試料の化学成分分析結果を示す。 No1およびNo2のT.Feはそれぞれ

96.01%、90.25％で、 主としてメタルからなる試料が分析されている。 No1からは0.019％のCo、No2からは

0.01％を上回るCu、Ni、およびCoが検出されている。分析試料がほぽメタルによって構成されていること、銅

をはじめとする鉄以外の金属を素材とする資料の固着がみられなかったことを考慮すると l)、それぞれの試料

から検出されたCu、Ni、およびCoのほとんどが錆化前の地金に含まれていたとみることができる。

5-2 鉄器・鉄塊の組織観察結果

N叫および詢2から摘出した試料の中心部分はほぼメタルによって構成されていたので、ナイタールで腐食し、

組織観察した。 No1はその全域がわずかに腐食されている （図la1• b1)。マク ロエ ッチング組織領域RI内部は

ほぽフェライト (aFe)からなり、炭素量約0.1％の鋼が配されている（図1C 1げ。マクロエッチング組織領域R2

内部には灰色を呈する粒状領域(Wus)、やや暗灰色を呈する柱状領域(Fa)、および微細な粒子を内包する黒

色領域(Ma)によって構成される非金属介在物がみられる。 EPMAによる分析によって領域Wusはウスタイト

（化学理論組成FeO)、領域FaはFe0-Mgo-Si02系で（図ldl-3)、マグネシウムを固溶した鉄カンラン石

[2 (Fe,Mg) • SiO)と推定された。

No2のマク ロエッチング組織はほぽ全域が黒く腐食されている（図2a1 • b1)。マクロエッチング組織領域RI内

部は初析セメンタイト (PCm)と黒色を呈するパーライト [aFeとセメンタイト (Fe3C)の共析組織］、マクロエッ

チング組織領域R2内部は網目状に析出した初析セメ ンタイトとパーライ トからなる （図2b2.3)。炭素量0.8％を

上回る過共析鋼である3)。メタルには灰色のFe-Ti-Al-Mg-0系領域(XT)とFeO-CaO-Al2Q3-Kp-MgO-Si02 
系のガラス質ケイ酸塩(Gl)からなる非金属介在物が見出された（図2c12)。上記組織観察結果を整理すると、表

2 • 3右欄のとおりとなる。

5 -3 鉄滓・羽口先端の化学組成

No 3およびNo4のT.Feはそれぞれ46.88%、51.51％で、他に12~15％のSi、 1~4 ％のAlを含有する。．酸

化鉄に富む鉄滓である。 No5に含有されるT.Feは3.36％で、 主成分はSi、 Alである。No5を除く 2点の鉄滓は

酸化鉄と粘土状物質の反応生成物、 No5は羽D先端部破片が溶融または部分溶融した資料と推定される（表4)。

5-4 鉄滓から摘出した試料の組織観察結果

蜘3およびNo4のマクロ組織にはいたるところに空隙がみられる。蜘3のマク ロ組織枠内部はウスタイト (Wus)、

灰色をしたFe-Ti-Al-Mg-0系化合物(XT)、暗灰色をしたFe-Al-0系化合物(Ha)、暗灰色のFe-Si-0系
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化合物(Fa:鉄かんらん2Fe0• Si02と推定される）、やや暗灰色をしたFe-Ca-Si-0系化合物[(Fe,Ca)ーかんらん

石と推定される］、および微細な化合物を内包する黒色領域（Ma)、No4のマクロ組織枠内部はウスタイト (Wus)、暗

灰色のFe-Si-0系化合物(Fa:鉄かんらん2Fe0• Si02と推定される）、および微細な化合物を内包する黒色領域

(Ma)からなる。 No5のマクロ組織枠内郎はガラス化した領域(G1)の中に酸化鉄(Fe-0系化合物）が残存する

（図3)。上記組織観察結果は表4最右欄に示すとおりである。

6 考察

6 -1 鉄器 ・鉄塊の分類

No 1には炭素量約0.1％の鋼が配されている。ただし摘出した極一部の試料に基づく調査結果のため、資料

全体の断面構造は不明である。当該遺跡の古墳時代の遺構から出土した方形鍬 ・鋤先の製作に共析鋼（炭素量

約0.8％の鋼）に近い組成の鋼、および過共析鋼（炭素量約0.8％以上の鋼）が配されていたこと！）、古墳出土刀剣

の中に人為的に炭素量の異なる鋼を合わせ鍛えて作刀したと推定される資料がみられること4）、および奈良時代

の直刀の中にも炭素量の高い鋼を心金としその両側を炭素量の低い鋼で挟んだ断面構造を有するものが確認さ

れていること5)を加味すると、 No1についても炭素量の異なる鋼が配されていた可能性がある。この点につい

ては当該資料またはそれとほぽ同形態の資料から、広領域に調査試料を摘出し確認する必要がある。

No2は過共析鋼である。この小鉄塊は使用不能と判断され廃棄された資料と推定されるが、同時に遺跡内で

は亜共析鋼に加え、共析鋼またはそれを上回る炭素量の鋼が製造されていた可能性があることを示している。

この点については生産工房とそこから検出される道具、および鉄塊の組成を吟味して確かめる必要がある。

6-2で述べるように、古代には複数の鋼製造法があった可能性がある。いずれの方法が用いられたとして

も、多段階の工程を経て目的とする鋼が製造されたことは確実である。出発物質として同一の製鉄原料が使用

されたとしても、製造方法や製造条件に応じ、製造される鋼の組成は変化する。従って、表2および表3の分析

結果を単純に比較するという解析方法では、実態を反映した資料の分類結果を得ることは難しい。表2、表3の

中で、 Cu、Ni、 Coの三成分は鉄よりも錆にくい金属のため、 一度鉄中に取り込まれた後はそのほとんどが鉄

中にとどまる。従って、合金添加処理が行われていなかったとすると、その組成比は鋼製造法の如何に係わら

ず製鉄原料の組成比に近似すると推定される 。図4aはNo1およびNo2から摘出された 2試料の (mass%

Co) I (mass%Ni)と（mass%Cu)/ (mass%Ni)を、図4bは(mass%Ni)/ (mass%Co)と(mass%Cu)/ (mass%Co)を求

めプロットしたものである。これまで錆化した資料の場合には、埋蔵環境下からの富化を考慮して、 Ni、Coが

0.01％以上含有されているものを選別してプロ ットした。No1はメタル試料で、埋蔵環境からの分析値に対す

る影響はない。No1のNi含有量は0.005％であるが、表4に掲げるNo5（羽口先端部）の5倍に上ることを考慮す

ると、 No1から検出されたNiもそのほとんどが原料鉱石に起因するとみることができる。そこで図 4aにはNo

1の値もプロットした。なお、図では非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出されたものを黒丸 （●)、鉄チタ

ン酸化物が見出されなかったものを白丸（O)、非金属介在物が見出されなかったものを白三角（△)で示した。

また、図には既に実施した方形鍬．鋤先！）、および7世紀中葉から10世紀前半に比定される前橋市およびその

周辺遺跡から出土した鉄器 ・鉄塊の値（表5)もプロットしてある。なお、表 5のNol2については図4a、bの枠

外の離れた位置に分布する。Nol7、Nol8は錆化した試料で前者のNi含有量は0.002%、後者のCo含有量は0.007

％と低レベルにある。Nol2、Nol7、およびNol8についてはそれぞれ図4a • b、図4a、および図4bへのプロ ッ

トを見合わせた。図4a • bおよび表5から以下の 4点を指摘できる。

① No 1およびNo2は図4aでは左方上、図4bでは左方下のほぼ近接した位置にプロッ トされる。No1および
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No2の非金属介在物組成に差異がみられるため、それぞれの生成経路は異なっていたと推定されるが、始発

原料は同じであった可能性が高い。

② 方形鍬．鋤先から摘出した資料の分布域とNQlおよびNo2の分布域は異なる。当該遺跡における鉄器また

は鉄器地金（鉄器を製作するための原料鉄）の獲得方法が、古墳時代と平安時代では異なっていた可能性が高

し‘°

③ 図4aにおいてNo.1およびNo.2とNo.13、No.6、No.9、No.14、およびNo.16はそれぞれ原点を通る同一直線

上にあり、図4bではそれぞれ左方下にほぼまとまって分布する。前者の 3資料、および後者の 4資料の始

発原料は同じであった可能性がある。図4aにおいてNo.7、No.10、およびNo.18の3資料も原点を通る同一

直線上に分布する。図4bにおいて上記3資料は左下のほぽ同一直線上にある。No.7をはじめとする 3資料は

No. 6をはじめとする 4資料に近接して分布するため、 7資料すべての始発原料は同じであるとみることもで

きる 。• この点については類例の蓄積を待って判断する必要がある 。

④ 池 8、No.11、Nol2、およびNo.9はそれぞれ単独に分布する。これら 4資料の始発原料はいずれも異なっ

ていて、今同検討した資料の中には同じ始発原料を用いて製作されたとみなすことのできる鉄器はみられ

ない。

③、④に基づけば、 8世紀から10世紀にわたり原料鉄を供給し続けた地域が複数存在したものと推定される。

鉄器の場合、利用価値を失った資料の再利用も考えられるため、考古学的研究結果に基づく推定時期と地金の

組成を直ちに関連づけて議論することは危険である。この点については、型式学的検討がなされ、時代特定が

可能な製品鉄器についての金属考古学的研究結果の蓄積を図ったうえで、さらに検討を進める必要がある。

6 -2 古代における鋼の製造

古代の鋼製造法については幾つかの方法が提案されており、見解の一致をみるにいたってはいない。その主

因は、原料鉱石（砂鉄もしくは鉄鉱石6))を製錬して得られる主生成物の組成についての見解の相違にある。製

錬産物である鉄は炭素量に応じ、鋼と銑鉄の 2つに分類される。製錬炉で得られた鉄から極力鋼部分を摘出し、

含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行って目的とする鋼を製造する。そのようにして製造

された鋼を使って、製品鉄器が製作されたとする見方がある8)。製錬炉で直接に鋼がつくり出されるという意

味で、この方法は近世たたら吹製鉄における鉗押法9)によって生産された鉄塊を純化する操作に近似する。ま

た、この方法によって得られた鉄［炭素量が不均ーで鉄滓が混在した鉄（主に鋼からなるが銑鉄も混在すると

考えられている）］を精製し目的とする鋼に変える操作は、精錬鍛冶8)と呼ばれている。古代に鋼を溶融する技

術は未確立であったと考えられるので（溶融温度は炭素量によって異なるが、炭素贔0.1~0.2％の鋼を溶融す

るためにば炉内温度を1550℃以上に保つ必要がある”)、主として鋼から成る鉄から鉄滓を分離 ・除去する際の

基本操作は加熱・鍛打によったと推定される。組成が不均ーな鉄から純化された鋼を得る操作に精錬鍛冶とい

う用語が用いられたのは、上述の事情によるものと推察される。

一方、幣しい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜をはじめとする鋳造鉄器の普及が示すように10)、遅くとも 9世紀には銑

鉄を生産する技術、すなわち炉内で生成した銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていたとする見方が出さ

れている 11)。得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。また、生産された銑

鉄を脱炭することにより鋼の製造も可能となる。この方法による鋼製造方法は銑鉄を経由して鋼が製造される

という意味で、間接製鋼（鉄）法12)に位置づけられる。

銑鉄を脱炭する方法の一つとして、近世たたら吹製鉄における大鍛冶9)がよく知られている。たたら吹製鉄
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には銑押法と鉗押法の 2つの方法がある。後者における生産の主目的物は鉗鉄（主として鋼からなる鉄塊）、前

者ば炉外に流し出される銑鉄で、副生成物としで炉内に鋸鉄もできる。銑押法において鉗鉄は操業の妨げにな

るので、鉄棒をたえず炉内に入れ炉外に取り出すようつとめたという 。このようにして生産された銑鉄は鍛冶

場に運ばれる。そこではまず火床炉の炉底に木炭を積み、その上に銑鉄を羽口前にアーチ形に積み重ね、さら

に小炭で覆った後底部に点火する。積み重ねられた銑鉄は内部にあるものから溶融し、滴下する。この時、羽

口付近の酸化性火烙にふれ酸化され、鋼（左下鉄）となる。 ここまでの操作は「左下」と呼ばれる。左下鉄は製

錬時の副生成物である鉗鉄とともに再度同じ火床炉にアーチ状に積まれ、上述と同様にして脱炭が図られる。

脱炭が十分に進んだところで金敷の上にのせられ、加熱・鍛打によって鉄滓の除去と整形がなされる。後者は

「本場」と呼ばれる。上記の「左下」と「本場」、 2段階の操作を経て包丁鉄を造る方法が大鍛冶と呼ばれて

いる叫 上述から明らかなように、大鍛冶における「本場」の操作内容は出発物質が異なるものの、基本的に

先に述べた精錬鍛冶とほぼ同じとみることができる。

大鍛冶では空気酸化によって局所的に銑鉄の脱炭が図られるが、溶銑（溶融した銑鉄）を準備し、大鍛冶と同

じ原理によって脱炭する方法が古代に行われていたとする見方が出されている 14)-18)。この方法の場合、溶銑の

確保とそれを脱炭するための設備・道具が不可欠であり、現在その点についての検討が進められている。

上記から明らかなように、古代には鉄に関する生産設備として少なくとも①製錬炉、②溶解炉、③精錬炉、

④鍛冶炉の4つがあった可能性がある。さらに、製錬炉としては主として銑鉄を生産するための炉と鋼を生産

するための炉が、精錬炉については銑鉄を局所的に溶融し脱炭して鋼を製造するための炉と、溶銑を準備した

後それを脱炭して鋼を製造するための炉が、鍛冶炉については精錬鍛冶炉と鍛錬鍛冶炉または小鍛冶炉があっ

た可能性があり、検出されだ炉跡の残存状況、出土資料の形状と組成でただちに生産内容を決定することはき

わめて危険である。まず、生産設備の復元を可能な限り行い、生産に使用された道具類の使用方法について検

討する。その結果に共伴して出土した資料の形状や組成、最終製品の組成を加味し、生産活動内容の推定を行

う必要がある。以下ではこの点に留意し、考古学の発掘調査結果と出土鉄滓の金属考古学的解析結果を基に、

鉄塊、鉄滓の成因と羽口の使用方法について検討する。

6 -3 鉄滓の成因と羽口の使用方法

既述のとおり、金属考古学的調査を行った鉄塊、鉄滓は2区7号住居跡から出土している。鉄関連炉は未検出

なため、遺構に基づく成因推定はできない。ここでは金属考古学的調査した資料の形状と組成を基に、鉄滓の

成因と羽口の使用方法について検討する。

表4の3資料のうち、 No5は溶融または部分溶融した羽口先端部と推定されている。摘出した試料の組織観

察によって、局所的に酸化鉄(Fe-0系化合物）が残存することが確認された。操作の過程で揮発した酸化鉄が羽

口先端部に付着した可能性がある。NQ3およびNo4はともに塊状滓で、前者は黒褐色を呈し全域がほぼガラス

化している。後者は黒褐色領域の中に錆が混在する。

5-4に述べた組織観察結果および表4の化学組成を加味すると、 No3およびNQ4は酸化鉄に富んだ鉄滓と

粘土状物質が反応して生成した資料と推定され、錆が混在するNQ4についてはその生成過程で、鉄と鉄滓とが

接触した状態が存在したものと思われる。6-2に基づけば、製錬、精錬鍛冶、精錬、または小鍛冶操作での

生成が考えられる。製錬または精錬鍛冶過程での生成を想定した場合、 No4の始発原料については、脈石中に

鉄チタン鉱物を含まない岩鉄鉱を考える必要がある。No3には局所的に鉄チタン酸化物が混在する。化学成分

分析によって明らかにされたTi含有贔は1.56％と少量であり（表4)、使用された原料鉱石中に局所的に鉄チタ
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ン鉱物が混在していたか、あるいは炉壁等の生産設備の素材中に混在していた鉄チタン鉱物が溶融または部分

溶融し、鉄滓として排出されたものと考えられる。遺跡内およびその周辺に鉄鉱石資源が賦存しないこどを加

味すると、遺跡内またはその周辺で鉄鉱石を始発原料とする製錬が実施されていたことを指摘することは難し

い。No3およびNo4とほぽ同じ組成の鉄滓が混在した組成不均ーな鉄塊の供給があり、それを素材として精錬

鍛冶がなされていたと考えることによって、 No3およびNo4の精錬鍛冶過程における生成の説明が可能となる。

ある程度純化された鋼を加熱・鍛造して目的とする器形へと造形する小鍛冶操作では、鋼を過熱 ・鍛打した

際に剥離した酸化鉄が火窪炉内に入り、炉底部で炉材粘土と反応し、 No3および蜘4とほぼ同じ組成の鉄滓が

生成する可能性がある。NQ3およびNo4については火窪炉底部で生成した鉄滓の一部とみることもできる。精

錬操作では銑鉄中の炭素を低減（脱炭）し、鋼の製造が図られる。脱炭の方法として、 6-3で述べた近世たた

ら吹製鉄における大鍛冶に加え、溶銑を準備した後それを空気酸化して、あるいは造滓材を併用しながら空気

酸化する方法が提案されている（近世たたら吹製鉄における大鍛冶では固体銑鉄を部分溶融した後空気酸化して

脱炭が施されるが、銑鉄をあらかじめほぼ溶融状態にするという点で差異がある）。空気酸化によって銑鉄中の

炭素とともに鉄そのものも酸化され一部は揮発する。造滓材として粘土状物質が使用された場合、揮発した酸

化鉄と粘土状物質が反応し、 No3およびNQ4と同じ組成の鉄滓が生成する。

NQ3およびNo4の形状と組成に基づけば、製錬産物の供給を前提とした精錬鍛冶19)、精錬、または小鍛冶過

程での生成を考えることができる。ここで考慮しなければならないことに、局所的に酸化鉄が残存する羽口先

端部(No5)の検出がある。精錬における溶銑の脱炭には、溶銑に空気を送り込むための道具が不可欠である。

局所的に酸化鉄が残存するNo5は溶銑に空気を送り込むために使用された道具の可能性がある。No1および

NQ2については、炭素量の異なる鋼を人為的に製造するために、造滓材の組成を変えるなどして生成した資料

とみることができる。No1からNo5の形状と組成を総合的にみた場合、遺跡内およびその周辺では炭素量の異

なる鋼の製造を目的とする精錬が行われていたと考えることができるが、この点については今後の発掘調査の

進展に伴う、生産遺構、道具、生産物等の検出を待って解明を図る必要があろう 。

7 まとめ

荒砥宮田遺跡から出土した遺物の金属考古学的調査をとおして、当該遺跡における古墳時代と平安時代とで

は鉄器獲得方法が異なっていることが判明した。平安時代には当該遺跡またはその周辺で鋼の製造が行われて

いたことは確実で、炭素量の異なる鋼の造り分けを目的とした、造滓材を使用しての空気酸化による銑鉄の脱

炭が行われていた可能性を考えることができた。北関東地域の平安時代出土鉄器の組成、鉄関連遺構の検出状

況、およびそこから出土する鉄関連遺物の金属考古学的調査結果の蓄積を図り、それらの結果を比較検討する

ことによって、平安時代における鉄器製作とその普及の実態がみえてくるにちがいない。
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